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ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
建
造
物
の
本
来
の
機
能
や

用
途
を
維
持
し
つ
つ
、
新
し
い
機
能

や
用
途
を
付
加
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
、
保
存
の
意
欲
を
高
め
、
継
続
的

な
維
持
管
理
に
繋
が
る
と
い
う
仕
組

み
だ
。

対
象
経
費
の
最
大
85
％
を

補
助
金
と
し
て
交
付

1
9
7
9
（
昭
和
54
）
年
5
月
、

文
化
庁
に
よ
っ
て「
重
要
文
化
財(

建

造
物
・
美
術
工
芸
品)

修
理
、
防
災

事
業
費
国
庫
補
助
要
項
」
が
制
定

＜図3＞重要文化財に係る助成措置　

さ
れ
た
。
所
有
者
あ
る
い
は
管
理
団

体
が
文
化
財
建
造
物
の
管
理
ま
た
は

修
理
に
あ
た
り
、
多
額
の
経
費
を
要

す
る
た
め
に
そ
の
負
担
に
堪
え
ら
れ

な
い
場
合
、
ま
た
そ
の
他
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
か
ら
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。
補

助
金
の
交
付
は
、
所
有
者
・
管
理

団
体
の
申
請
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

む
ろ
ん
そ
の
手
続
き
は
法
律
の
定
め

る
手
続
き
に
従
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の

書
類
は
全
て
都
道
府
県
教
育
委
員

会
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
ま
ず
教
育
委
員
会
に
相
談
し
、

そ
の
指
導
に
基
づ
き
必
要
書
類
や
資

料
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
る
。

国
庫
補
助
の
対

象
と
な
る
主
な
事

業
は
、「
①
修
理
、

②
防
災
・
環
境
保

全
、
③
管
理
費
」
の

大
き
く
は
3
つ
に
分

け
ら
れ
、
①
、
②
に

関
し
て
は
対
象
経

費
の
50
％
に
加
え
、

当
該
補
助
事
業
者

の
事
業
規
模
指
数

に
応
じ
、
加
算
率

が
設
定
さ
れ
最
大

85
％
ま
で
補
助
率

が
設
定
さ
れ
て
い
る

＜

図
2＞

。
こ
れ
は

収
入
な
ど
の
少
な
い
事
業
者
（
寺
社

な
ど
）
に
対
し
て
よ
り
手
厚
い
補
助

が
出
来
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
背

景
に
あ
る
。
③
に
関
し
て
は
対
象
経

費
の
１
／
２
が
交
付
さ
れ
る
決
ま
り

に
な
っ
て
い
る
。

文
化
財
保
全
の
補
助
以
外
に

税
制
優
遇
措
置
も

重
要
文
化
財
に
は
譲
渡
所
得
の

非
課
税
、
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除

な
ど
、
相
続
税
の
軽
減
、
地
価
税
・

固
定
資
産
税
・
特
別
土
地
保
有
税
、

都
市
計
画
税
の
非
課
税
な
ど
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
も
細
か
く
設
け

ら
れ
て
い
る＜

図
3＞

。
保
護
な
ど

の
た
め
に
寄
付
を
す
る
場
合
は
、
財

務
大
臣
個
別
指
定
に
よ
り
寄
付
金

控
除(

所
得
税)

、
全
額
損
金
算

入(

法
人
税)

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
や
財
団
法
人

が
、
独
自
に
助
成
シ
ス
テ
ム
を
設
定

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
事
例
や
制
約
に
つ
い
て
は
、

文
化
庁
や
地
方
自
治
体
の
各
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
細
か
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

＜

資
料
提
供＞

文
化
庁 

文
化
財
部

http://w
w
w.bunka.go.jp/

事項 内容

補助

修理 ●重要文化財の修理につき多額の経費を要し、所有者又は管理団体がその負担に堪
えない場合その他特別の事情がある場合には、国が補助金を交付することができる。

補助対象経費の
50～85％

防災・環境保全 ●重要文化財の防災施設整備、環境保全事業について、所有者又は管理団体に対
し、国が補助金を交付することができる。

補助対象経費の
50～85％

管理
●重要文化財の維持管理の万全を期するために、所有者又は管理団体が行う事業に
対し、地方公共団体がその経費を補助する事業又は地方公共団体が自ら行う事業に
ついて、国が補助金を交付することができる。

補助対象経費の1/2

税制
優遇

譲渡所得の非課税 ●個人が重要文化財として指定された建造物(土地を除く)を国・地方公共団体、独立行
政法人国立文化財機構・国立美術館・国立科学博物館に譲渡した合は非課税となる。 非課税

譲渡所得の特別控除など
●個人または法人が重要文化財として建物とともに指定された土地を国・地方公共団
体、独立行政法人国立文化財機構、国立科学博物館に譲渡した場合に2000万円の
特別控除または損金算入が認められる。

2000万円の特別控除
（所得税)、 2000万円
の損金算入(法人税)

相続税の軽減 ●重要文化財として指定されている建造物及びその敷地の相続税について財産評価
額を軽減する。

財産評価額の
70/100を控除

地価税の非課税（地価税は
平成10年度以降課税停止） ●重要文化財に係る一定の土地などについては、地価税が課されない。 非課税

固定産税、特別土地保有税、
都市計画税の非課税

●重要文化財として指定された家屋もしくはその敷地については、固定資産税、特別
土地保有税、都市画税が課されない。 非課税

その他 指定寄付金
●個人又は法人が、国指定文化財を所有又は管理する公益法人(宗教法人を含む)
が行う国指定文化財の保護のために行う修理・防災施設の設置などの事業に要する
費用に充てるための寄付をしようとする場合、財務大臣個別指定により寄付金控除(所
得税)・全額損金算入(法人税)が認められる。

全額損金算入(法人
税)　寄付金額(所得
金額の40%まで)－2
千円（所得税）

＜図2＞当該補助事業者の事業規模指数に応じた補助率の加算について

【事業規模指数の計算式】

建造物の修理 ,防災事業
美術工芸品の防災事業 美術工芸品の修理事業

事業規模指数 加算率 事業規模指数 加算率

0.1以上 0.2 未満 5% 0.01以上 0.05 未満 5%
0.2 以上 0.3 未満 10% 0.05 以上 0.2 未満 10%
0.3 以上 0.6 未満 15% 0.2 以上 0.5 未満 15%
0.6 以上 1.5 未満 20% 0.5 以上 1.0 未満 20%
1.5 以上 3.5 未満 25% 1.0 以上 2.5 未満 25%
3.5 以上10.0 未満 30% 2.5 以上 5.0 未満 30%
10.0 以上 35% 5.0 以上 35%

事業規模指数＝
事業実施年度の前々年度以前３会計年度の平均収入額

（補助対象となる総事業費／当該補助事業の施工年度数）
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文化財保護と観光支援における
助成金と補助制度

補助が受けられる寺社向けの公的な制度をシリーズで紹介していく本特集の第 2弾。

今回は「文化財保存事業における助成金と補助金制度」と

「地域資源を活用した観光地魅力創造事業」を取り上げ、

文化庁の文化財保存のための補助制度をはじめ、

観光庁が進める地域の観光資源を保護し、活用するための各種補助事業をご紹介する。

巻 頭 特 集 シリーズ 知って活かす公的制度②

日
本
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
生
ま

れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
国
民
の
財
産
と

い
え
る
文
化
財
。
ひ
と
口
に
文
化
財

と
い
っ
て
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
り
、寺
社
や
民
家
な
ど
の
建
造
物
、

仏
像
、
絵
画
、
書
画
な
ど
の
他
、
芸

能
や
工
芸
技
術
の
よ
う
な
技
、
伝
統

的
行
事
や
祭
り
、
あ
る
い
は
長
い
歴

史
を
経
て
今
に
残
る
自
然
景
観
、
歴

史
的
集
落
、
古
い
町
並
み
な
ど
も
文

化
財
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
中
で
も
建

造
物
や
絵
画
、
彫
刻
、
古
文
書
な
ど

美
術
工
芸
品
の
重
要
な
も
の
は
「
重

要
文
化
財
」、
特
に
価
値
の
高
い
も
の

は
「
国
宝
」
と
し
て
文
化
庁
の
指
定

を
受
け
て
い
る
。（
指
定
・
選
定
・
登

録
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
は
図
１
を

参
照
）

明
治
時
代
か
ら
脈
々
と
続
く

文
化
財
の
保
護
政
策

文
化
財
の
本
格
的
な
保
護
は
明

治
時
代
に
始
ま
り
、
社
会
情
勢
の
変

動
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
た
ゆ
み

な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
。
1
8
7
1

「
保
存
」「
活
用
」の
視
点
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

保
護
法
に
基
づ
い
て
分
類
さ
れ
た

文
化
財
は
、「
保
存
」
と
「
活
用
」

の
視
点
か
ら
、
そ
の
分
野
に
最
も
適

し
た
方
法
で
守
ら
れ
て
い
る
。「
保
存
」

の
視
点
で
は
、
所
有
者
や
市
町
村
へ

の
適
切
な
管
理
方
法
や
保
存
修
理

方
法
の
指
導
・
補
助
を
は
じ
め
、
文

化
財
で
あ
る
土
地
・
建
物
の
公
有
化

に
対
す
る
市
町
村
へ
の
補
助
や
、
建

物
周
辺
の
樹
木
が
倒
れ
て
文
化
財

を
痛
め
な
い
よ
う
に
す
る
環
境
保
全

な
ど
が
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
文
化
財
を
有
効
的
に
使

い
続
け
る
「
活
用
」
の
視
点
か
ら
も
、

「
所
有
者
、
市
町
村
へ
の
文
化
財
公

開
の
指
示
、命
令・勧
告
、補
助
」、「
博

物
館
・
劇
場
な
ど
の
公
開
施
設
、
文

化
財
研
究
所
の
設
置
と
運
営
」
な

（
明
治
4
）
年
に
時
の
太
政
官
が

布
告
し
た
「
古
器
旧
物
保
存
法
」、

1
8
9
7
（
明
治
30
）
年
の
「
古
社

寺
保
存
法
」、
1
9
1
5
（
大
正
8
）

年
の
「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存

法
」、
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
の

「
国
宝
保
存
法
」
な
ど
制
度
の
拡
充

が
随
時
行
わ
れ
、
1
9
4
9
（
昭
和

24
）
年
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
損

を
契
機
に
、
日
本
最
初
の
文
化
財
保

護
の
た
め
の
統
括
的
法
律
と
し
て
制

定
さ
れ
た
の
が
、「
文
化
財
保
護
法
」。

1
9
7
2
（
昭
和
43
）
年
に
は
文
化

庁
が
発
足
し
、
文
化
財
保
護
審
議

会
を
設
置
。
同
保
護
法
は
社
会
の
変

化
に
伴
っ
て
随
時
改
正
が
行
わ
れ
て

お
り
、
観
光
面
で
国
内
の
文
化
財
が

あ
ら
た
め
て
注
目
を
集
め
る一方
、
開

発
に
伴
う
文
化
財
の
危
機
も
言
わ
れ

て
い
る
。
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
も
、

年
々
文
化
財
の
補
助
制
度
は
そ
の
重

要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
。

＜図１＞文化財の指定･選定・登録を受ける
　　　までの流れ

文
化
財
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存
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ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
建
造
物
の
本
来
の
機
能
や

用
途
を
維
持
し
つ
つ
、
新
し
い
機
能

や
用
途
を
付
加
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
、
保
存
の
意
欲
を
高
め
、
継
続
的

な
維
持
管
理
に
繋
が
る
と
い
う
仕
組

み
だ
。

対
象
経
費
の
最
大
85
％
を

補
助
金
と
し
て
交
付

1
9
7
9
（
昭
和
54
）
年
5
月
、

文
化
庁
に
よ
っ
て「
重
要
文
化
財(

建

造
物
・
美
術
工
芸
品)

修
理
、
防
災

事
業
費
国
庫
補
助
要
項
」
が
制
定

＜図3＞重要文化財に係る助成措置　

さ
れ
た
。
所
有
者
あ
る
い
は
管
理
団

体
が
文
化
財
建
造
物
の
管
理
ま
た
は

修
理
に
あ
た
り
、
多
額
の
経
費
を
要

す
る
た
め
に
そ
の
負
担
に
堪
え
ら
れ

な
い
場
合
、
ま
た
そ
の
他
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
か
ら
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。
補

助
金
の
交
付
は
、
所
有
者
・
管
理

団
体
の
申
請
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

む
ろ
ん
そ
の
手
続
き
は
法
律
の
定
め

る
手
続
き
に
従
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の

書
類
は
全
て
都
道
府
県
教
育
委
員

会
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
ま
ず
教
育
委
員
会
に
相
談
し
、

そ
の
指
導
に
基
づ
き
必
要
書
類
や
資

料
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
る
。

国
庫
補
助
の
対

象
と
な
る
主
な
事

業
は
、「
①
修
理
、

②
防
災
・
環
境
保

全
、
③
管
理
費
」
の

大
き
く
は
3
つ
に
分

け
ら
れ
、
①
、
②
に

関
し
て
は
対
象
経

費
の
50
％
に
加
え
、

当
該
補
助
事
業
者

の
事
業
規
模
指
数

に
応
じ
、
加
算
率

が
設
定
さ
れ
最
大

85
％
ま
で
補
助
率

が
設
定
さ
れ
て
い
る

＜

図
2＞

。
こ
れ
は

収
入
な
ど
の
少
な
い
事
業
者
（
寺
社

な
ど
）
に
対
し
て
よ
り
手
厚
い
補
助

が
出
来
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
背

景
に
あ
る
。
③
に
関
し
て
は
対
象
経

費
の
１
／
２
が
交
付
さ
れ
る
決
ま
り

に
な
っ
て
い
る
。

文
化
財
保
全
の
補
助
以
外
に

税
制
優
遇
措
置
も

重
要
文
化
財
に
は
譲
渡
所
得
の

非
課
税
、
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除

な
ど
、
相
続
税
の
軽
減
、
地
価
税
・

固
定
資
産
税
・
特
別
土
地
保
有
税
、

都
市
計
画
税
の
非
課
税
な
ど
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
も
細
か
く
設
け

ら
れ
て
い
る＜

図
3＞

。
保
護
な
ど

の
た
め
に
寄
付
を
す
る
場
合
は
、
財

務
大
臣
個
別
指
定
に
よ
り
寄
付
金

控
除(

所
得
税)

、
全
額
損
金
算

入(
法
人
税)

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
や
財
団
法
人

が
、
独
自
に
助
成
シ
ス
テ
ム
を
設
定

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
事
例
や
制
約
に
つ
い
て
は
、

文
化
庁
や
地
方
自
治
体
の
各
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
細
か
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

＜

資
料
提
供＞

文
化
庁 

文
化
財
部

http://w
w
w.bunka.go.jp/

事項 内容

補助

修理 ●重要文化財の修理につき多額の経費を要し、所有者又は管理団体がその負担に堪
えない場合その他特別の事情がある場合には、国が補助金を交付することができる。

補助対象経費の
50～85％

防災・環境保全 ●重要文化財の防災施設整備、環境保全事業について、所有者又は管理団体に対
し、国が補助金を交付することができる。

補助対象経費の
50～85％

管理
●重要文化財の維持管理の万全を期するために、所有者又は管理団体が行う事業に
対し、地方公共団体がその経費を補助する事業又は地方公共団体が自ら行う事業に
ついて、国が補助金を交付することができる。

補助対象経費の1/2

税制
優遇

譲渡所得の非課税 ●個人が重要文化財として指定された建造物(土地を除く)を国・地方公共団体、独立行
政法人国立文化財機構・国立美術館・国立科学博物館に譲渡した合は非課税となる。 非課税

譲渡所得の特別控除など
●個人または法人が重要文化財として建物とともに指定された土地を国・地方公共団
体、独立行政法人国立文化財機構、国立科学博物館に譲渡した場合に2000万円の
特別控除または損金算入が認められる。

2000万円の特別控除
（所得税)、 2000万円
の損金算入(法人税)

相続税の軽減 ●重要文化財として指定されている建造物及びその敷地の相続税について財産評価
額を軽減する。

財産評価額の
70/100を控除

地価税の非課税（地価税は
平成10年度以降課税停止） ●重要文化財に係る一定の土地などについては、地価税が課されない。 非課税

固定産税、特別土地保有税、
都市計画税の非課税

●重要文化財として指定された家屋もしくはその敷地については、固定資産税、特別
土地保有税、都市画税が課されない。 非課税

その他 指定寄付金
●個人又は法人が、国指定文化財を所有又は管理する公益法人(宗教法人を含む)
が行う国指定文化財の保護のために行う修理・防災施設の設置などの事業に要する
費用に充てるための寄付をしようとする場合、財務大臣個別指定により寄付金控除(所
得税)・全額損金算入(法人税)が認められる。

全額損金算入(法人
税)　寄付金額(所得
金額の40%まで)－2
千円（所得税）

＜図2＞当該補助事業者の事業規模指数に応じた補助率の加算について

【事業規模指数の計算式】

建造物の修理 ,防災事業
美術工芸品の防災事業 美術工芸品の修理事業

事業規模指数 加算率 事業規模指数 加算率

0.1以上 0.2 未満 5% 0.01以上 0.05 未満 5%
0.2 以上 0.3 未満 10% 0.05 以上 0.2 未満 10%
0.3 以上 0.6 未満 15% 0.2 以上 0.5 未満 15%
0.6 以上 1.5 未満 20% 0.5 以上 1.0 未満 20%
1.5 以上 3.5 未満 25% 1.0 以上 2.5 未満 25%
3.5 以上10.0 未満 30% 2.5 以上 5.0 未満 30%
10.0 以上 35% 5.0 以上 35%

事業規模指数＝
事業実施年度の前々年度以前３会計年度の平均収入額

（補助対象となる総事業費／当該補助事業の施工年度数）
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文化財保護と観光支援における
助成金と補助制度

補助が受けられる寺社向けの公的な制度をシリーズで紹介していく本特集の第 2弾。

今回は「文化財保存事業における助成金と補助金制度」と

「地域資源を活用した観光地魅力創造事業」を取り上げ、

文化庁の文化財保存のための補助制度をはじめ、

観光庁が進める地域の観光資源を保護し、活用するための各種補助事業をご紹介する。

巻 頭 特 集 シリーズ 知って活かす公的制度②

日
本
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
生
ま

れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
国
民
の
財
産
と

い
え
る
文
化
財
。
ひ
と
口
に
文
化
財

と
い
っ
て
も
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
り
、寺
社
や
民
家
な
ど
の
建
造
物
、

仏
像
、
絵
画
、
書
画
な
ど
の
他
、
芸

能
や
工
芸
技
術
の
よ
う
な
技
、
伝
統

的
行
事
や
祭
り
、
あ
る
い
は
長
い
歴

史
を
経
て
今
に
残
る
自
然
景
観
、
歴

史
的
集
落
、
古
い
町
並
み
な
ど
も
文

化
財
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
中
で
も
建

造
物
や
絵
画
、
彫
刻
、
古
文
書
な
ど

美
術
工
芸
品
の
重
要
な
も
の
は
「
重

要
文
化
財
」、
特
に
価
値
の
高
い
も
の

は
「
国
宝
」
と
し
て
文
化
庁
の
指
定

を
受
け
て
い
る
。（
指
定
・
選
定
・
登

録
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
は
図
１
を

参
照
）

明
治
時
代
か
ら
脈
々
と
続
く

文
化
財
の
保
護
政
策

文
化
財
の
本
格
的
な
保
護
は
明

治
時
代
に
始
ま
り
、
社
会
情
勢
の
変

動
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
た
ゆ
み

な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
。
1
8
7
1

「
保
存
」「
活
用
」の
視
点
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

保
護
法
に
基
づ
い
て
分
類
さ
れ
た

文
化
財
は
、「
保
存
」
と
「
活
用
」

の
視
点
か
ら
、
そ
の
分
野
に
最
も
適

し
た
方
法
で
守
ら
れ
て
い
る
。「
保
存
」

の
視
点
で
は
、
所
有
者
や
市
町
村
へ

の
適
切
な
管
理
方
法
や
保
存
修
理

方
法
の
指
導
・
補
助
を
は
じ
め
、
文

化
財
で
あ
る
土
地
・
建
物
の
公
有
化

に
対
す
る
市
町
村
へ
の
補
助
や
、
建

物
周
辺
の
樹
木
が
倒
れ
て
文
化
財

を
痛
め
な
い
よ
う
に
す
る
環
境
保
全

な
ど
が
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
文
化
財
を
有
効
的
に
使

い
続
け
る
「
活
用
」
の
視
点
か
ら
も
、

「
所
有
者
、
市
町
村
へ
の
文
化
財
公

開
の
指
示
、命
令・勧
告
、補
助
」、「
博

物
館
・
劇
場
な
ど
の
公
開
施
設
、
文

化
財
研
究
所
の
設
置
と
運
営
」
な

（
明
治
4
）
年
に
時
の
太
政
官
が

布
告
し
た
「
古
器
旧
物
保
存
法
」、

1
8
9
7
（
明
治
30
）
年
の
「
古
社

寺
保
存
法
」、
1
9
1
5
（
大
正
8
）

年
の
「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存

法
」、
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
の

「
国
宝
保
存
法
」
な
ど
制
度
の
拡
充

が
随
時
行
わ
れ
、
1
9
4
9
（
昭
和

24
）
年
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
損

を
契
機
に
、
日
本
最
初
の
文
化
財
保

護
の
た
め
の
統
括
的
法
律
と
し
て
制

定
さ
れ
た
の
が
、「
文
化
財
保
護
法
」。

1
9
7
2
（
昭
和
43
）
年
に
は
文
化

庁
が
発
足
し
、
文
化
財
保
護
審
議

会
を
設
置
。
同
保
護
法
は
社
会
の
変

化
に
伴
っ
て
随
時
改
正
が
行
わ
れ
て

お
り
、
観
光
面
で
国
内
の
文
化
財
が

あ
ら
た
め
て
注
目
を
集
め
る一方
、
開

発
に
伴
う
文
化
財
の
危
機
も
言
わ
れ

て
い
る
。
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
も
、

年
々
文
化
財
の
補
助
制
度
は
そ
の
重

要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
。

＜図１＞文化財の指定･選定・登録を受ける
　　　までの流れ
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テ
ィ
ン
グ
調
査
の
実
施
や
、
観
光
地

周
遊
バ
ス
を
運
行
す
る
た
め
の
実
証

事
業
に
対
し
て
も
支
援
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。＜

図
2＞

。

さ
ら
に
、
複
数
年
に
わ
た
る
取
り
組

み
に
対
し
て
も
継
続
的
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
。

若
者
な
ら
で
は
の
新
た
な

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
も

現
在
、2
0
1
6（
平
成
28
）年
度

に
採
択
さ
れ
、
こ
の
制
度
を
活
用
し

た
取
り
組
み
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
の

中
か
ら
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
に
よ
っ

て
国
内
外
か
ら
の
個
人
旅
行
者
が
増

加
し
て
い
る
富
山
県
立
山
町
で
は
、

立
山
信
仰
の
安
ら
か
な
世
界
を
よ
り

い
っ
そ
う
体
現
で
き
る
観
光
地
と
す

る
た
め
、
伝
統
文
化
の
体
験
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
新
た
な
観
光
コ
ー
ス
を

造
成
。
利
便
性
向
上
を
目
指
し
、
高

齢
者
を
対
象
に
険
し
い
遊
歩
道
を
電

気
自
動
車
を
用
い
て
送
迎
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
の
玄
関
口
で
あ
る
立
山
駅
周

辺
にW

i-Fi

設
備
を
設
置
し
、
外

国
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
環
境
を

整
備
。
ク
ー
ポ
ン
券
付
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
な
ど
、
滞
在
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
充
実
・
強
化
に
も
注
力
し

て
い
る
。

こ
の
立
山
町
で
は
、「
地
域
資
源

を
活
用
し
た
観
光
地
創
造
事
業
」
に

申
請
し
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
取
り
組

み
に
対
し
次
の
3
つ
の
実
験
・
検
証

へ
の
支
援
が
決
定
し
た
。
①
来
場
者

の
利
便
性
向
上
：
E
V
自
動
車
に

よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
・
無
料
駐
車
場

の
有
料
化
に
よ
る
混
雑
軽
減
の
た
め

の
実
証
実
験 
②
外
国
人
受
入
環
境

整
備
：W

i-Fi
設
備
を
立
山
駅
な
ど

に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
ア
ク
セ
ス

を
分
析 

③
滞
在
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
・
強
化
：
ク
ー
ポ
ン
券
付
き
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、回
収
し
た
ク
ー

ポ
ン
か
ら
入
手
経
路
な
ど
を
検
証
、

分
析
。

京
都
府
木
津
川
市
で
は
、
同
志
社

大
生
と
地
元
中
学
生
が
取
り
組
ん
で

き
た
観
光
ツ
ア
ー
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
に
着
手
。
地
域
の
観
光
資
源
で
あ

る
当と

お

の尾
石
仏
群
・
茶
畑
・（
岩
船
寺
・

浄
瑠
璃
寺
な
ど
の
）
国
宝
・
文
化
財

を
活
か
し
、
多
彩
な
体
験
や
交
流
の

で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
盛
り
込
み
、
外

国
人
観
光
客
を
想
定
し
た
プ
ラ
ン
に

す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
事
業
の
実
現
に
挑
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
若
者
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴

で
あ
り
、
現
在
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査(

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施
時
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
・
階
層
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
・
S
N
S
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
モ
デ
リ

ン
グ)

や
コ
ー
ス
の
企
画
・
開
発
、
ド

ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

＜図２＞観光関係者による取組の事例図解（観光庁より）
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こ
こ
数
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド(

訪

日
外
国
人
旅
行
者)

は
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
今
や
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
は

大
き
く
成
長
し
て
い
る
。
し
か
し
、

全
国
的
に
有
名
な
観
光
地
に
集
中

し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

だ
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
、
観

光
客
の
目
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト（
東

京
、
富
士
山
、
京
都
、
大
阪
）
以
外

の
地
域
に
も
向
く
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
単
独
の
観
光
資
源
の

み
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
地

方
創
生
を
本
当
の
意
味
で
図
っ
て
い

く
た
め
、
ま
た
地
域
の
魅
力
あ
る
観

光
資
源
を
世
界
に
通
用
す
る
レ
ベ
ル

ま
で
押
し
上
げ
る
た
め
に
は
、
点
で

は
な
く
面
で
、
観
光
地
域
と
し
て
ど

れ
だ
け
P
R
で
き
る
か
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
観

光
事
業
に
関
す
る
支
援
制
度
、
補

助
制
度
に
つ
い
て
深
く
知
り
、
活
用

す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
や
各

観
光
関
係
者
、
交
通
事
業
者
な
ど

寺
社
を
含
む
地
域
の
各
機
関
が
総

力
を
結
集
、一
枚
岩
で
事
業
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

観
光
庁
が
支
援
す
る

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た

観
光
地
魅
力
創
造
事
業
」

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
に
意
欲

あ
る
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
す
べ

く
、
観
光
庁
が
2
0
1
5
（
平
成

27
）
年
度
に
開
始
し
た
の
が
「
地
域

資
源
を
活
用
し
た
観
光
地
魅
力
創

造
事
業
」
だ
。
2
0
1
6
（
平
成

28
）
年
度
は
2
億
9
5
0
0
万
円

が
予
算
化
。
2
0
1
6
年
4
月
28

日
〜
5
月
27
日
ま
で
事
業
対
象
地

域
の
公
募
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
55
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
審

査
の
う
え
で
35
件
を
選
定＜

図
1

＞

。そ
の
土
地
の
自
然
や
歴
史・文
化・

食
な
ど
の
資
源
を
活
用
し
た
滞
在
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
と
強
化
、
受
入
環

境
の
整
備
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
円
滑

化
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
観

光
庁
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
事
業

を
支
援
し
、
各
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ

に
注
力
し
て
い
る
。

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
地

魅
力
創
造
事
業
」の
公
募
の
要
件
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
市
町
村
及

び
複
数
の
民
間
業
者
で
構
成
す
る
協

議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
②
事

業
内
容
が
地
域
資
源
を
活
用
し
、
魅

力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
図
る
取

り
組
み
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
事

業
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
と
し
て
、
マ
ー
ケ

＜図1＞平成28年　地域資源を活用した観光地魅力創造事業の主な採択地域とそのテーマ・コンセプト（全35件・一部抜粋）

都道府県 主な事業実施地域 地域づくりのテーマ・コンセプト

北海道 木古内町 『１８０年の時を紡ぐ、今を生きる観光まちづくり』
～伝統神事で願う新しい人生（たび）のはじまり～

福島県 会津若松市 『サムライ文化と商人文化が息づく魅力ある城下町』
～東北の城下町を探訪する～

群馬県 富岡市 『富岡製糸場を核としたインバウンド向け観光魅力の発信』
～外国人観光客を誘客し周遊できる地盤づくりの促進～

新潟県 妙高市 『観光地　妙高の復活』～妙高版 DMO による観光地域づくり～

福井県 小浜市 『若狭湾の食と伝統的町並みを生かした小浜市の地域活性化』
～鯖街道（日本遺産）の起点であった賑わいを体感できる滞在型観光地への創生～

京都府 京都市 世界遺産・二条城の観光コンテンツとしての質向上
～二条城が牽引する文化財の観光資源としての開花～

奈良県 明日香村
『「日本発祥の地」を体験するためのプログラム改善プロジェクト』
～日本トップクラスの文化財・歴史的風土の村が一丸となって、滞在型観光地とし
ての魅力強化に向け取り組む～

山口県 防府市 『“幸せます”のまちづくり』～幕末維新から現代へ～

佐賀県 有田町 『400 年の歴史が育んだ文化・ひと・食が“うつわ”に拡がる 有田旅百貨』
～観光まちづくりに向けた新たな ARITA の魅力づくり～

長崎県 長崎市 『世界遺産登録候補資源と関連資産を活用した観光地の魅力創造』
～新たな魅力創造と持続可能な受入態勢の整備～

地
域
資
源
を
活
用
し
た

観
光
地
魅
力
創
造
事
業
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テ
ィ
ン
グ
調
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実
施
や
、
観
光
地

周
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を
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た
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の
実
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の
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を
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ど
り
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今
や
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光
ビ
ジ
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は

大
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く
成
長
し
て
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る
。
し
か
し
、
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的
に
有
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な
観
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地
に
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中
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て
し
ま
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る
と
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う
の
が
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だ
。
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く
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に
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る
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に
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の
観
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の
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で
は
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が
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と
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、
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の
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に
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に
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く
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で
、
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と
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だ
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で
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が
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に
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の
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め
に
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に
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度
、
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制
度
に
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深
く
知
り
、
活
用
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る
た
め
に
地
方
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共
団
体
や
各
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関
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者
、
交
通
事
業
者
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寺
社
を
含
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地
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の
各
機
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力
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で
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く
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る
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に
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1
6
（
平
成

28
）
年
度
は
2
億
9
5
0
0
万
円

が
予
算
化
。
2
0
1
6
年
4
月
28

日
〜
5
月
27
日
ま
で
事
業
対
象
地

域
の
公
募
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
55
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
審

査
の
う
え
で
35
件
を
選
定＜

図
1

＞

。そ
の
土
地
の
自
然
や
歴
史・文
化・

食
な
ど
の
資
源
を
活
用
し
た
滞
在
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
と
強
化
、
受
入
環

境
の
整
備
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
円
滑

化
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
観

光
庁
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
事
業

を
支
援
し
、
各
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ

に
注
力
し
て
い
る
。

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
地

魅
力
創
造
事
業
」の
公
募
の
要
件
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
市
町
村
及

び
複
数
の
民
間
業
者
で
構
成
す
る
協

議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
②
事

業
内
容
が
地
域
資
源
を
活
用
し
、
魅

力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
図
る
取

り
組
み
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
事

業
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
と
し
て
、
マ
ー
ケ

＜図1＞平成28年　地域資源を活用した観光地魅力創造事業の主な採択地域とそのテーマ・コンセプト（全35件・一部抜粋）

都道府県 主な事業実施地域 地域づくりのテーマ・コンセプト

北海道 木古内町 『１８０年の時を紡ぐ、今を生きる観光まちづくり』
～伝統神事で願う新しい人生（たび）のはじまり～

福島県 会津若松市 『サムライ文化と商人文化が息づく魅力ある城下町』
～東北の城下町を探訪する～

群馬県 富岡市 『富岡製糸場を核としたインバウンド向け観光魅力の発信』
～外国人観光客を誘客し周遊できる地盤づくりの促進～

新潟県 妙高市 『観光地　妙高の復活』～妙高版 DMO による観光地域づくり～

福井県 小浜市 『若狭湾の食と伝統的町並みを生かした小浜市の地域活性化』
～鯖街道（日本遺産）の起点であった賑わいを体感できる滞在型観光地への創生～

京都府 京都市 世界遺産・二条城の観光コンテンツとしての質向上
～二条城が牽引する文化財の観光資源としての開花～

奈良県 明日香村
『「日本発祥の地」を体験するためのプログラム改善プロジェクト』
～日本トップクラスの文化財・歴史的風土の村が一丸となって、滞在型観光地とし
ての魅力強化に向け取り組む～

山口県 防府市 『“幸せます”のまちづくり』～幕末維新から現代へ～

佐賀県 有田町 『400 年の歴史が育んだ文化・ひと・食が“うつわ”に拡がる 有田旅百貨』
～観光まちづくりに向けた新たな ARITA の魅力づくり～

長崎県 長崎市 『世界遺産登録候補資源と関連資産を活用した観光地の魅力創造』
～新たな魅力創造と持続可能な受入態勢の整備～

地
域
資
源
を
活
用
し
た

観
光
地
魅
力
創
造
事
業
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ビ
デ
オ
の
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
よ
る
1
日

周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
、
多
言
語
対

応
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
対
し
支
援
が
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
制
度
で
採
択
さ
れ

た
地
域
に
対
し
て
は
、
そ
の
土
地
の

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
食
な
ど
の
資

源
を
活
用
し
た
、
観
光
地
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
の
取
組
み
を
支
援
。
滞

在
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
や
強
化
、
地

元
で
の
消
費
拡
大
に
関
す
る
事
業
な

ど
の
実
施
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、

総
額
の
2
分
の
1
以
内
の
金
額
を
予

算
の
範
囲
内
で
観
光
庁
が
負
担
し
て

く
れ
る
た
め
、
観
光
庁
と
地
域
が
一

体
と
な
り
事
業
を
支
援
し
地
域
の
魅

力
を
高
め
て
い
く
体
制
が
整
う
。

今
後
寺
社
に
お
い
て
も
、
地
域
社

会
と
連
携
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
へ
の
、
積

極
的
な
参
加
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
「
地
域
資
源

を
活
用
し
た
観
光
地
魅
力
創
造
事

業
」
以
外
に
も
、
観
光
庁
に
よ
る
補

京都府木津川市での外国人観光客を想定したプランの観光ツアーの様子。
上：浄瑠璃寺三重塔（国宝）、右下：岩船寺 十三重石塔（重要文化財建造物）、左下：当尾石
仏の道 わらい仏（京都府指定有形文化財）

助
事
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ

て
い
る
。

そ
の
一つ
が
「
訪
日
外
国
人
旅
行

者
受
入
環
境
整
備
緊
急
対
策
事
業
」

だ
。
外
国
人
旅
行
者
が
ス
ト
レ
ス
な

く
快
適
に
観
光
を
満
喫
で
き
る
よ

う
、「
宿
泊
施
設
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

支
援
事
業
」、「
交
通
サ
ー
ビ
ス
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
支
援
事
業
」、「
地
方

で
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
支
援
事
業
」
を
対
象
と
し

て
補
助
金
を
交
付
し
、
滞
在
時
の
快

適
性
・
観
光
地
の
魅
力
向
上
や
、
観

光
地
ま
で
の
移
動
円
滑
化
な
ど
を
図

る
狙
い
が
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
複
数
の
広
域
観
光

ル
ー
ト
を
認
定
し
、テ
ー
マ
性・ス
ト
ー

リ
ー
性
を
持
っ
た
一
連
の
魅
力
あ
る

観
光
地
を
交
通
ア
ク
セ
ス
も
含
め
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
「
広
域
観
光

周
遊
ル
ー
ト
形
成
促
進
事
業
」、
国

内
外
か
ら
選
好
さ
れ
る
国
際
競
争
力

の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り

を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
の
取
り
組

み
段
階
に
応
じ
て
地
域
独
自
の
〝
ブ

ラ
ン
ド
〞
の
確
立
を
通
じ
た
観
光
地

域
の
創
出
を
支
援
す
る
「
観
光
地
域

ブ
ラ
ン
ド
確
立
支
援
事
業
」
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
選
定
さ
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
な
ど
が
実
施
す
る
共
同

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

周
遊
プ
ラ
ン
や
共
通
マ
ニュ
ア
ル
の
作

成
、
共
同
W
E
B
サ
イ
ト
の
開
設

な
ど
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
観
光

庁
が
支
援
し
、
効
果
的
な
観
光
振

興
を
推
進
す
る
「
テ
ー
マ
別
観
光
に

よ
る
地
方
誘
客
事
業
」
に
も
注
目
し

た
い
。

東
京
五
輪
に
向
け
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
必
要
性

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
3
月

30
日
に
開
催
さ
れ
た
「
明
日
の
日
本

を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」

(

議
長
：
安
倍
総
理
大
臣)

に
お
い

て
策
定
さ
れ
た
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
、政
府
は
〝
2
0
2
0
（
平

成
32
）
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
4
0
0
0
万
人
〞
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
観
光
促
進
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
関
連
し
た
施
策
は
今
後
さ
ら

に
追
加
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
寺
社
に
直
接
的
に
関
わ
る

も
の
で
は
な
く
、
自
治
体
な
ど
か
ら

の
申
請
が
必
要
な
制
度
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
支
援
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

上
で
、
地
域
全
体
で
文
化
財
の
保
護

や
地
域
振
興
に
向
け
た
新
た
な
取
り

組
み
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と

思
う
。

＜

資
料
提
供＞

観
光
庁 

観
光
地
域
振
興
部 

観
光
資
源
課

http://w
w
w.m
lit.go.jp/kankocho/

new
s05_000216.htm
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
支
援

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

向
け
た
補
助
制
度
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に
残
し
、
壁
や
門
を
照
ら
す
こ
と
で
、

境
内
の
美
し
い
木
々
を
シ
ル
エ
ッ
ト
と

し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
工

夫
も
さ
れ
て
い
る
。
長
年
変
わ
ら
な

い
美
し
さ
を
、
新
た
な
視
点
か
ら
伝

え
て
い
る
。

博
多
を
代
表
す
る一大
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て

本
イ
ベ
ン
ト
の
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
イ
ベ
ン
ト
事
務
局
の
紙
本
さ
ん

は
「
今
年
で
11
回
目
の
開
催
と
な
り
、

秋
の
博
多
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
夜
間
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

の
た
め
、
寺
社
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
関

係
上
、
来
場
者
数
は
限
ら
れ
、
単
純

に
イ
ベ
ン
ト
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
す
が
、
今
後
も
寺
社

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
歴

史
と
文
化
が
あ
ふ
れ
る
博
多
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
、
考

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
熱
く
語
っ
て

く
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
宗

派
を
超
え
て
多
く
の
寺
社
が
参
加
す

る
こ
と
で
来
場
者
の
回
遊
性
が
高
ま

り
、
相
乗
効
果
と
地
域
の
活
性
化
が

期
待
で
き
る
。

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
佇
ま
い
で

魅
了
す
る
妙
楽
寺

1
3
1
6
（
正
和
5
）
年
に
月げ

つ
ど
う堂

宗そ

う

き規
が
開
基
し
た
妙
楽
寺
。
か
つ
て

は
遣
明
使
一
行
が
宿
泊
す
る
な
ど
、

対
外
貿
易
の
大
事
な
拠
点
と
な
り
、

博
多
商
人
ゆ
か
り
の
お
寺
と
し
て
有

名
だ
。
同
寺
が
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
始
め
た
の
は
約
10
年
前
。
檀
家

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、一
般
の
人
た
ち

に
も
広
く
寺
を
開
放
す
る
機
会
を
つ

く
り
た
い
と
参
加
を
決
め
た
と
い
う
。

「
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
風
景
の
中
に

美
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
語
る

渡わ
た
な
べ辺

桂け
い
ど
う堂

住
職
。
戦
国
動
乱
の
火
で

焼
け
た
石
や
瓦
を
粘
土
で
塗
り
込
め

た
古
い
土
壁
「
博
多
べ
い
」
を
境
内

イベント事務局を運営する
紙本直人さん

臨済宗大徳寺派 石城山 妙楽寺
石城山　妙楽寺
渡辺桂堂住職
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歴
史
文
化
あ
ふ
れ
る
博
多
の
寺
社

や
ま
ち
な
み
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
歴

史
的
な
景
観
に
よ
り
親
し
め
る
こ
と

で
、
今
や
博
多
の
秋
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
「
博
多

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク
」。
第
11

回
目
と
な
る
本
イ
ベ
ン
ト
が
昨
年
秋

（
11
月
23
日
〜
27
日
）
に
開
催
さ
れ

た
。
は
じ
め
は
2
0
0
6
（
平
成

18
）
年
に
福
岡
市
都
市
景
観
賞
20

周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
御ご

く

し

ょ

供
所

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク
」
と
し

て
開
催
さ
れ
、
2
0
0
9
（
平
成

21
）
年
に
新
た
に
櫛く

し

だ

じ

ん

じ

ゃ

田
神
社
を
会

場
に
加
え
「
御ご

く

し

ょ

供
所
・
冷れ

い
せ
ん泉

ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク
」
に
名
称
を
変
更
。

2
0
1
1（
平
成
23
）年
よ
り「
博
多

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク 

博
多
千
年

煌
夜
」
と
題
し
、
昨
年
は
11
の
寺
社

を
会
場
に
し
て
事
業
規
模
を
拡
大

し
、
延
べ
11
万
人
を
動
員
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
松
下
美
紀
さ
ん
総
合
監
修
の
も

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
社
の
照
明
協
力

に
は
、
大
光
電
機
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

カ
ラ
ー
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス
、
三
菱
電
機
照

明
な
ど
計
18
社
の
大
手
企
業
が
名
を

連
ね
て
い
る
。

当
初
寺
社
の
参
加
は
3
箇
所

今
は
11
の
寺
社
が
参
加

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
を
運
営

す
る
博
多
区
役
所 

総
務
部 

企
画
振

興
課
の
紙か

み
も
と
な
お
と

本
直
人
さ
ん
は
、
11
の
寺

同
寺
に
伝
わ
る
人
魚
の
骨
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

初
日
か
ら
多
く
の
人
々
が
列
を
な
し

た
そ
う
だ
。「
寺
は
開
か
れ
た
存
在
で

あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
も
今
回
初
め
て

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
語
る
岡お

か
む
ら
り
ゅ
う
せ
い

村
龍
生
住
職
。
大
光

電
機
が
手
が
け
た
照
明
は
、
ほ
の
か

な
青
や
白
の
灯
り
が
点
在
す
る
こ
と

で
、
海
の
中
に
い
る
よ
う
な
幻
想
的

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
本

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
寺
の
敷
居
の
高

さ
を
払
し
ょ
く
し
、「
来
年
の
イ
ベ
ン

ト
の
際
に
は
秘
仏
と
し
て
公
開
し
て

い
な
い
荒
神
様
の
お
堂
を
開
放
し
、

皆
さ
ん
に
お
参
り
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
」
と
、
岡
村
住
職
は
次
回
へ

の
想
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

社
が
会
場
と
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、

「
中
世
か
ら
栄
え
た
博
多
は
歴
史
文

化
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
も
寺
社
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
よ
り
多
く
の
方
に
博
多
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
し
た
。
寺
社
の
参
加
は
当
初

は
3
会
場
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
認
知
度
が
上
が
る
に
つ
れ

協
力
し
て
い
た
だ
く
寺
社
も
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
博
多
で
は
拝
観
料
を

徴
収
し
て
い
る
寺
社
は
な
い
の
で
す

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
集
客
だ
け
で
は

な
く
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
し
て

い
る
た
め
多
く
の
寺
社
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。寺
社
か
ら
も
、

檀
家
以
外
の
方
に
寺
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
な
ど
の
声
を
い
た

だ
き
、
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
今
回
、
会
場
と
な
っ
た
寺

社
の
中
か
ら
、
龍り

ゅ
う
ぐ
う
じ

宮
寺
と
妙み

ょ
う
ら
く
じ

楽
寺
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
住
職
に
本
イ
ベ
ン
ト
参

加
の
き
っ
か
け
、
地
域
全
体
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
で

「
開
か
れ
た
寺
」
を
目
指
す
龍
宮
寺

J
R
博
多
駅
か
ら
ほ
ど
近
く
「
人

魚
の
骨
が
あ
る
寺
」
と
し
て
人
々
の

信
仰
と
関
心
を
集
め
て
き
た
龍
宮

寺
。
創
建
は
鎌
倉
時
代
に
遡
る
。
今

回
、
初
め
て
博
多
千
年
煌
夜
に
参
加

す
る
龍
宮
寺
は
、
電
話
予
約
な
し
で

左上：東長寺　右上：龍宮寺　左下：妙楽寺　右下：承天寺

　　　　   博多の11の寺社が参加し、境内を華やかにライトアップ
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に
残
し
、
壁
や
門
を
照
ら
す
こ
と
で
、

境
内
の
美
し
い
木
々
を
シ
ル
エ
ッ
ト
と

し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
工

夫
も
さ
れ
て
い
る
。
長
年
変
わ
ら
な

い
美
し
さ
を
、
新
た
な
視
点
か
ら
伝

え
て
い
る
。

博
多
を
代
表
す
る一大
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て

本
イ
ベ
ン
ト
の
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
イ
ベ
ン
ト
事
務
局
の
紙
本
さ
ん

は
「
今
年
で
11
回
目
の
開
催
と
な
り
、

秋
の
博
多
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
夜
間
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

の
た
め
、
寺
社
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
関

係
上
、
来
場
者
数
は
限
ら
れ
、
単
純

に
イ
ベ
ン
ト
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
す
が
、
今
後
も
寺
社

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
歴

史
と
文
化
が
あ
ふ
れ
る
博
多
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
、
考

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
熱
く
語
っ
て

く
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
宗

派
を
超
え
て
多
く
の
寺
社
が
参
加
す

る
こ
と
で
来
場
者
の
回
遊
性
が
高
ま

り
、
相
乗
効
果
と
地
域
の
活
性
化
が

期
待
で
き
る
。

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
佇
ま
い
で

魅
了
す
る
妙
楽
寺

1
3
1
6
（
正
和
5
）
年
に
月げ

つ
ど
う堂

宗そ

う

き規
が
開
基
し
た
妙
楽
寺
。
か
つ
て

は
遣
明
使
一
行
が
宿
泊
す
る
な
ど
、

対
外
貿
易
の
大
事
な
拠
点
と
な
り
、

博
多
商
人
ゆ
か
り
の
お
寺
と
し
て
有

名
だ
。
同
寺
が
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
始
め
た
の
は
約
10
年
前
。
檀
家

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、一
般
の
人
た
ち

に
も
広
く
寺
を
開
放
す
る
機
会
を
つ

く
り
た
い
と
参
加
を
決
め
た
と
い
う
。

「
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
風
景
の
中
に

美
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
語
る

渡わ
た
な
べ辺

桂け
い
ど
う堂

住
職
。
戦
国
動
乱
の
火
で

焼
け
た
石
や
瓦
を
粘
土
で
塗
り
込
め

た
古
い
土
壁
「
博
多
べ
い
」
を
境
内

イベント事務局を運営する
紙本直人さん

臨済宗大徳寺派 石城山 妙楽寺
石城山　妙楽寺
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歴
史
文
化
あ
ふ
れ
る
博
多
の
寺
社

や
ま
ち
な
み
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
歴

史
的
な
景
観
に
よ
り
親
し
め
る
こ
と

で
、
今
や
博
多
の
秋
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
「
博
多

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク
」。
第
11

回
目
と
な
る
本
イ
ベ
ン
ト
が
昨
年
秋

（
11
月
23
日
〜
27
日
）
に
開
催
さ
れ

た
。
は
じ
め
は
2
0
0
6
（
平
成

18
）
年
に
福
岡
市
都
市
景
観
賞
20

周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
御ご

く

し

ょ

供
所

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク
」
と
し

て
開
催
さ
れ
、
2
0
0
9
（
平
成

21
）
年
に
新
た
に
櫛く

し

だ

じ

ん

じ

ゃ

田
神
社
を
会

場
に
加
え
「
御ご

く

し

ょ

供
所
・
冷れ

い
せ
ん泉

ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク
」
に
名
称
を
変
更
。

2
0
1
1（
平
成
23
）年
よ
り「
博
多

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク 

博
多
千
年

煌
夜
」
と
題
し
、
昨
年
は
11
の
寺
社

を
会
場
に
し
て
事
業
規
模
を
拡
大

し
、
延
べ
11
万
人
を
動
員
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
松
下
美
紀
さ
ん
総
合
監
修
の
も

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
社
の
照
明
協
力

に
は
、
大
光
電
機
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

カ
ラ
ー
キ
ネ
テ
ィ
ク
ス
、
三
菱
電
機
照

明
な
ど
計
18
社
の
大
手
企
業
が
名
を

連
ね
て
い
る
。

当
初
寺
社
の
参
加
は
3
箇
所

今
は
11
の
寺
社
が
参
加

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
を
運
営

す
る
博
多
区
役
所 

総
務
部 

企
画
振

興
課
の
紙か

み
も
と
な
お
と

本
直
人
さ
ん
は
、
11
の
寺

同
寺
に
伝
わ
る
人
魚
の
骨
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

初
日
か
ら
多
く
の
人
々
が
列
を
な
し

た
そ
う
だ
。「
寺
は
開
か
れ
た
存
在
で

あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
も
今
回
初
め
て

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
語
る
岡お

か
む
ら
り
ゅ
う
せ
い

村
龍
生
住
職
。
大
光

電
機
が
手
が
け
た
照
明
は
、
ほ
の
か

な
青
や
白
の
灯
り
が
点
在
す
る
こ
と

で
、
海
の
中
に
い
る
よ
う
な
幻
想
的

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
本

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
寺
の
敷
居
の
高

さ
を
払
し
ょ
く
し
、「
来
年
の
イ
ベ
ン

ト
の
際
に
は
秘
仏
と
し
て
公
開
し
て

い
な
い
荒
神
様
の
お
堂
を
開
放
し
、

皆
さ
ん
に
お
参
り
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
」
と
、
岡
村
住
職
は
次
回
へ

の
想
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

社
が
会
場
と
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、

「
中
世
か
ら
栄
え
た
博
多
は
歴
史
文

化
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
も
寺
社
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
よ
り
多
く
の
方
に
博
多
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
し
た
。
寺
社
の
参
加
は
当
初

は
3
会
場
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
認
知
度
が
上
が
る
に
つ
れ

協
力
し
て
い
た
だ
く
寺
社
も
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
博
多
で
は
拝
観
料
を

徴
収
し
て
い
る
寺
社
は
な
い
の
で
す

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
集
客
だ
け
で
は

な
く
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
し
て

い
る
た
め
多
く
の
寺
社
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。寺
社
か
ら
も
、

檀
家
以
外
の
方
に
寺
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
な
ど
の
声
を
い
た

だ
き
、
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
今
回
、
会
場
と
な
っ
た
寺

社
の
中
か
ら
、
龍り

ゅ
う
ぐ
う
じ

宮
寺
と
妙み

ょ
う
ら
く
じ

楽
寺
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
住
職
に
本
イ
ベ
ン
ト
参

加
の
き
っ
か
け
、
地
域
全
体
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
で

「
開
か
れ
た
寺
」
を
目
指
す
龍
宮
寺

J
R
博
多
駅
か
ら
ほ
ど
近
く
「
人

魚
の
骨
が
あ
る
寺
」
と
し
て
人
々
の

信
仰
と
関
心
を
集
め
て
き
た
龍
宮

寺
。
創
建
は
鎌
倉
時
代
に
遡
る
。
今

回
、
初
め
て
博
多
千
年
煌
夜
に
参
加

す
る
龍
宮
寺
は
、
電
話
予
約
な
し
で

左上：東長寺　右上：龍宮寺　左下：妙楽寺　右下：承天寺

　　　　   博多の11の寺社が参加し、境内を華やかにライトアップ

第11回「博多ライトアップウォーク 博多千年煌夜」

浄土宗 冷泉山 龍宮寺
冷泉山　龍宮寺
岡村龍生住職
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い
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
た
こ
と
も
保

険
を
検
討
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い

う
。「
寺
で
は
ろ
う
そ
く
な
ど
の
火
気
を

扱
う
た
め
日
頃
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
も

の
の
、
24
時
間
人
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
寺
の
性
質
上
、
門
を
閉

ざ
し
て
人
が
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
事

態
と
い
う
の
は
突
然
に
起
こ
る
も
の
で
す

か
ら
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
岩
本
住
職

だ
が
、
や
は
り
保
険
を
検
討
す
る
際
は

物
件
鑑
定
に
ど
の
程
度
時
間
と
費
用
が

掛
か
る
の
か
が
心
配
だ
っ
た
そ
う
。
し
か

し
伝
送
鑑
定
の
場
合
、
鑑
定
作
業
の
協

力
に
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
費
や
す
の
か
と

い
う
懸
念
が
不
要
な
た
め
、
僧
侶
と
し
て

日
々
の
お
勤
め
に
支
障
を
き
た
さ
な
か
っ

た
の
も
大
き
い
。
ま
た
、
窓
口
の
保
険
代

理
店
の
担
当
者
か
ら
、
事
前
に
鑑
定
の
流

れ
や
仕
組
み
、
補
償
内
容
な
ど
も
細
部

ま
で
丁
寧
に
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
伝

送
鑑
定
を
行
う
決
め
手
と
な
り
、
安
心

し
て
任
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。「
や

は
り
何
事
も
信
頼
関
係
が
大
切
で
す
か

ら
、
今
回
の
担
当
の
方
の
丁
寧
な
説
明
で

そ
の
関
係
が
結
べ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
れ
に
他
の
物
件
鑑
定
と
比
較
し
、

物
件
鑑
定
に
掛
か
る
費
用
の
負
担
が
少

な
い
点
も
助
か
り
ま
し
た
」
ま
た
、
同
寺

は
霊
園
を
併
設
し
て
い
る
た
め
ご
先
祖
供

養
に
来
ら
れ
る
人
が
中
心
で
、
火
災
な

ど
が
起
き
て
し
ま
う
と
参
拝
者
の
心
の

拠
り
所
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。「
も
し
保
険
未
加
入
の
ま
ま
で

焼
失
し
た
場
合
は
お
布
施
に
よ
っ
て
再
建

す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
れ

ま
た
御
信
心
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
ご
負

担
を
掛
け
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
回
避
す
る
た
め
に
、
伝
送
鑑
定
と
い
う

の
は
寺
だ
け
で
な
く
参
拝
者
を
も
守
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

迅
速
な
対
応
と
納
得
で
き
る

説
明
内
容
に
満
足

岩
本
住
職
は
、
伝
送
鑑
定
を
勧
め
る

点
の
ひ
と
つ
に
「
信
頼
関
係
を
結
ん
だ
上

で
安
心
し
て
依
頼
で
き
た
こ
と
と
、
鑑
定

評
価
が
出
る
ま
で
の
ス
ム
ー
ズ
さ
」
を
挙

げ
て
お
り
、
そ
の
鑑
定
内
容
に
も
納
得

い
く
説
明
が
な
さ
れ
た
そ
う
。
こ
れ
は
建

築
年
数
や
そ
の
歴
史
的
価
値
な
ど
、
専

門
家
で
な
け
れ
ば
鑑
定
が
難
し
い
と
さ
れ

る
寺
社
の
鑑
定
を
、
そ
の
分
野
に
お
い
て

定
評
の
あ
る
鑑
定
事
務
所
が
請
け
負
う

こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
だ
。
一
般

的
な
物
件
鑑
定
と
比
較
し
て
非
常
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、
同
寺
の
場
合
、
鑑
定
を

依
頼
し
た
3
日
後
に
鑑
定
結
果
が
届
い

生駒山 隆昌寺  住職　岩本隆道さん

隆昌寺　本堂

鑑定日より3日後に届いた鑑定書

た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
そ
の
迅
速
さ
が
う

か
が
え
る
。
な
お
、
伝
送
鑑
定
を
経
た

後
の
火
災
保
険
で
カ
バ
ー
で
き
る
の
は
火

災
に
よ
る
建
築
物
の
焼
失
。
隆
昌
寺
で

は
本
堂
及
び
そ
の
周
辺
の
建
築
物
に
対

し
て
保
険
を
適
用
さ
せ
て
い
る
。
寺
社
の

保
険
の
加
入
時
に
そ
の
掛
け
金
が
多
大

に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
躊
躇
す

る
寺
社
も
少
な
く
は
な
い
が
、「
災
害
が

起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
」
と
い
う
岩
本
住

職
の
言
葉
が
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
。

【
取
材
協
力
】

生
駒
山 

隆
昌
寺

〒
5
7
5-

0
0
1
4

大
阪
府
四
条
畷
市
上
田
原
1
1
3
7-

2

T
E
L
：
0
7
2-

8
8
9-

0
0
3
3

【
お
問
い
合
わ
せ
】

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

大
阪
北
支
店
専
業
営
業
チ
ー
ム

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
3-

5-

12

淀
屋
橋
東
京
海
上
日
動
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

7
階

T
E
L
：
0
6-

6
2
0
3-

0
6
3
2

受
付
時
間
：
9
時
〜
17
時（
休
：
土
日
祝
）

http://w
w
w.tokiom

arine-nichido.co.jp
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寺
社
建
築
物
の
多
く
は
、
規
模
が
大

き
い
上
に
建
築
か
ら
長
い
歳
月
を
経
た

木
造
で
あ
る
た
め
、一
般
の
建
築
物
と
比

較
す
る
と
、
火
災
発
生
の
危
険
度
は
か

な
り
高
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
万
が

一の
事
態
に
も
、
再
建
に
必
要
な
補
償
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
火
災
保
険
の
加
入
は

必
要
不
可
欠
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
寺
社

の
火
災
保
険
契
約
は
、
物
件
評
価
に
高

度
な
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ
、
適
切
な

評
価
を
得
る
た
め
の
調
査
日
数
と
費
用

が
多
大
な
た
め
に
、
寺
社
側
の
負
担
が

大
き
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。
そ
ん

な
負
担
を
軽
減
し
て
く
れ
る
の
が
、
東

京
海
上
日
動
火
災
保
険
が
提
案
す
る

『
伝
送
鑑
定
』
だ
。
今
回
は
伝
送
鑑
定

の
仕
組
み
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
、
実
際
に
伝

送
鑑
定
を
利
用
し
て
、
火
災
保
険
に
加

入
し
た
大
阪
府
・
生
駒
山 

隆り
ゅ
う
し
ょ
う
じ

昌
寺
の

事
例
を
紹
介
す
る
。

新
た
な
評
価
の
仕
組
み
を

構
築
し
た「
伝
送
鑑
定
」

ま
ず
伝
送
鑑
定
と
は
、
同
社
が
寺
社

向
け
に
行
な
っ
て
い
る
物
件
評
価
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
魅
力
は
鑑

定
終
了
ま
で
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
さ
に
あ

る
。
例
え
ば
火
災
保
険
に
加
入
す
る
際

に
は
物
件
の
適
切
な
評
価
額
を
算
出
す

る
こ
と
が
前
提
だ
が
、
寺
社
の
場
合
は

寺
社
の
鑑
定
経
験
が
豊
富
で
専
門
知
識

を
有
す
る
鑑
定
士
に
よ
る
、
数
日
間
、

場
合
に
よ
っ
て
は
数
週
間
に
及
ぶ
現
地

で
の
立
会
い
鑑
定
が
必
要
と
な
る
。
さ

ら
に
は
鑑
定
費
用
に
加
え
て
そ
の
間
の

滞
在
費
用
な
ど
も
寺
社
側
の
負
担
と
な

る
。
し
か
し
同
社
が
寺
社
物
件
評
価
で

多
く
の
実
績
を
誇
る
鑑
定
事
務
所
と
連

携
し
た
こ
と
で
、
鑑
定
に
関
し
て
新
た

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
仕
組
み
こ
そ
が
伝
送
鑑
定
で

あ
る
。

伝
送
鑑
定
の
流
れ
は
そ
の
名
の
通
り

最
小
限
の
聞
き
取
り
調
査
内
容
と
物
件

の
写
真
撮
影
を
「
伝
送
」
し
、
そ
れ
を

元
に
「
鑑
定
」
を
行
う
と
い
う
も
の
。

こ
の
調
査
や
撮
影
は
同
社
の
社
員
お
よ

び
代
理
店
が
担
当
し
、
そ
こ
で
作
成
し

た
書
類
を
ベ
ー
ス
に
鑑
定
人
が
評
価
す

る
。
そ
の
た
め
調
査
時
間
は
約
2
時
間

と
非
常
に
短
い
。
調
査
実
施
後
、
最
短

1
週
間
ほ
ど
で
鑑
定
結
果
が
届
け
ら
れ

る
。
そ
の
伝
送
鑑
定
結
果
を
元
に
火
災

保
険
の
契
約
と
い
う
流
れ
に
な
る
が
、

お
お
よ
そ
１
ヶ
月
あ
れ
ば
鑑
定
か
ら
契

約
ま
で
が
終
わ
る
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
自
然
災
害
や
火
災
だ
か
ら
こ
そ
、

い
ち
早
く
備
え
て
お
き
た
い
も
の
。
そ
の

思
い
に
応
え
て
く
れ
る
ス
ピ
ー
ド
感
で
、

一
足
早
く
安
心
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

寺
と
参
拝
者
の
拠
り
所
を

守
る
た
め
に
伝
送
鑑
定
を
依
頼

大
阪
府
四
条
畷
市
に
あ
る
生
駒
山 

隆
昌
寺
は
、
昨
年
春
に
伝
送
鑑
定
を
利

用
し
た
。
岩い

わ
も
と
り
ゅ
う
ど
う

本
隆
道
住
職
は
、
伝
送
鑑

定
を
知
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
「
以
前
か

ら
地
震
は
た
び
た
び
起
き
て
い
ま
し
た

が
、
近
頃
は
頻
発
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
秘
書
が
取
引

し
て
い
た
代
理
店
を
通
じ
て
鑑
定
が
容

易
な
『
伝
送
鑑
定
』
を
知
り
、
今
ま
で

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
損
害
保
険
を
検

討
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

ま
た
、
岩
本
住
職
は
3
年
前
に
同
寺
を

継
い
で
、
寺
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た

建
築
物
の
評
価
が
複
雑
な
寺
社
の
損
害
保
険

評
価
の
時
間
と
費
用
を
大
幅
に
軽
減
す
る「
伝
送
鑑
定
」

※資料提供：東京海上日動火災保険株式会社

PR

伝
送
鑑
定
の
流
れ

❶
代理店または東京海
上日動が物件の聞き
取り調査と写真撮影
を実施  【約2時間】

❷
鑑定事務所に必要書
類をメール送信

❸
鑑定人が書面にて物件
を評価し､鑑定結果を
東京海上日動へ返信

❹
依頼者に鑑定結果を
報告

❺
鑑定結果をもとに東京
海上日動で正しい保険
金額を設定し、備えと
しての保険にきちんと
反映させる。

最短1週間程度で鑑定結果を報告

￥
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い
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
た
こ
と
も
保

険
を
検
討
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い

う
。「
寺
で
は
ろ
う
そ
く
な
ど
の
火
気
を

扱
う
た
め
日
頃
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
も

の
の
、
24
時
間
人
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
寺
の
性
質
上
、
門
を
閉

ざ
し
て
人
が
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
事

態
と
い
う
の
は
突
然
に
起
こ
る
も
の
で
す

か
ら
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
岩
本
住
職

だ
が
、
や
は
り
保
険
を
検
討
す
る
際
は

物
件
鑑
定
に
ど
の
程
度
時
間
と
費
用
が

掛
か
る
の
か
が
心
配
だ
っ
た
そ
う
。
し
か

し
伝
送
鑑
定
の
場
合
、
鑑
定
作
業
の
協

力
に
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
費
や
す
の
か
と

い
う
懸
念
が
不
要
な
た
め
、
僧
侶
と
し
て

日
々
の
お
勤
め
に
支
障
を
き
た
さ
な
か
っ

た
の
も
大
き
い
。
ま
た
、
窓
口
の
保
険
代

理
店
の
担
当
者
か
ら
、
事
前
に
鑑
定
の
流

れ
や
仕
組
み
、
補
償
内
容
な
ど
も
細
部

ま
で
丁
寧
に
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
伝

送
鑑
定
を
行
う
決
め
手
と
な
り
、
安
心

し
て
任
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。「
や

は
り
何
事
も
信
頼
関
係
が
大
切
で
す
か

ら
、
今
回
の
担
当
の
方
の
丁
寧
な
説
明
で

そ
の
関
係
が
結
べ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
れ
に
他
の
物
件
鑑
定
と
比
較
し
、

物
件
鑑
定
に
掛
か
る
費
用
の
負
担
が
少

な
い
点
も
助
か
り
ま
し
た
」
ま
た
、
同
寺

は
霊
園
を
併
設
し
て
い
る
た
め
ご
先
祖
供

養
に
来
ら
れ
る
人
が
中
心
で
、
火
災
な

ど
が
起
き
て
し
ま
う
と
参
拝
者
の
心
の

拠
り
所
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。「
も
し
保
険
未
加
入
の
ま
ま
で

焼
失
し
た
場
合
は
お
布
施
に
よ
っ
て
再
建

す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
れ

ま
た
御
信
心
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
ご
負

担
を
掛
け
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
回
避
す
る
た
め
に
、
伝
送
鑑
定
と
い
う

の
は
寺
だ
け
で
な
く
参
拝
者
を
も
守
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

迅
速
な
対
応
と
納
得
で
き
る

説
明
内
容
に
満
足

岩
本
住
職
は
、
伝
送
鑑
定
を
勧
め
る

点
の
ひ
と
つ
に
「
信
頼
関
係
を
結
ん
だ
上

で
安
心
し
て
依
頼
で
き
た
こ
と
と
、
鑑
定

評
価
が
出
る
ま
で
の
ス
ム
ー
ズ
さ
」
を
挙

げ
て
お
り
、
そ
の
鑑
定
内
容
に
も
納
得

い
く
説
明
が
な
さ
れ
た
そ
う
。
こ
れ
は
建

築
年
数
や
そ
の
歴
史
的
価
値
な
ど
、
専

門
家
で
な
け
れ
ば
鑑
定
が
難
し
い
と
さ
れ

る
寺
社
の
鑑
定
を
、
そ
の
分
野
に
お
い
て

定
評
の
あ
る
鑑
定
事
務
所
が
請
け
負
う

こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
だ
。
一
般

的
な
物
件
鑑
定
と
比
較
し
て
非
常
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、
同
寺
の
場
合
、
鑑
定
を

依
頼
し
た
3
日
後
に
鑑
定
結
果
が
届
い

生駒山 隆昌寺  住職　岩本隆道さん

隆昌寺　本堂

鑑定日より3日後に届いた鑑定書

た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
そ
の
迅
速
さ
が
う

か
が
え
る
。
な
お
、
伝
送
鑑
定
を
経
た

後
の
火
災
保
険
で
カ
バ
ー
で
き
る
の
は
火

災
に
よ
る
建
築
物
の
焼
失
。
隆
昌
寺
で

は
本
堂
及
び
そ
の
周
辺
の
建
築
物
に
対

し
て
保
険
を
適
用
さ
せ
て
い
る
。
寺
社
の

保
険
の
加
入
時
に
そ
の
掛
け
金
が
多
大

に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
躊
躇
す

る
寺
社
も
少
な
く
は
な
い
が
、「
災
害
が

起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
」
と
い
う
岩
本
住

職
の
言
葉
が
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
。

【
取
材
協
力
】

生
駒
山 

隆
昌
寺

〒
5
7
5-

0
0
1
4

大
阪
府
四
条
畷
市
上
田
原
1
1
3
7-

2

T
E
L
：
0
7
2-

8
8
9-

0
0
3
3

【
お
問
い
合
わ
せ
】

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

大
阪
北
支
店
専
業
営
業
チ
ー
ム

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
3-

5-

12

淀
屋
橋
東
京
海
上
日
動
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

7
階

T
E
L
：
0
6-

6
2
0
3-

0
6
3
2

受
付
時
間
：
9
時
〜
17
時（
休
：
土
日
祝
）

http://w
w
w.tokiom

arine-nichido.co.jp
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寺
社
建
築
物
の
多
く
は
、
規
模
が
大

き
い
上
に
建
築
か
ら
長
い
歳
月
を
経
た

木
造
で
あ
る
た
め
、一
般
の
建
築
物
と
比

較
す
る
と
、
火
災
発
生
の
危
険
度
は
か

な
り
高
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
万
が

一の
事
態
に
も
、
再
建
に
必
要
な
補
償
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
火
災
保
険
の
加
入
は

必
要
不
可
欠
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
寺
社

の
火
災
保
険
契
約
は
、
物
件
評
価
に
高

度
な
専
門
知
識
が
求
め
ら
れ
、
適
切
な

評
価
を
得
る
た
め
の
調
査
日
数
と
費
用

が
多
大
な
た
め
に
、
寺
社
側
の
負
担
が

大
き
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。
そ
ん

な
負
担
を
軽
減
し
て
く
れ
る
の
が
、
東

京
海
上
日
動
火
災
保
険
が
提
案
す
る

『
伝
送
鑑
定
』
だ
。
今
回
は
伝
送
鑑
定

の
仕
組
み
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
、
実
際
に
伝

送
鑑
定
を
利
用
し
て
、
火
災
保
険
に
加

入
し
た
大
阪
府
・
生
駒
山 

隆り
ゅ
う
し
ょ
う
じ

昌
寺
の

事
例
を
紹
介
す
る
。

新
た
な
評
価
の
仕
組
み
を

構
築
し
た「
伝
送
鑑
定
」

ま
ず
伝
送
鑑
定
と
は
、
同
社
が
寺
社

向
け
に
行
な
っ
て
い
る
物
件
評
価
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
魅
力
は
鑑

定
終
了
ま
で
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
さ
に
あ

る
。
例
え
ば
火
災
保
険
に
加
入
す
る
際

に
は
物
件
の
適
切
な
評
価
額
を
算
出
す

る
こ
と
が
前
提
だ
が
、
寺
社
の
場
合
は

寺
社
の
鑑
定
経
験
が
豊
富
で
専
門
知
識

を
有
す
る
鑑
定
士
に
よ
る
、
数
日
間
、

場
合
に
よ
っ
て
は
数
週
間
に
及
ぶ
現
地

で
の
立
会
い
鑑
定
が
必
要
と
な
る
。
さ

ら
に
は
鑑
定
費
用
に
加
え
て
そ
の
間
の

滞
在
費
用
な
ど
も
寺
社
側
の
負
担
と
な

る
。
し
か
し
同
社
が
寺
社
物
件
評
価
で

多
く
の
実
績
を
誇
る
鑑
定
事
務
所
と
連

携
し
た
こ
と
で
、
鑑
定
に
関
し
て
新
た

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
仕
組
み
こ
そ
が
伝
送
鑑
定
で

あ
る
。

伝
送
鑑
定
の
流
れ
は
そ
の
名
の
通
り

最
小
限
の
聞
き
取
り
調
査
内
容
と
物
件

の
写
真
撮
影
を
「
伝
送
」
し
、
そ
れ
を

元
に
「
鑑
定
」
を
行
う
と
い
う
も
の
。

こ
の
調
査
や
撮
影
は
同
社
の
社
員
お
よ

び
代
理
店
が
担
当
し
、
そ
こ
で
作
成
し

た
書
類
を
ベ
ー
ス
に
鑑
定
人
が
評
価
す

る
。
そ
の
た
め
調
査
時
間
は
約
2
時
間

と
非
常
に
短
い
。
調
査
実
施
後
、
最
短

1
週
間
ほ
ど
で
鑑
定
結
果
が
届
け
ら
れ

る
。
そ
の
伝
送
鑑
定
結
果
を
元
に
火
災

保
険
の
契
約
と
い
う
流
れ
に
な
る
が
、

お
お
よ
そ
１
ヶ
月
あ
れ
ば
鑑
定
か
ら
契

約
ま
で
が
終
わ
る
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
自
然
災
害
や
火
災
だ
か
ら
こ
そ
、

い
ち
早
く
備
え
て
お
き
た
い
も
の
。
そ
の

思
い
に
応
え
て
く
れ
る
ス
ピ
ー
ド
感
で
、

一
足
早
く
安
心
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

寺
と
参
拝
者
の
拠
り
所
を

守
る
た
め
に
伝
送
鑑
定
を
依
頼

大
阪
府
四
条
畷
市
に
あ
る
生
駒
山 

隆
昌
寺
は
、
昨
年
春
に
伝
送
鑑
定
を
利

用
し
た
。
岩い

わ
も
と
り
ゅ
う
ど
う

本
隆
道
住
職
は
、
伝
送
鑑

定
を
知
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
「
以
前
か

ら
地
震
は
た
び
た
び
起
き
て
い
ま
し
た

が
、
近
頃
は
頻
発
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
秘
書
が
取
引

し
て
い
た
代
理
店
を
通
じ
て
鑑
定
が
容

易
な
『
伝
送
鑑
定
』
を
知
り
、
今
ま
で

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
損
害
保
険
を
検

討
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

ま
た
、
岩
本
住
職
は
3
年
前
に
同
寺
を

継
い
で
、
寺
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た

建
築
物
の
評
価
が
複
雑
な
寺
社
の
損
害
保
険

評
価
の
時
間
と
費
用
を
大
幅
に
軽
減
す
る「
伝
送
鑑
定
」

※資料提供：東京海上日動火災保険株式会社

PR

伝
送
鑑
定
の
流
れ

❶
代理店または東京海
上日動が物件の聞き
取り調査と写真撮影
を実施  【約2時間】

❷
鑑定事務所に必要書
類をメール送信

❸
鑑定人が書面にて物件
を評価し､鑑定結果を
東京海上日動へ返信

❹
依頼者に鑑定結果を
報告

❺
鑑定結果をもとに東京
海上日動で正しい保険
金額を設定し、備えと
しての保険にきちんと
反映させる。

最短1週間程度で鑑定結果を報告

￥
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ブ
ラ
ッ
ド
・
ト
ウ
ル
氏
を
国
際
観
光

推
進
員
と
し
て
受
け
入
れ
、
看
板
の

ロ
ー
マ
字
表
記
の
仕
方
や
デ
ザ
イ
ン

の
統
一
、
展
示
表
記
の
見
直
し
を
実

施
。
19
通
り
の
ロ
ー
マ
字
表
記
が
あ
っ

た
熊
野
本
宮
大
社
を
「K

um
ano 

H
ongu T

aisha

（S
hrine

）」
に
統

一
し
、
日
本
人
で
さ
え
理
解
が
難
し
い

解
説
文
を
外
国
人
目
線
の
分
か
り
や

す
い
解
説
に
変
更
し
た
。

に
よ
る
使
い
分
け
を
実
施
し
た
。

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
推
進
体
制
と
は

日
本
の
文
化
財
は
大
半
を
個
人
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
・
管
理

す
る
。
そ
の
た
め
「
英
語
解
説
の
改

善
・
充
実
」
の
取
り
組
み
を
全
国
に

普
及
す
る
に
は
、
観
光
部
局
と
文
化

今
回
紹
介
し
た
「
文
化
財
の
英
語
解
説

の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が
設

置
さ
れ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
観
光
庁
観

光
地
域
振
興
部 

観
光
資
源
課
長 

蔵
持

京
治
さ
ん
は
「
二
条
城
は
、
江
戸
幕
府
第

十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
を

行
っ
た
場
所
と
し
て
歴
史
の
教
科
書
に
も

載
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
近
代
の
礎
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
が
、
我
々
日
本
人
が

二
条
城
に
行
っ
て
も
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
。

二
条
城
は
世
界
遺
産
と
し
て
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
の一つ
な
の
に
、
外
国
人
の
方
々
も
『
な
ん

だ
ろ
う
こ
れ
は
？
キ
ャ
ッ
ス
ル
？
』
と
素
通

り
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
ト
リ
ッ
プ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
口
コ
ミ
で
も
『
何
だ
か
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
』
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見

次
に
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
鶴
岡
八

幡
宮
で
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
教
学
研
究

所
に
国
際
課
を
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
英
訳
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
英
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

訪
日
外
国
人
目
線
の
構
成
で
作
成
し
、

日
本
語
版
に
は
な
い
補
足
情
報
を
追

加
す
る
ほ
か
、
外
国
人
観
光
客
が
巡
る

順
路
に
沿
っ
て
物
件
の
解
説
を
簡
潔
に

分
か
り
や
す
く
作
成
す
る
な
ど
、媒
体

ら
れ
ま
す
。
日
本
の
歴
史
上
重
要
な
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
で
は
も
っ

た
い
な
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
」
と
話
す
。
文
化
財
の
日
本
語

解
説
を
た
だ
直
訳
す
る
だ
け
で
は
外
国
人

旅
行
者
に
魅
力
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
意

見
も
以
前
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。「
例

え
ば
『
織
田
信
長
が
建
立
し
た
◯
◯
◯
』

と
い
う
解
説
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
我
々
は

日
本
史
で
勉
強
し
た
の
で
、
織
田
信
長
は

知
っ
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
の
方
は
彼
を
知

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
織
田
信
長
は
い
つ
の
時
代

に
何
を
し
た
か
の
説
明
が
必
要
に
な
る
ん
で

す
」。
こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
埋
め
る
た
め
に

も
プ
ロ
の
目
で
じ
っ
く
り
検
討
し
て
い
き
た

い
と
蔵
持
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
た
。

「
文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」

設
置
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

鶴岡八幡宮の英語版のパンフレットでは、はじめに全体の歴史等を紹介し、個別の物件について
は、拝観者がたどるルートに沿って解説を付している

補足説明の部分の大意は次のようになる
（1）神道の神をしめす日本語　（2）八幡様は武士階級の守護神とみなされていた
鶴岡八幡宮ホームページ　https://www.hachimangu.or.jp/　より引用

財
保
護
部
局
な
ど
の
行
政
機
関
が

連
携
し
て
文
化
財
の
魅
力
発
信
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
の
所
有
・

管
理
者
が
自
発
的
に
「
英
語
解
説
の

改
善
・
充
実
」
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
国
及
び
地
方
公
共
団

体
で
は
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観

光
地
魅
力
創
造
事
業（
観
光
庁
）」「
文

化
財
総
合
活
用
戦
略
プ
ラ
ン
の
強
化

（
文
化
庁
）」
と
い
っ
た
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ら
の
助
成

金
を
有
効
活
用
し
、
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
文
化
財
の
解
説
作
成

や
人
材
育
成
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺

社
の
特
性
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
に

期
待
し
た
い
。

＜

資
料
提
供＞

観
光
庁  

観
光
地
域
振
興
部  

観
光
資
源
課

http://w
w
w
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lit.go.jp/kankocho/

は言換え は補足説明

Tsurugaoka Hachimangu was established by Minamoto Yoriyoshi (源 頼義, 988-
1075) in 1063. He built a power base for the Minamoto warrior clan in the east 
of Japan after the suppression of a rebellion started by clans in the North East 
of Japan in 1051. He returned to Kamakura, and built a small shrine for the 
Hachiman kami (the Japanese word for Shinto deities) near the coast to give 
thanks for success in suppressing the rebellion. The Hachiman kami was 
regarded as the protector kami of the warrior class.

当宮は康平6年（1063）源頼義が奥州を平定して鎌倉に帰り、源氏の氏神として出陣に際し
てご加護を祈願した京都の石清水八幡宮を由比ヶ浜辺にお祀りしたのが始まりです。  
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文
化
庁
に
よ
る
2
0
1
4
（
平
成

26
）
年
の
調
査
で
、
外
国
人
旅
行
者

の
訪
問
先
決
定
の
条
件
と
し
て
、
１

位
の
「
美
し
い
景
色
」
に
次
い
で
「
異

文
化
体
験
」「
豊
か
な
自
然
環
境
」

「
歴
史
が
あ
る
」
が
続
き
、
外
国
人

は
異
文
化
や
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文

化
に
高
い
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
し
か
し
国
内
の
文
化

財
に
は
外
国
語
の
解
説
が
な
い
も
の

が
多
く
、
あ
っ
た
と
し
て
も
日
本
語

解
説
の
直
訳
（
ロ
ー
マ
字
表
記
）
で
、

読
ん
で
も
理
解
し
に
く
い
と
外
国
人

観
光
客
か
ら
は
不
満
の
声
が
上
が
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

ま
た
2
0
2
0
（
平
成
32
）
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
据
え
た
う
え
、
文
化
庁
と
観

光
庁
は
「
文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ

り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
設

置
し
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
文
化

財
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
視
点
を

整
理
し
、
報
告
書
に
を
ま
と
め
た
。

文
化
財
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

必
要
な
4
つ
の
視
点

外
国
人
旅
行
客
が
日
本
の
文
化

財
を
訪
れ
た
際
、
分
か
り
や
す
い
解

説
が
な
け
れ
ば
そ
の
文
化
財
の
由
縁

や
歴
史
、
本
当
の
価
値
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
の
文
化
財

を
「
見
て
感
動
し
、
そ
の
価
値
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
を
主
眼
に
、

文
化
財
の
英
語
解
説
に
必
要
な
四
つ

の
視
点
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
四
つ
の
視
点
を
整
理
す
る

上
で
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
も
設
け
、

た
と
え
ば
「
暖の

れ

ん簾
」
は
「N

O
R
E
N

」

と
す
る
の
で
な
く
「Traditional 

shop curtain

」
の
よ
う
に
意
訳
す

る
。
ま
た
、「
神
社
」
や
「
仏
教
」
な

ど
の
言
葉
は
全
国
的
に
統
一
感
が
あ

る
解
説
が
有
効
で
あ
る
、
な
ど
の
具

体
的
な
事
例
も
提
案
し
て
い
る
。

文
化
財
の
英
語
解
説
の
改
善
・

充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
事
例

こ
う
い
っ
た
文
化
財
の
分
か
り
や
す

い
解
説
や
多
言
語
化
の
整
備
を
広
く

普
及
さ
せ
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り

組
み
事
例
と
し
て
2
カ
所
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

一
つ
目
の
、
和
歌
山
県
田
辺
市
内

五
つ
の
観
光
協
会
で
構
成
さ
れ
る「
田

辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」

で
は
、
田
辺
市
で
3
年
間
過
ご
し
た

文
化
財
の
英
語
解
説
に
つ
い
て
文
化
庁
と
観
光
庁
が
指
南

外
国
人
が
正
し
く
理
解
で
き
る

文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ
り
方

PICK UP

和歌山県田辺市の国際
観光推進員に任命され
たブラッド ・トウル氏材質や色の統一感を出し、上に日本語、下に英文表記に統一

➡

「熊野本宮大社」の英語表記
・ Kumano Great Shrine
・ Hongu Shrine
・ Hongu Grand Shrine
・ Hongu Taisha Shrine
・ Kumano Great Taisha
・ Kumano Hongu Taisha
　　　　　       　など19通り

Kumano Hongu Taisha
（Shrine）に統一

➡

「
文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」に
参
考
サ
イ
ト

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/com

m
on/

001142189.pdf

【
視
点
１
】日
本
語
の
解
説
を
直

訳
せ
ず
、基
本
的
な
用
語
の
解
説

を
補
足
す
る
な
ど
、文
化
財
を
理

解
す
る
上
で
前
提
と
な
る
情
報

を
解
説
に
盛
り
込
む
。

【
視
点
２
】外
国
人
の
目
線
で
そ

の
文
化
財
の
ど
こ
に
興
味
・
関
心

を
持
つ
か
を
把
握
し
、メ
リ
ハ
リ

の
効
い
た
解
説
内
容
と
す
る
。

【
視
点
３
】案
内
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
解
説
媒
体
に
応
じ
適

切
に
情
報
を
書
き
分
け
る
と
と

も
に
、デ
ザ
イ
ン
の
見
や
す
さ
や

景
観
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮
す

る
。

【
視
点
４
】分
か
り
や
す
い
解
説

の
た
め
に
は
、英
文
執
筆
・
翻
訳

を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ

た
人
材
の
確
保
が
重
要
。
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ブ
ラ
ッ
ド
・
ト
ウ
ル
氏
を
国
際
観
光

推
進
員
と
し
て
受
け
入
れ
、
看
板
の

ロ
ー
マ
字
表
記
の
仕
方
や
デ
ザ
イ
ン

の
統
一
、
展
示
表
記
の
見
直
し
を
実

施
。
19
通
り
の
ロ
ー
マ
字
表
記
が
あ
っ

た
熊
野
本
宮
大
社
を
「K

um
ano 

H
ongu T

aisha

（S
hrine

）」
に
統

一
し
、
日
本
人
で
さ
え
理
解
が
難
し
い

解
説
文
を
外
国
人
目
線
の
分
か
り
や

す
い
解
説
に
変
更
し
た
。

に
よ
る
使
い
分
け
を
実
施
し
た
。

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
推
進
体
制
と
は

日
本
の
文
化
財
は
大
半
を
個
人
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
・
管
理

す
る
。
そ
の
た
め
「
英
語
解
説
の
改

善
・
充
実
」
の
取
り
組
み
を
全
国
に

普
及
す
る
に
は
、
観
光
部
局
と
文
化

今
回
紹
介
し
た
「
文
化
財
の
英
語
解
説

の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が
設

置
さ
れ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
観
光
庁
観

光
地
域
振
興
部 

観
光
資
源
課
長 

蔵
持

京
治
さ
ん
は
「
二
条
城
は
、
江
戸
幕
府
第

十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
を

行
っ
た
場
所
と
し
て
歴
史
の
教
科
書
に
も

載
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
近
代
の
礎
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
が
、
我
々
日
本
人
が

二
条
城
に
行
っ
て
も
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
。

二
条
城
は
世
界
遺
産
と
し
て
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
の一つ
な
の
に
、
外
国
人
の
方
々
も
『
な
ん

だ
ろ
う
こ
れ
は
？
キ
ャ
ッ
ス
ル
？
』
と
素
通

り
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
ト
リ
ッ
プ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
口
コ
ミ
で
も
『
何
だ
か
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
』
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見

次
に
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
鶴
岡
八

幡
宮
で
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
教
学
研
究

所
に
国
際
課
を
設
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
英
訳
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
英
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

訪
日
外
国
人
目
線
の
構
成
で
作
成
し
、

日
本
語
版
に
は
な
い
補
足
情
報
を
追

加
す
る
ほ
か
、
外
国
人
観
光
客
が
巡
る

順
路
に
沿
っ
て
物
件
の
解
説
を
簡
潔
に

分
か
り
や
す
く
作
成
す
る
な
ど
、媒
体

ら
れ
ま
す
。
日
本
の
歴
史
上
重
要
な
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
で
は
も
っ

た
い
な
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
」
と
話
す
。
文
化
財
の
日
本
語

解
説
を
た
だ
直
訳
す
る
だ
け
で
は
外
国
人

旅
行
者
に
魅
力
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
意

見
も
以
前
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。「
例

え
ば
『
織
田
信
長
が
建
立
し
た
◯
◯
◯
』

と
い
う
解
説
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
我
々
は

日
本
史
で
勉
強
し
た
の
で
、
織
田
信
長
は

知
っ
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
の
方
は
彼
を
知

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
織
田
信
長
は
い
つ
の
時
代

に
何
を
し
た
か
の
説
明
が
必
要
に
な
る
ん
で

す
」。
こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
埋
め
る
た
め
に

も
プ
ロ
の
目
で
じ
っ
く
り
検
討
し
て
い
き
た

い
と
蔵
持
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
た
。

「
文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」

設
置
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

鶴岡八幡宮の英語版のパンフレットでは、はじめに全体の歴史等を紹介し、個別の物件について
は、拝観者がたどるルートに沿って解説を付している

補足説明の部分の大意は次のようになる
（1）神道の神をしめす日本語　（2）八幡様は武士階級の守護神とみなされていた
鶴岡八幡宮ホームページ　https://www.hachimangu.or.jp/　より引用

財
保
護
部
局
な
ど
の
行
政
機
関
が

連
携
し
て
文
化
財
の
魅
力
発
信
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
の
所
有
・

管
理
者
が
自
発
的
に
「
英
語
解
説
の

改
善
・
充
実
」
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
国
及
び
地
方
公
共
団

体
で
は
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観

光
地
魅
力
創
造
事
業（
観
光
庁
）」「
文

化
財
総
合
活
用
戦
略
プ
ラ
ン
の
強
化

（
文
化
庁
）」
と
い
っ
た
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ら
の
助
成

金
を
有
効
活
用
し
、
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
文
化
財
の
解
説
作
成

や
人
材
育
成
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺

社
の
特
性
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
に

期
待
し
た
い
。

＜

資
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は言換え は補足説明

Tsurugaoka Hachimangu was established by Minamoto Yoriyoshi (源 頼義, 988-
1075) in 1063. He built a power base for the Minamoto warrior clan in the east 
of Japan after the suppression of a rebellion started by clans in the North East 
of Japan in 1051. He returned to Kamakura, and built a small shrine for the 
Hachiman kami (the Japanese word for Shinto deities) near the coast to give 
thanks for success in suppressing the rebellion. The Hachiman kami was 
regarded as the protector kami of the warrior class.

Hachiman kami (the Japanese word for Shinto deities) near the coast to give 
thanks for success in suppressing the rebellion. The Hachiman kami was 

1075) in 1063. He built a power base for the Minamoto warrior clan in the east 
of Japan after the suppression of a rebellion started by clans in the North East 

当宮は康平6年（1063）源頼義が奥州を平定して鎌倉に帰り、源氏の氏神として出陣に際し
てご加護を祈願した京都の石清水八幡宮を由比ヶ浜辺にお祀りしたのが始まりです。  
当宮は康平6年（1063）源頼義が奥州を平定して鎌倉に帰り、源氏の氏神として出陣に際し当宮は康平6年（1063）源頼義が奥州を平定して鎌倉に帰り、源氏の氏神として出陣に際し

of Japan in 1051. He returned to Kamakura, and built a small shrine for the 

thanks for success in suppressing the rebellion. The Hachiman kami was 
Hachiman kami (the Japanese word for Shinto deities) near the coast to give 

regarded as the protector kami of the warrior class.

てご加護を祈願した京都の石清水八幡宮を由比ヶ浜辺にお祀りしたのが始まりです。  
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文
化
庁
に
よ
る
2
0
1
4
（
平
成

26
）
年
の
調
査
で
、
外
国
人
旅
行
者

の
訪
問
先
決
定
の
条
件
と
し
て
、
１

位
の
「
美
し
い
景
色
」
に
次
い
で
「
異

文
化
体
験
」「
豊
か
な
自
然
環
境
」

「
歴
史
が
あ
る
」
が
続
き
、
外
国
人

は
異
文
化
や
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文

化
に
高
い
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
し
か
し
国
内
の
文
化

財
に
は
外
国
語
の
解
説
が
な
い
も
の

が
多
く
、
あ
っ
た
と
し
て
も
日
本
語

解
説
の
直
訳
（
ロ
ー
マ
字
表
記
）
で
、

読
ん
で
も
理
解
し
に
く
い
と
外
国
人

観
光
客
か
ら
は
不
満
の
声
が
上
が
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

ま
た
2
0
2
0
（
平
成
32
）
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
据
え
た
う
え
、
文
化
庁
と
観

光
庁
は
「
文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ

り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
設

置
し
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
文
化

財
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
視
点
を

整
理
し
、
報
告
書
に
を
ま
と
め
た
。

文
化
財
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

必
要
な
4
つ
の
視
点

外
国
人
旅
行
客
が
日
本
の
文
化

財
を
訪
れ
た
際
、
分
か
り
や
す
い
解

説
が
な
け
れ
ば
そ
の
文
化
財
の
由
縁

や
歴
史
、
本
当
の
価
値
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本
の
文
化
財

を
「
見
て
感
動
し
、
そ
の
価
値
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
を
主
眼
に
、

文
化
財
の
英
語
解
説
に
必
要
な
四
つ

の
視
点
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
四
つ
の
視
点
を
整
理
す
る

上
で
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
も
設
け
、

た
と
え
ば
「
暖の

れ

ん簾
」
は
「N

O
R
E
N

」

と
す
る
の
で
な
く
「Traditional 

shop curtain

」
の
よ
う
に
意
訳
す

る
。
ま
た
、「
神
社
」
や
「
仏
教
」
な

ど
の
言
葉
は
全
国
的
に
統
一
感
が
あ

る
解
説
が
有
効
で
あ
る
、
な
ど
の
具

体
的
な
事
例
も
提
案
し
て
い
る
。

文
化
財
の
英
語
解
説
の
改
善
・

充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
事
例

こ
う
い
っ
た
文
化
財
の
分
か
り
や
す

い
解
説
や
多
言
語
化
の
整
備
を
広
く

普
及
さ
せ
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り

組
み
事
例
と
し
て
2
カ
所
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

一
つ
目
の
、
和
歌
山
県
田
辺
市
内

五
つ
の
観
光
協
会
で
構
成
さ
れ
る「
田

辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」

で
は
、
田
辺
市
で
3
年
間
過
ご
し
た

文
化
財
の
英
語
解
説
に
つ
い
て
文
化
庁
と
観
光
庁
が
指
南

外
国
人
が
正
し
く
理
解
で
き
る

文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ
り
方

PICK UP

和歌山県田辺市の国際
観光推進員に任命され
たブラッド ・トウル氏材質や色の統一感を出し、上に日本語、下に英文表記に統一

➡

「熊野本宮大社」の英語表記
・ Kumano Great Shrine
・ Hongu Shrine
・ Hongu Grand Shrine
・ Hongu Taisha Shrine
・ Kumano Great Taisha
・ Kumano Hongu Taisha
　　　　　       　など19通り

Kumano Hongu Taisha
（Shrine）に統一

➡

「
文
化
財
の
英
語
解
説
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」に
参
考
サ
イ
ト

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/com

m
on/

001142189.pdf

【
視
点
１
】日
本
語
の
解
説
を
直

訳
せ
ず
、基
本
的
な
用
語
の
解
説

を
補
足
す
る
な
ど
、文
化
財
を
理

解
す
る
上
で
前
提
と
な
る
情
報

を
解
説
に
盛
り
込
む
。

【
視
点
２
】外
国
人
の
目
線
で
そ

の
文
化
財
の
ど
こ
に
興
味
・
関
心

を
持
つ
か
を
把
握
し
、メ
リ
ハ
リ

の
効
い
た
解
説
内
容
と
す
る
。

【
視
点
３
】案
内
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
解
説
媒
体
に
応
じ
適

切
に
情
報
を
書
き
分
け
る
と
と

も
に
、デ
ザ
イ
ン
の
見
や
す
さ
や

景
観
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮
す

る
。

【
視
点
４
】分
か
り
や
す
い
解
説

の
た
め
に
は
、英
文
執
筆
・
翻
訳

を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ

た
人
材
の
確
保
が
重
要
。
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行政・観光のトレンド情報をリポート

行 政・観 光 リ ポ ー ト

解説をする安国寺の副住職・堀祥岳さんとツアー参加者のみなさん

国府町まちづくり協議会が
『日本遺産めぐりツアー』を企画・開催

2016（平成 28）年 4月、岐阜県高山市の申請し
た『飛

ひ だ の た く み

騨匠の技・こころ ―木とともに、今に引き継ぐ
1300 年―』が日本遺産に認定された。同市内には
中世の社寺建築群や近世・近代の大工一門の作品群、
伝統工芸などが至る所に現存しており、卓越した職人
の技と心意気を今に伝える貴重なスポットとなっている。

文化庁もツアー内容検討に協力

なかでも、この日本遺産を構成する「国府盆地の中
世社寺建築群」は、近世以前の建築様式の見られる、
貴重なストーリーとなっている。これを受けて、国

こ く ふ ち ょ う

府町
まちづくり協議会では昨年 10月16日に『国府町日
本遺産めぐりツアー』を開催。同協議会で会長を務め
る橋

は し と

戸須
す み こ

美子さんは、開催に至った経緯について「実
は昨年にも国府町内のお寺や神社を巡るツアーを行
い、予想以上に好評でした。2 回目の開催を検討して
いた矢先に、本当にタイミング良く日本遺産の認定が
重なりました。今回のツアーの内容を詰める段階では、
文化庁のコーディネーターの方にもアドバイスしていただ
き、非常に心強かったです」と語る。
ツアー参加者 52 名のうち、半数以上が国府町外か

らの参加だったという。「中にははるばる、新潟から駆
けつけてくださった参加者の方もいました」と橋戸さん。

ツアーでは荒
あ ら き じ ん じ ゃ

城神社、安
あ ん こ く じ

国寺、熊野神社、阿
あ た ゆ た

多由太
神
じ ん じ ゃ

社を巡り、普段は見られない本殿や国宝を前にして
感嘆の声を挙げる参加者も多かったという。橋戸さんは
こう続ける。「元国府町教育長で地元の歴史に詳しい
酒
さ か い ま つ ひ こ

井松彦さん、安国寺の副住職であり、国府史学会
の会長も務めておられる堀

ほりしょうがく

祥岳さんのお二人がガイド
を担当してくださいました。分かりやすく内容の濃い説明
で、熱心に聞いておられる皆さんの姿も印象的でし
たね」

日本遺産認定をきっかけに
地元の素晴らしさを再発見

午前 8 時に始まったツアーは、正午前に無事終了。
「大満足の内容だった！」「次のツアーもぜひ企画してほ
しい！」など参加者の反応も上々だった様子。「国府町
内から参加された方々からも、『地元の素晴らしさを再
認識した』と言っていただけましたし、おかげさまで非
常に有意義なツアーにすることができました。これをきっ
かけに、国府町の皆さんに地元の魅力をもっと知ってい
ただけるよう、また、町外の方々にも足を運んでいただ
けるよう、今後もさまざまなイベントを企画したいと思って
います」と橋戸さん。同協議会の今後の活動にも注目
したい。

国指定重要文化財の荒城神社本殿
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（右）第1回『あんのん子ども食堂』の参
加者と婦人会など運営協力のみなさん
(左)髙橋住職と坊守の真由実さん
(左下)『あんのん子ども食堂』が開催さ
れる西念寺の大広間

西念寺・子ども食堂『あんのん子ども食堂』

大勢で一緒に食事をする『子ども食堂』が
世代を超えて、地域とのつながりを生む

寺社と地域を結ぶ活動にクローズアップ　　集う、育む 体験レポート

き
っ
か
け
は
子
ど
も
の『
孤
食
』と

『
フ
ー
ド
バ
ン
ク
』の
概
念

大
分
県
別
府
市
の
住
宅
街
に
あ
る

西さ
い
ね
ん
じ

念
寺
。
1
5
0
1
（
明
応
10
）
年
の
開
基

以
来
、
5
0
0
年
以
上
に
も
渡
っ
て
地
域
に

根
差
し
て
き
た
同
寺
で
、
大
分
県
で
初
と
な

る『
子
ど
も
食
堂
』の
運
営
が
始
ま
っ
た
。
き
っ

か
け
は
、
住
職
の
髙た

か
は
し
ま
も
る

橋
護
さ
ん
の
あ
る
想
い
か

ら
。「
私
た
ち
が
小
さ
い
頃
は
、
夕
食
は
大
勢

で
食
べ
る
の
が
当
た
り
前
。
で
も
最
近
で
は

核
家
族
や
共
働
き
家
庭
が
増
え
、
子
ど
も
が

一
人
で
夕
食
を
食
べ
て
い
る
。
こ
の
『
孤
食
』

の
問
題
が
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
そ

れ
に
加
え
て
、
企
業
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
品
質

に
問
題
が
な
い
食
糧
を
、
必
要
な
場
で
循
環

さ
せ
る
『
フ
ー
ド
バ
ン
ク
』
の
概
念
が
重
な
っ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
坊ぼ

う
も
り守
の
真
由
実
さ
ん
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、「『
子
ど
も
食
堂
』
を
や
っ

て
み
た
ら
」と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。同
じ
頃
、

テ
レ
ビ
で
子
ど
も
食
堂
の
存
在
を
知
っ
た
真

由
実
さ
ん
も
、
食
の
現
状
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
の
展
開
は
早
か
っ

た
。
寺
の
仏
教
婦
人
会
か
ら
は
賛
同
の
声
が

挙
が
り
、
4
ヶ
月
後
の
2
0
1
6
（
平
成

28
）年
4
月
に
は『
あ
ん
の
ん
子
ど
も
食
堂
』

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ち
な
み
に
『
あ
ん
の
ん
』

と
は
、「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
」
と
い
う
親
鸞

聖
人
の
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂
を
通
じ
て

幅
広
い
年
齢
層
と
つ
な
が
る

毎
月
第
4
月
曜
日
の
18
時
か
ら
開
催
さ

れ
る
子
ど
も
食
堂
で
は
、
寺
の
大
広
間
に

約
30
名
が
集
う
。
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
基
本
だ
が
、
各
家
庭
の
事
情
は
関
係
な

く
、
希
望
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

一
人
2
0
0
円
の
参
加
料
を
も
ら
い
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
や
煮
物
な
ど
の
家
庭
料
理
を

振
る
舞
う
。
正
直
、
参
加
料
だ
け
で
ま
か

な
う
の
は
厳
し
い
が
、
住
職
や
真
由
実
さ

ん
の
援
助
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
協
力
や
個
人
・
団
体
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
運
営
し
て
い
る
。「
子
ど
も
は
皆
と
一
緒

だ
と
嫌
い
な
食
べ
物
で
も
食
べ
る
ん
で
す

よ
。
食
堂
が
楽
し
み
で
、
塾
が
終
っ
て
走
っ

て
や
っ
て
く
る
子
も
い
ま
す
。
保
護
者
も
婦

人
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
子
ど
も
同
様
に
大
勢

で
一
緒
に
食
べ
る
の
が
嬉
し
い
よ
う
で
す
」

と
髙
橋
住
職
。
以
前
は
年
配
の
門
徒
さ
ん

が
多
く
集
う
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
子
ど
も

食
堂
を
通
じ
て
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
と

の
つ
な
が
り
が
で
き
た
と
い
う
。
最
後
に
髙

橋
住
職
は
「
何
よ
り
運
営
し
て
い
る
私
た

ち
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
各
地
で

子
ど
も
食
堂
が
増
え
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

○
開
催
概
要
：
毎
月
1
回
夜
に
地
域
の
子
ど
も

　と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
子
ど
も
食
堂
を
開
催

○
開
催
日
：
毎
月
第
4
月
曜
日

○
参
加
費
：
2
0
0
円

○
開
催
場
所
：
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　紫
雲
山  

西
念
寺

　〒
8
7
4-

0
0
1
1

　大
分
県
別
府
市
大
字
内
竃
3-

3

　T
E
L:

0
9
7
7-

6
6-

0
8
3
3
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行 政・観 光 リ ポ ー ト

解説をする安国寺の副住職・堀祥岳さんとツアー参加者のみなさん

国府町まちづくり協議会が
『日本遺産めぐりツアー』を企画・開催

2016（平成 28）年 4月、岐阜県高山市の申請し
た『飛

ひ だ の た く み

騨匠の技・こころ ―木とともに、今に引き継ぐ
1300 年―』が日本遺産に認定された。同市内には
中世の社寺建築群や近世・近代の大工一門の作品群、
伝統工芸などが至る所に現存しており、卓越した職人
の技と心意気を今に伝える貴重なスポットとなっている。

文化庁もツアー内容検討に協力

なかでも、この日本遺産を構成する「国府盆地の中
世社寺建築群」は、近世以前の建築様式の見られる、
貴重なストーリーとなっている。これを受けて、国

こ く ふ ち ょ う

府町
まちづくり協議会では昨年 10月16日に『国府町日
本遺産めぐりツアー』を開催。同協議会で会長を務め
る橋

は し と

戸須
す み こ

美子さんは、開催に至った経緯について「実
は昨年にも国府町内のお寺や神社を巡るツアーを行
い、予想以上に好評でした。2 回目の開催を検討して
いた矢先に、本当にタイミング良く日本遺産の認定が
重なりました。今回のツアーの内容を詰める段階では、
文化庁のコーディネーターの方にもアドバイスしていただ
き、非常に心強かったです」と語る。
ツアー参加者 52 名のうち、半数以上が国府町外か

らの参加だったという。「中にははるばる、新潟から駆
けつけてくださった参加者の方もいました」と橋戸さん。

ツアーでは荒
あ ら き じ ん じ ゃ

城神社、安
あ ん こ く じ

国寺、熊野神社、阿
あ た ゆ た

多由太
神
じ ん じ ゃ

社を巡り、普段は見られない本殿や国宝を前にして
感嘆の声を挙げる参加者も多かったという。橋戸さんは
こう続ける。「元国府町教育長で地元の歴史に詳しい
酒
さ か い ま つ ひ こ

井松彦さん、安国寺の副住職であり、国府史学会
の会長も務めておられる堀

ほりしょうがく

祥岳さんのお二人がガイド
を担当してくださいました。分かりやすく内容の濃い説明
で、熱心に聞いておられる皆さんの姿も印象的でし
たね」

日本遺産認定をきっかけに
地元の素晴らしさを再発見

午前 8 時に始まったツアーは、正午前に無事終了。
「大満足の内容だった！」「次のツアーもぜひ企画してほ
しい！」など参加者の反応も上々だった様子。「国府町
内から参加された方々からも、『地元の素晴らしさを再
認識した』と言っていただけましたし、おかげさまで非
常に有意義なツアーにすることができました。これをきっ
かけに、国府町の皆さんに地元の魅力をもっと知ってい
ただけるよう、また、町外の方々にも足を運んでいただ
けるよう、今後もさまざまなイベントを企画したいと思って
います」と橋戸さん。同協議会の今後の活動にも注目
したい。
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（右）第1回『あんのん子ども食堂』の参
加者と婦人会など運営協力のみなさん
(左)髙橋住職と坊守の真由実さん
(左下)『あんのん子ども食堂』が開催さ
れる西念寺の大広間

西念寺・子ども食堂『あんのん子ども食堂』

大勢で一緒に食事をする『子ども食堂』が
世代を超えて、地域とのつながりを生む

寺社と地域を結ぶ活動にクローズアップ　　集う、育む 体験レポート
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ち
な
み
に
『
あ
ん
の
ん
』

と
は
、「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
」
と
い
う
親
鸞

聖
人
の
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂
を
通
じ
て

幅
広
い
年
齢
層
と
つ
な
が
る

毎
月
第
4
月
曜
日
の
18
時
か
ら
開
催
さ

れ
る
子
ど
も
食
堂
で
は
、
寺
の
大
広
間
に

約
30
名
が
集
う
。
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
基
本
だ
が
、
各
家
庭
の
事
情
は
関
係
な

く
、
希
望
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

一
人
2
0
0
円
の
参
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料
を
も
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い
、
カ

レ
ー
ラ
イ
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や
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家
庭
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理
を
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嫌
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世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
数
多
く
の
国
宝
を
有
す
る
奈

良
県
屈
指
の
古
刹
、法
相
宗
大
本
山 

薬
師
寺
。
昨
年
8
月
、
薬
師
寺
で

は
山や

ま

だ田
法ほ

う
い
ん胤
管
主（
現
長
老
）か
ら

村む
ら
か
み
た
い
い
ん

上
太
胤
管
主
へ
と
そ
の
任
が
引
き

継
が
れ
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
。

今
回
は
、
新
管
主
と
し
て
薬
師
寺
の

み
な
ら
ず
奈
良
と
い
う
地
域
全
体
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
今

後
の
展
望
と
日
本
文
化
の
伝
承
地
と

し
て
の
役
割
も
担
う
奈
良
の
寺
院
の

あ
り
方
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

先
人
が
整
え
て
く
れ
た
環
境
に

〝
魂
〞を
吹
き
込
む
こ
と
が

命
題

編
集
部
　
新
管
主
に
ご
就
任
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

村
上
管
主
　
薬
師
寺
は
七
堂
伽
藍
と

い
っ
て
七
つ
の
大
き
な
お
堂
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、過

去
の
歴
史
に
お
い
て
東
塔
以
外
は
す

べ
て
焼
失
し
て
し
ま
い
、50
年
前
か
ら

故
・
高た

か
だ
こ
う
い
ん

田
好
胤
管
主
を
は
じ
め
、歴
代

管
主
に
よ
っ
て
伽
藍
の
復
興
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
年
中
に
は

最
後
の
食じ

き
ど
う堂
が
完
成
し
ま
す
。

　
講
堂
や
食
堂
は
奈
良
の
お
寺
の
特

徴
と
も
い
え
ま
す
が
、食
堂
は
食
事

を
す
る
場
所
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、勉
強
を
す
る
場
所
で
も
あ
り

ま
す
。こ
こ
で
お
坊
さ
ん
同
志
が
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
、研
修
す
る
場
所

と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。奈
良

の
古
寺
は
、お
墓
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

檀
家
も
持
た
な
い
の
で
お
葬
式
も
行

い
ま
せ
ん
。（
南
都
六
宗
に
つ
い
て
図
１

参
照
） 

だ
か
ら
こ
そ〝
場
〞を
提
供
し

て
、い
ろ
ん
な
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、仏
教
の
教
え
を
勉
強
し
て
も
ら

う
こ
と
が
私
共
の
使
命
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。昨
年
、い
く
つ
か
の
奈
良
の

大
き
な
お
寺
で
管
長
が
変
わ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、奈
良
全
体
で
力
を
合

わ
せ
て
行
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
奈
良
の
寺
院
の
魅
力
を

多
く
の
人
に
伝
え
て
行
く
た
め
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

村
上
管
主
　
奈
良
に
限
ら
ず
で
す

が
、昨
今
、豊
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

心
の
絆
が
薄
れ
て
い
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。お
仏
壇
の
あ
る
家

や
三
世
代
で
暮
ら
す
家
も
少
な
く
な

り
、仏
教
に
触
れ
る
機
会
が
な
い
。そ

う
い
っ
た
面
か
ら
も
、私
共
が
場
を
提

供
す
る
こ
と
で
仏
教
を
学
ぶ
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。定
期
的
に

行
っ
て
い
る
お
写
経
会
を
は
じ
め
、私

が
塾
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る「
薬
師
寺
ま
ほ
ろ
ば
塾
」も
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

美
し
い
心
と
仏
教
の
精
神
を

若
い
世
代
に
伝
え
る
第一歩

編
集
部
　
外
国
人
旅
行
客
や
修
学

旅
行
生
な
ど
、〝
観
光
〞と
い
う
感
覚

で
奈
良
の
寺
院
を
訪
れ
る
人
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
若
い
世

代
に
こ
そ
仏
教
の
心
を
伝
え
る
と
い

う
努
力
を
地
道
に
な
さ
っ
て
い
る
そ

う
で
す
ね
。

村
上
管
主
　
努
力
と
い
う
の
は
お
こ

が
ま
し
い
で
す
が
、若
い
僧
侶
が
中
心

と
な
り
、学
生
さ
ん
に
手
を
合
わ
せ
る

昨
年
11
月
20
日
、
法
相
宗
大
本
山 

薬
師
寺
に
て
村
上
太
胤
新
管
主
の

晋
山
奉
告
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
約
3
千
人
の
参
列
者
を
前
に
村
上
新

管
主
は
、
50
年
前
の
故
・
高
田
管
主
の
晋
山
式
を
回
想
し
つ
つ
、
現
在
進
め

て
い
る
食
堂
の
落
慶
と
4
年
後
の
国
宝
東
塔
解
体
大
修
理
を
無
事
成
就
し
、

「
白
鳳
伽
藍
復
興
」
を
一
山
一
丸
と
な
っ
て
目
指
す
こ
と
を
誓
っ
た
。
親
交

の
あ
る
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
秋
川
雅
史
氏
も
登
場
し
、
歌
で
祝
っ
た
。

50
年
に
渡
り
伽
藍
復
興
を
目
指
す
薬
師
寺

ま
ほ
ろ
ば
塾
な
ど
の
行
事
を
通
じ
て
仏
心
の
種
を
蒔
く

村
上
太
胤
新
管
主
の
就
任
を
披
露
す
る
晋
山
奉
告
法
要
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太
胤

プロフィール

法相宗大本山　薬師寺　管主

村
むらか み

上 太
た い い ん

胤
1947（昭和22）年岐阜県に生まれ、9
歳の時に薬師寺に入山。橋本凝胤（は
しもとぎょういん）元管主を師に、幼少よ
り修行に励む。龍谷大学文学部仏教学
科を卒業し、現在は母校の校友会長も
務め、学生はもとより若い世代への仏教
教育にも熱心。『薬師寺まほろば塾』の
塾長としての活躍はもちろん、平城遷都
1300年の際にはイギリスの大英博物館
などで公演を行うなど、布教に努めている。
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る
の
も
良
い
で
す
が
、「
古
寺
巡
礼
」

と
い
う
言
葉
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に

個
人
で
奈
良
の
お
寺
を
歩
い
て
巡
っ

て
も
ら
え
れ
ば
。そ
の
場
に
足
を
踏

み
入
れ
る
こ
と
で
何
か
を
感
じ
取
り
、

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、場
所
そ
の

も
の
に
も
愛
着
が
湧
き
ま
す
。愛
着

の
あ
る
場
所
に
は
魂
が
宿
り
、そ
れ

は
仏
教
の
教
え
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。新

た
に
管
主
と
な
っ
た
私
に
課
せ
ら
れ

た
役
目
と
い
う
の
は
、人
々
の
思
い
が

形
と
な
っ
て
完
成
し
た
空
間
に
魂
を

入
れ
る
こ
と
で
す
か
ら
、こ
れ
か
ら
ど

れ
だ
け
場
を
活
用
し
て
愛
さ
れ
る
場

所
、仏
心
の
宿
る
場
所
に
し
て
い
く

か
。そ
の
た
め
に
本
来
の
寺
の
あ
る
べ

き
姿
に
立
ち
戻
る
こ
と
は
必
然
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
寺
を
開
放
し
、本
来
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
使
命

編
集
部
　
奈
良
県
で
は
現
在
観
光

誘
致
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
施
策
、イ

ベ
ン
ト
の
企
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。地
域
や
行
政
、当
協
会
と
の
連

携
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

村
上
管
主
　
奈
良
は
隣
接
す
る
京
都

や
大
阪
と
比
べ
て
も
、多
数
の
名
所

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
宿
泊
施
設

が
少
な
い
た
め
、こ
れ
ま
で
は
夜
8
時

以
降
に
は
店
の
灯
り
も
落
ち
、閑
散

と
し
て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
。し
か
し

近
年
で
は「
燈と

う

か

え

花
会
」を
は
じ
め
、寺

院
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
活

動
を
積
極
的
に
行
な
う
こ
と
で
賑
わ

い
を
見
せ
、奈
良
の
街
と
寺
院
と
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、海
外
に
向
け
て
の
情
報
発

信
な
ど
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ

な
の
で
、そ
う
い
っ
た
弱
い
面
を
行
政

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

こ
の「
寺
社
N
o
w
」も
お
寺
の
魅
力

の
発
信
源
と
な
っ
て
い
る
の
は
嬉
し
い

限
り
で
す
。多
く
の
方
に
奈
良
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
地
域

や
協
会
と
の
連
携
を
今
後
も
強
化
し

て
行
き
た
い
で
す
。

法相宗大本山

薬
や く し じ

師寺
〒 630-8563
奈良県奈良市西ノ京町 457
TEL　0742-33-6001
http://www.nara-yakushiji.com

写経会の様子

悠
久
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
で

あ
ろ
う
木
々
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
た

り
と
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
村
上
管
主
。

管
主
の
言
葉
通
り
、
こ
こ
を
訪
れ
る

人
が
感
じ
る
愛
着
は
仏
心
の
種
と
な

り
、
い
ず
れ
は
花
を
咲
か
せ
て
実
を

結
ぶ
の
か
も
し
れ
な
い
。
新
管
主
と

し
て
地
道
に
布
教
の
種
を
蒔
き
続
け

る
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
の
仏
教
の
発

展
と
奈
良
の
発
展
を
望
む
村
上
管

主
の
信
念
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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意
味
や
慈
し
み
の
心
の
話
を
す
る
こ

と
で
、最
初
は
観
光
感
覚
だ
っ
た
人
が

寺
を
後
に
す
る
際
に
は
手
を
合
わ
せ

て
帰
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
。こ
の
よ
う
な
活
動
は
仏
教
の
教

え
を
知
っ
て
も
ら
う
第
一
歩
で
あ
り
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
再
び
お
寺

を
訪
れ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
も
私
は
薬
師
寺
を
も
っ

と
開
放
し
、日
本
文
化
の
発
祥
の
地

で
あ
る
奈
良
の
魅
力
を
体
感
し
て
も

ら
う
。そ
の
た
め
に
行
動
し
続
け
る
こ

と
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
こ
う
い
っ
た
姿
勢
は
奈
良

の
地
域
全
体
に
お
い
て
も
同
様
な
の

で
し
ょ
う
か
？

村
上
管
主
　
寺
院
の
伝
統
行
事
を

通
じ
て
地
域
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

歴
史
あ
る
奈
良
の
魅
力
を
よ
り
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。行

事
の
際
に
は
地
域
の
協
力
と
理
解
が

と
て
も
重
要
で
す
か
ら
、そ
の
行
事
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
寺
と
地

域
が
共
存
し
、共
に
よ
り
良
い
場
所

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。古
都

で
あ
る
奈
良
の
魅
力
を
訪
れ
る
人
と

住
む
人
の
両
方
が
知
る
こ
と
で
、形

だ
け
で
な
く
中
身
の
伴
っ
た
伝
統
行

事
を
次
世
代
へ
繋
い
で
い
け
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

編
集
部
　
今
後
の
奈
良
の
寺
院
の
あ

り
方
、展
望
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

村
上
管
主
　
私
は
こ
れ
か
ら
の
奈
良

の
寺
院
は
、脱
・
観
光
を
目
指
す
べ
き

だ
と
思
う
の
で
す
。と
い
う
の
も
、観

光
地
に
あ
る
寺
院
の
宿
命
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、や
は
り
観
光
を
追
求
す
る

と
ど
う
し
て
も
何
人
来
た
か
、と
い
う

数
字
ば
か
り
を
追
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
重
要
な
の
は
参
拝
者
数
で
は

な
く
、奈
良
や
寺
院
の
真
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
心
を
込
め
た

こ
と
が
き
ち
ん
と
で
き
る
か
ど
う
か

で
あ
り
、ひ
い
て
は
仏
教
の
教
え
を
広

め
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
観
光
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ

り
、そ
の
手
段
を
優
先
し
が
ち
で
す

が
、私
共
は「
仏
心
の
種
を
蒔
く
」と

い
う
、つ
ま
り
は
ご
縁
を
作
っ
て
い
く

こ
と
を
大
事
に
し
た
い
の
で
す
。そ
の

た
め
に
研
修
や
講
演
の
開
催
な
ど
に

も
力
を
入
れ
、単
に〝
来
た
、見
た
〞

だ
け
で
は
な
い
寺
院
の
魅
力
に
触
れ

て
ほ
し
い
で
す
。団
体
バ
ス
で
来
ら
れ

「
ま
ほ
ろ
ば
」と
は
、優
れ
た
美
し
い
と
こ
ろ
を
指
す
言
葉
。
日
本
人
の「
美

し
い
こ
こ
ろ
」
と
「
豊
か
な
文
化
」
を
す
べ
て
の
人
に
広
く
伝
え
た
い
と
、
全

国
各
地
で
開
催
す
る
「
ま
ほ
ろ
ば
塾
」
は
、
宗
教
や
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
講

師
陣
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
ま
ほ
ろ
ば
運
動
」
を
進
め
て
い
る
。

古
来
、
日
本
は
恵
ま
れ
た
自
然
と
、
自
然
が
も
た
ら
す
試
練
を
乗
り
越

え
て
き
た
歴
史
を
持
つ
国
で
あ
り
、
そ
の
風
土
か
ら
自
然
へ
の
「
畏
敬
の
念

と
感
謝
の
心
」
が
生
ま
れ
た
。
歴
史
と
伝
統
と
国
土
に
育
ま
れ
て
き
た
、
温

か
い
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」
を
取
り
戻
し
、「
こ
こ
ろ
の
ま
ほ
ろ
ば
」
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
ま
ほ
ろ
ば
塾
」
の
活
動
で
あ
る
。

「
薬
師
寺
ま
ほ
ろ
ば
塾
」
の
活
動
に
つ
い
て

国宝・東塔

(上)薬師寺まほろば塾  宮崎県  都城総合文化ホールにて  (下)東京まほろば塾  三越劇場(日本橋三越)にて

南都六宗とその中心寺院

法相宗

華厳宗 律宗

倶舎宗

成実宗

三論宗

奈良時代に成立した日本仏教の源流ともいえる南都六宗。宗派
というより仏教教学を研究する学派という色合いが強かった。

現在、法相宗 ( 本山は薬師寺と興福寺 )、律宗 ( 本山は唐招提寺 )、
華厳宗 ( 本山は東大寺 )の三宗が受け継がれている。

＜図1＞

東大寺
卍

卍

卍

卍
卍

卍

平城宮

興
福
寺

大
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寺
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寺
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に
も
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を
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の
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に
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を
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こ
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場
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の
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と
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の
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場
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に
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に
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の
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に
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こ
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を
開
放
し
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来
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
使
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編
集
部
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県
で
は
現
在
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誘
致
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
施
策
、イ

ベ
ン
ト
の
企
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。地
域
や
行
政
、当
協
会
と
の
連
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に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

村
上
管
主
　
奈
良
は
隣
接
す
る
京
都

や
大
阪
と
比
べ
て
も
、多
数
の
名
所

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
宿
泊
施
設

が
少
な
い
た
め
、こ
れ
ま
で
は
夜
8
時

以
降
に
は
店
の
灯
り
も
落
ち
、閑
散

と
し
て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
。し
か
し

近
年
で
は「
燈と

う

か

え

花
会
」を
は
じ
め
、寺

院
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
活

動
を
積
極
的
に
行
な
う
こ
と
で
賑
わ

い
を
見
せ
、奈
良
の
街
と
寺
院
と
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、海
外
に
向
け
て
の
情
報
発

信
な
ど
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ

な
の
で
、そ
う
い
っ
た
弱
い
面
を
行
政

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

こ
の「
寺
社
N
o
w
」も
お
寺
の
魅
力

の
発
信
源
と
な
っ
て
い
る
の
は
嬉
し
い

限
り
で
す
。多
く
の
方
に
奈
良
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
地
域

や
協
会
と
の
連
携
を
今
後
も
強
化
し

て
行
き
た
い
で
す
。
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久
の
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守
っ
て
き
た
で

あ
ろ
う
木
々
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
た

り
と
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
村
上
管
主
。

管
主
の
言
葉
通
り
、
こ
こ
を
訪
れ
る

人
が
感
じ
る
愛
着
は
仏
心
の
種
と
な

り
、
い
ず
れ
は
花
を
咲
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せ
て
実
を

結
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の
か
も
し
れ
な
い
。
新
管
主
と
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地
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に
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の
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を
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き
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こ
と
こ
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が
、
今
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の
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の
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意
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や
慈
し
み
の
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の
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を
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る
こ

と
で
、最
初
は
観
光
感
覚
だ
っ
た
人
が

寺
を
後
に
す
る
際
に
は
手
を
合
わ
せ

て
帰
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
。こ
の
よ
う
な
活
動
は
仏
教
の
教

え
を
知
っ
て
も
ら
う
第
一
歩
で
あ
り
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
再
び
お
寺

を
訪
れ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

そ
の
た
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に
も
私
は
薬
師
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を
も
っ

と
開
放
し
、日
本
文
化
の
発
祥
の
地

で
あ
る
奈
良
の
魅
力
を
体
感
し
て
も

ら
う
。そ
の
た
め
に
行
動
し
続
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る
こ

と
が
使
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で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
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編
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こ
う
い
っ
た
姿
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は
奈
良

の
地
域
全
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に
お
い
て
も
同
様
な
の

で
し
ょ
う
か
？

村
上
管
主
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院
の
伝
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行
事
を

通
じ
て
地
域
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

歴
史
あ
る
奈
良
の
魅
力
を
よ
り
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。行

事
の
際
に
は
地
域
の
協
力
と
理
解
が

と
て
も
重
要
で
す
か
ら
、そ
の
行
事
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
寺
と
地

域
が
共
存
し
、共
に
よ
り
良
い
場
所

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。古
都

で
あ
る
奈
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の
魅
力
を
訪
れ
る
人
と

住
む
人
の
両
方
が
知
る
こ
と
で
、形

だ
け
で
な
く
中
身
の
伴
っ
た
伝
統
行

事
を
次
世
代
へ
繋
い
で
い
け
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

編
集
部
　
今
後
の
奈
良
の
寺
院
の
あ

り
方
、展
望
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
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村
上
管
主
　
私
は
こ
れ
か
ら
の
奈
良

の
寺
院
は
、脱
・
観
光
を
目
指
す
べ
き

だ
と
思
う
の
で
す
。と
い
う
の
も
、観
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に
あ
る
寺
院
の
宿
命
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、や
は
り
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を
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求
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る

と
ど
う
し
て
も
何
人
来
た
か
、と
い
う

数
字
ば
か
り
を
追
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
重
要
な
の
は
参
拝
者
数
で
は

な
く
、奈
良
や
寺
院
の
真
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
心
を
込
め
た

こ
と
が
き
ち
ん
と
で
き
る
か
ど
う
か

で
あ
り
、ひ
い
て
は
仏
教
の
教
え
を
広

め
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
観
光
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ

り
、そ
の
手
段
を
優
先
し
が
ち
で
す

が
、私
共
は「
仏
心
の
種
を
蒔
く
」と

い
う
、つ
ま
り
は
ご
縁
を
作
っ
て
い
く

こ
と
を
大
事
に
し
た
い
の
で
す
。そ
の

た
め
に
研
修
や
講
演
の
開
催
な
ど
に

も
力
を
入
れ
、単
に〝
来
た
、見
た
〞

だ
け
で
は
な
い
寺
院
の
魅
力
に
触
れ

て
ほ
し
い
で
す
。団
体
バ
ス
で
来
ら
れ

「
ま
ほ
ろ
ば
」と
は
、優
れ
た
美
し
い
と
こ
ろ
を
指
す
言
葉
。
日
本
人
の「
美

し
い
こ
こ
ろ
」
と
「
豊
か
な
文
化
」
を
す
べ
て
の
人
に
広
く
伝
え
た
い
と
、
全

国
各
地
で
開
催
す
る
「
ま
ほ
ろ
ば
塾
」
は
、
宗
教
や
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
講

師
陣
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
ま
ほ
ろ
ば
運
動
」
を
進
め
て
い
る
。

古
来
、
日
本
は
恵
ま
れ
た
自
然
と
、
自
然
が
も
た
ら
す
試
練
を
乗
り
越

え
て
き
た
歴
史
を
持
つ
国
で
あ
り
、
そ
の
風
土
か
ら
自
然
へ
の
「
畏
敬
の
念

と
感
謝
の
心
」
が
生
ま
れ
た
。
歴
史
と
伝
統
と
国
土
に
育
ま
れ
て
き
た
、
温

か
い
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」
を
取
り
戻
し
、「
こ
こ
ろ
の
ま
ほ
ろ
ば
」
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
ま
ほ
ろ
ば
塾
」
の
活
動
で
あ
る
。

「
薬
師
寺
ま
ほ
ろ
ば
塾
」
の
活
動
に
つ
い
て

国宝・東塔

(上)薬師寺まほろば塾  宮崎県  都城総合文化ホールにて  (下)東京まほろば塾  三越劇場(日本橋三越)にて

南都六宗とその中心寺院

法相宗

華厳宗 律宗

倶舎宗

成実宗

三論宗

奈良時代に成立した日本仏教の源流ともいえる南都六宗。宗派
というより仏教教学を研究する学派という色合いが強かった。

現在、法相宗 ( 本山は薬師寺と興福寺 )、律宗 ( 本山は唐招提寺 )、
華厳宗 ( 本山は東大寺 )の三宗が受け継がれている。
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力強い線で描かれた蜀の皇帝劉備の忠臣
たち。左上より時計回りに関羽、諸葛孔明、
張飛
（左下）絵馬の右下隅に鳥居忠次の名が読
める

田
た む ら じ ん じ ゃ

村神社
〒963-1162
福島県郡山市田村町山中字本郷135
TEL： 024-955-2630

中
央
が
諸
葛
孔
明
、
右
に
張
飛
、

左
に
関
羽
、
蜀
の
皇
帝
劉
備
の
忠
臣

が
描
か
れ
て
い
る
。
右
下
の
穴
か
ら

３
人
の
軍
議
を
覗
い
て
い
る
構
図
が

面
白
い
。
田た

む
ら
じ
ん
じ
ゃ

村
神
社
本
殿
に
あ
る
浮

世
絵
師
鳥と

り
い
た
だ
つ
ぐ

居
忠
次
作
「
三
国
志
三
傑

図
」
は
、
縦
１
８
０
㎝
、
横
２
７
０
㎝

も
の
家
型
大
絵
馬
で
、
福
島
県
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

絵
の
左
上
に
は
消
し
た
跡
を
残
す

葵
の
御
紋
が
あ
る
。
明
治
時
代
に
消

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
徳
川
家
ゆ
か

り
の
者
が
国
家
の
安
泰
を
願
っ
て
奉

納
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
和

絵
に
見
ら
れ
る
左
上
か
ら
の
視
線
で

捉
え
た
吹ふ

き
ぬ
き
や
た
い

抜
屋
台
と
い
う
画
法
で
描

か
れ
、
忠
次
の
名
の
左
に
は
入
口
の

穴
が
あ
り
内
部
を
覗
き
込
ん
だ
展
開

図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
馬
を
含

め
田
村
神
社
に
は
県
や
市
の
重
要
文

化
財
が
９
つ
も
あ
る
。
歴
史
は
古
く
、

坂
上
田
村
麻
呂
が
聖し

ょ
う
か
ん
の
ん
ぞ
う

観
音
像
を
奉
納

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
三み

は

る春
（
現
田

村
郡
三
春
町
）
の
姫
君
、
愛め

ご
ひ
め姫

が
伊

達
政
宗
へ
の
嫁
入
り
前
に
参
詣
し
、

桜
を
植
え
た
と
い
う
記
録
も
残
る
。

「
先
日
、
枯
れ
た
愛
姫
桜
の
跡
に
新
し

い
桜
の
植
樹
式
を
行
い
ま
し
た
。
例

大
祭
の
奉
納
相
撲
も
続
い
て
い
ま
す
。

歴
史
を
伝
え
る
た
め
に
も
こ
う
し
て

形
を
残
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
遠え

ん
ど
う藤

昌ま
さ
ひ
ろ弘
宮
司
。
神
社
の
あ
る
山
の
下
草

刈
り
は
地
域
の
人
が
総
出
で
行
う
な

ど
、
伝
統
は
粛
々
と
守
ら
れ
て
い
る
。

葵
の
紋
章
が
浮
か
び
上
が
る
鳥
居
派
の
作

絵
馬  

三さ

ん

ご

く

し

さ

ん

け

つ

ず

国
志
三
傑
図
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城
下
の
面
影
が
今
も
残
る
町

並
み
に
、
堂
々
と
し
た
佇
ま
い
の

寺
院
が
あ
る
。
1
3
2
0
（
元
応

2
）
年
に
開
山
し
、
後
に
長
府
毛

利
家
代
々
の
香こ

う

げ

じ

華
寺
と
し
て
手
厚

く
庇
護
さ
れ
た
功こ

う

ざ

ん

じ

山
寺
。
幕
末
の

志
士
、
高た

か
す
ぎ
し
ん
さ
く

杉
晋
作
が
挙
兵
し
た
寺

と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
そ
の
総
門

左
手
に
あ
る
地
蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
の
が
、
山
口
県
指
定
文
化
財
の

「
木も

く

ぞ

う

じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ

は

ん

か

ぞ

う

造
地
蔵
菩
薩
半
跏
像
」
だ
。

平
安
時
代
後
期
の
作
と
い
わ
れ
る

座
高
1
3
5
c
m
の
大
像
で
、
丸

く
ふ
く
よ
か
な
輪
郭
と
柔
和
な
顔
立

ち
が
な
ん
と
も
温
か
い
。
踏
み
下
げ

て
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
左
足
は

肉
付
き
が
よ
く
、
ず
っ
し
り
と
し
た

存
在
感
が
あ
る
。「
地
蔵
と
は
、
文

字
通
り
『
大
地
の
蔵
』
で
あ
り
、
迷

う
人
々
の
全
て
を
包
容
し
ま
す
。
そ

し
て
外
見
は
と
て
も
親
し
み
や
す

い
。
こ
の
『
庶
民
性
』
が
地
蔵
菩
薩

の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、

有あ
り
ふ
く
こ
う
が
く

福
孝
岳
住
職
。
国
宝
仏
殿
な
ど
宝

物
が
多
い
同
寺
の
中
で
は
、
ひ
と
際

目
立
つ
わ
け
で
は
な
い
が
『
延
命
地

蔵
菩
薩
』
と
し
て
人
々
の
信
仰
は
厚

く
、
朝
夕
問
わ
ず
参
拝
者
が
多
い
と

い
う
。
毎
年
8
月
24
日
に
は
扉
を
開

放
し
、
地
蔵
盆
の
法
要
が
執
り
行
わ

れ
る
。
こ
の
『
地
蔵
菩
薩
』
に
つ
い
て

有
福
住
職
は
「
い
ま
だ
に
寺
と
の
由

縁
や
作
者
が
不
明
で
あ
る
ゆ
え
、
今

後
の
研
究
が
待
た
れ
る
」
と
も
語
る
。

全
て
を
包
容
す
る
力
と
親
し
み
や
す
さ
に
癒
さ
れ
る

木も

く

ぞ

う

じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ

は

ん

か

ぞ

う

造
地
蔵
菩
薩
半
跏
像

（右上）木造地蔵菩薩半跏像はクスノキの寄
木造り。各部材の大半が当時のままである点
で貴重だと認められている
（右下）木造地蔵菩薩半跏像が納まる地蔵堂
（左上）横から見ると丸くふくよかな輪郭と柔和
な顔立ちがよくわかる

曹洞宗　金
きんざん

山 功
こ う ざ ん じ

山寺
〒752-0979
山口県下関市長府川端1丁目2-3　
TEL：083-245-0258
http://www.npweb.com/kouzanji/
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猪子 寿之
チームラボ　代表

1977（昭和52）年生まれ。2001（平成13）年東京大学卒業と同時にチームラボ設立。
チームラボは様々な分野のスペシャリストから構成されるウルトラテクノロジスト集団。
アート、サイエンス、テクノロジー、クリエイティビティの境界を越えて、集団的創造をコン
セプトに活動している。

2015（平成27）年8月、福井の神明神社で
開催された展示「神明かり」の様子
https://www.team-lab.net/jp/e/shinmeijinja/

2016（平成28）年8月、京都の下鴨神社
で開催された展示「下鴨神社 糺の森の
光の祭 Art by teamLab」　http://light-
festival.team-lab.net/

豊かな自然風景や近代的な都市空間にデジタ
ルを組み合わせた““Digitized Nature, Digitized 
City 自然が自然のままアートになる、街が街のまま
アートになる”をグローバルに展開しているチームラ
ボの猪

い の こ と し ゆ き

子寿之さん。そんなチームラボが昨年 8月
17日～ 31日に京都・下鴨神社 ( 賀茂御祖神社 )
の糺

た だ す の も り

の森で『下鴨神社 糺の森の光の祭 Art by 
teamLab』を開催した。「長い歴史と豊かな自然に
囲まれ、世界遺産である糺の森でのプロジェクトは
非常に魅力的でした。歴史的背景を知るとその素
晴らしさがさらにわかる。私たちが手がけるデジタル
アートによって興味をもってもらえるキッカケになれば
と思いました」。手がけたのは、森の参道を光のアー
ト空間にし、来場者の動きに合わせて光が変化して
いく作品「呼応する木  々‒ 下鴨神社 糺の森」と、
楼門の中の空間にただよう光の球体の作品「呼応
する球体 - 下鴨神社 糺の森」だ。開催期間中たく
さんの来場者が訪れた。「大勢の人が同じものを見
るのではなく、人と呼応して変化していく作品です。
自分に近いものとインタラクション（相互作用）して
広がることで、その場所との一体感を感じてほしい。
昔の人は森や特別な場所と一体感を持つことで宗
教体験をしていたんだと思います。都市化する現代
社会では、アートによって擬似的に体験してもらえた
ら」と猪子さんは語る。

歴史があり、神秘的な場所との相性が良いデジタ
ルアート。チームラボでは下鴨神社のほか、福井・
神
しん め い じ ん じ ゃ

明神社や東京・上野公園不
しのばずのいけ

忍池などでアートプロ
ジェクトを多数展開している。「神秘的な場所にはパ
ワーがあり、アートと融合することによって多くの人を
呼ぶ可能性があります。世界中から人を集められる
のは歴史とアートです。歴史ある寺社はすごいポテ
ンシャルを秘めているので、今後も誘っていただけれ
ば各地の寺社でアートプロジェクトを積極的に行って
いきたいですね」。歴史あるものが好きで、自分のこ
とを必要としてくれる人たちと共に生きていきたいとい
う想いも語ってくれた猪子さん。良い作品を生み出
すことで世界を変えていくという強い思いを持って突
き進む、チームラボの今後の展開に注目したい。

アートによって特別な場所と一体感を
感じて欲しい

人と呼応し、神秘的な空間と
一体となれるアートによって
寺社が秘める
ポテンシャルを引き出す

歴史のある寺社とアートの融合に期待

チームラボ
〒 113-0033　東京都文京区本郷 1-11-6 東接本郷ビル 5F
TEL. 03-5804-2356　https://www.team-lab.net/jp/

活 性 人 寺社を活性化させる
キーパーソンに聞く
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日本各地、世界各国の旅や観光文化に関する図書を
はじめ、地図、旅行雑誌、時刻表、また古書や学術書
など幅広い資料を所蔵する専門図書館「旅の図書館」。
1978（昭和 53）年のオープン以来、本の閲覧（無料）
だけでなく、特別展示の開催や専門家による講演なども
話題に。そんな旅や観光のための学び場でもある「旅の
図書館」が、2016（平成 28）年 10月3日、観光の研
究と実務に役立つ専門図書館としての充実を目指し、南青
山にリニューアルオープン。これまで収蔵してきた旅行や
観光に関する各種図書に加え、公益財団法人日本交通
公社の調査研究部門が収集してきた統計や調査研究報
告書などを新たに公開し、蔵書規模を3 万 5 千冊から6
万冊へと大幅に増やした。旅行愛好家や観光研究者の
ニーズをより想定した日本有数の図書館としてはもちろん、
誰もが気軽に集い語り合える交流の場として活用できる。
寺社との関わりも深い観光政策や観光地づくりの“現
場に活かすヒント”が、専門図書館ならではの観点で所蔵
されているので、ぜひ注目したい。

＜新住所＞〒107-0062　東京都港区南青山二丁目
7 番 29 号　日本交通公社ビル　
開館時間：月曜～金曜 10:30 ～ 17:00　
休館日：土曜 ･日曜 ･ 毎月第 4水曜 ･ 年末年始・ その他

http://www.jtb.or.jp/library

国内外の専門書が揃う「旅の図書館」が
南青山に移転リニューアル

今、日本のエンタテインメント界において急速に市場を拡大
している「2.5 次元ミュージカル」。「2.5 次元ミュージカル」
とは、2次元の漫画・アニメ・ゲームを原作とする3次元の
舞台コンテンツの総称で、2015 年には東京・渋谷に専用劇
場である「AiiA 2.5 Theater Tokyo」が誕生するなど、人気
は急増する一方だ。また、日本の漫画やアニメ、ゲームは世
界各国にファンが存在しているだけに、今後のインバウンドへ
の効果も期待されている。
そんな「2.5 次元ミュージカル」作品の１つで、絶大な人気

を誇るミュージカル「刀剣乱舞」が、11月に国宝・嚴島神
社にて上演された。名立たる刀剣が戦士の姿になった刀剣男
士を育成するシミュレーションゲーム「刀剣乱舞 -ONLINE-」
をミュージカル化。本公演は嚴島神社の世界遺産登録 20
周年記念奉納行事として特別上演され、映像配信サービス
「GYAO!」が新たに開設した2.5 次元ミュージカル専用特設
サイト「ニゴステ」の第一弾企画として、中継によって配信さ
れた。日本の国宝である由緒正しい舞台での、日本発祥の新
エンタテインメントの上演、さらには最新映像コンテンツによる
希少な生配信は、大きな話題を集めた。
https://www.j25musical.jp/stage/9

嚴島神社で 2.5 次元ミュージカルを上演
「GYAO!」特設サイトでの配信も実現

旅の図書館の中の様子。上：ライブラリープラザ、下：ガーデンラウンジ

Ⓒ ミュージカル『刀剣乱舞』製作委員会
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住所 : 〒636-0923 
奈良県生駒郡平群町信貴山2280　
TEL : 0745-72-2881
http://www.gyokuzo.com/　
客室数 : 40室　
収容人数 : 200名　
主な施設 : 大浴場、中庭、茶室
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玉蔵院の個室

時
代
の
流
れ
に
応
じ
て

柔
軟
に
姿
を
変
え
る
宿
坊

信
貴
山 

玉
蔵
院

玉ぎ
ょ
く
ぞ
う
い
ん

蔵
院
は
、
大
正
と
平
成
の
建
替
え
時

に
は
古
材
を
随
所
に
取
り
入
れ
、
そ
の
空

間
が
歴
史
の
長
さ
を
感
じ
さ
せ
る
造
り
と

な
っ
て
い
る
。

由
緒
あ
る
寺
で
あ
り
な
が
ら
も
宿
坊
は

非
常
に
オ
ー
プ
ン
で
、
参
拝
や
修
行
体
験

を
目
的
に
訪
れ
る
人
の
ほ
か
、
観
光
客
に

も
広
く
開
放
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
現

在
は
日
本
の
伝
統
あ
る
場
所
で
宿
泊
し
た

い
と
希
望
す
る
外
国
人
観
光
客
な
ど
、
国

今
な
お
、
戦
国
時
代
に
当
地
に
あ
っ
た

信
貴
山
城
の
城
址
保
全
の
た
め
、
信
貴

山
観
光
協
会
や
地
域
住
民
と
共
に
寺
院

も
協
力
し
て
清
掃
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
地
域
振
興
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
寺
院
の
今
後
に
注
目
し
た
い
。

信貴山 玉蔵院　野澤密孝貫主

信貴山 玉蔵院
住所 : 〒636-0923 
奈良県生駒郡平群町信貴山2280　
TEL : 0745-72-2581
http://www.jyofukuin.jp/
客室数 : 12室　
収容人数 : 40名弱　
主な施設 : 大広間、浴場

信貴山 成福院
住所 : 〒636-0923 
奈良県生駒郡平群町信貴山2280　
TEL : 0745-72-4481
http://www.senjyuin.or.jp/　
客室数 : 18室　
収容人数 : 80名　
主な施設 : 大浴場、食堂、喫茶スペース
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足
を
踏
み
入
れ
て
感

じ
る
の
は
そ
の
モ
ダ
ン
さ
と
心
地
良
さ
。

実
は
こ
の
宿
坊
の
設
計
は
文
化
勲
章
も

受
賞
し
た
村む

ら

の

と

う

ご

野
藤
吾
氏
に
よ
る
も
の
で
、

1
9
7
0
（
昭
和
45
）
年
に
大
阪
万
博
に

合
わ
せ
て
建
て
替
え
ら
れ
た
と
い
う
。
今

な
お
当
時
の
斬
新
さ
と
モ
ダ
ン
さ
を
湛
え

る
。
鈴す

ず

き木
貴き

し
ょ
う晶

貫
主
は
同
院
の
魅
力
に
つ

い
て
「
せ
わ
し
な
い
現
代
に
生
き
る
人
々
の

気
を
養
う
た
め
の
宿
坊
で
あ
り
た
い
と
い

う
の
が
基
幹
に
あ
り
、
現
在
は
リ
セ
ッ
ト
・

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
三
つ
の
「
R
」

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
こ
で
く

つ
ろ
ぎ
癒
さ
れ
る
、
そ
し
て
宿
泊
客
の
目

的
に
合
わ
せ
て
祈
願
や
祈
祷
、
相
談
な
ど

を
行
い
、
五
感
で
信
貴
山
の
自
然
や
信
仰

を
体
感
で
き
る
空
間
作
り
を
意
識
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
。「
信
貴
山
は
ご
祈
願
す
る

お
寺
で
す
の
で
、
遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
参

拝
者
に
も
な
る
べ
く
長
く
住
職
と
接
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
の
が
宿
坊
の
役
割

で
す
」
誰
も
が
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

1
0
0
0
円
と
い
う
低
価
格
で
祈
祷
を
行

う
『
ワ
ン
コ
イ

ン
祈
祷
』と
い
っ

た
新
し
い
取
り

組
み
を
実
現

す
る
な
ど
、
固

定
概
念
に
縛

ら
れ
ず
宿
坊

に
新
風
を
吹

き
込
み
続
け

て
い
る
。

成福院の精進料理
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信
貴
山
本
山
の
年
間
行
事
を

一
体
と
な
っ
て
支
え
る
三
院

聖
徳
太
子
が
「
寅
の
歳
・
寅
の
日
・
寅

の
刻
」
に
毘
沙
門
天
王
の
力
を
借
り
て
世

の
平
安
を
取
り
戻
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ

の
地
は
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
信
じ
貴
ぶ

べ
き
山
と
し
て
「
信
貴
山
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
い
に
し
え
か
ら
脈
々
と
続
く
信
仰

は
こ
の
地
に
根
付
き
、
信
貴
山
本
山
の
塔

頭
と
し
て
、
長
き
に
渡
り
本
山
の
一
年
を

通
し
て
行
わ
れ
る
、
法
要
を
は
じ
め
と
す

る
約
10
回
の
主
要
行
事
の
運
営
を
互
い
に

支
え
合
い
、
宿
坊
と
し
て
参
拝
者
を
受
け

入
れ
て
き
た
三
院
は
、
今
、
都
市
近
郊
型

の
宿
坊
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

千
手
院
、
成
福
院
、
玉
蔵
院
の
宿
坊
に
、

現
代
に
お
け
る
宿
坊
の
あ
り
方
、
そ
れ
ぞ

れ
の
運
営
方
法
や
新
た
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

伝
統
と
歴
史
が
濃
厚
に
香
る

信
貴
山
最
古
の
宿
坊

信
貴
山 

千
手
院

千せ
ん
じ
ゅ
い
ん

手
院
は
山
内
最
古
の
寺
で
、
信
貴
山

寺
を
代
表
す
る
住
職
の
住
む
自
坊
と
さ
れ

た
。
宿
坊
と
し
て
も
最
も
歴
史
が
あ
り
、

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
信
仰
を
求
め
る

人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
池ち

せ

ん泉
庭
園
を
眺

め
ら
れ
る
宿
坊
と
し
て
も
知
ら
れ
、
そ
の

庭
は
茶
人
や
建
築
家
と
し
て
名
高
い
大
名

で
あ
る
小こ

ぼ
り
え
ん
し
ゅ
う

堀
遠
州
が
作
庭
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
江
戸
の
名
残
を
残
す
同
院
の
宿

坊
『
信
徒
会
館
』
は
絢
爛
豪
華
な
襖
絵

や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
大
正
ガ
ラ
ス
な
ど
、

時
代
を
超
越
し
た
色
彩
が
溢
れ
る
。「
見

え
る
世
界
ば
か
り
を
追
う
今
の
世
だ
か
ら

こ
そ
、
見
え
な
い
も
の
を
満
た
す
空
間
で

あ
り
た
い
」
と
語
る
田た

な
か
し
ん
ず
い

中
眞
瑞
貫
主
。
同

院
が
心
が
け
て
い
る
の
が
、
本
来
の
宿
坊

の
在
り
方
と
し
て
「
本
山
の
毘
沙
門
様
と

ご
縁
を
結
ん
で
い
た
だ
く
」
を
貫
く
こ
と
。

実
際
に
宿
泊
客
の
大
半
が
朝
の
お
勤
め
に

自
主
的
に
参
加
し
、
写
経
や
坐
禅
を
体

験
す
る
と
い
う
。
全
体
の
2
割
が
欧
米
か

ら
の
外
国
人
だ
が
、
他
の
宿
泊
者
同
様
に

お
勤
め
に
励
む
そ
う
。「
自
ら
の
浄
化
を

目
的
に
訪
れ
、
毎
朝
の
護
摩
行
や
修
行

体
験
を
受
け

る
人
が
多
い
で

す
。
無
論
現

代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
快
適

に
過
ご
し
て
い

た
だ
く
工
夫
は

し
ま
す
が
、
根

本
に
あ
る
の
は

宿坊ポータルサイト「和空」に掲載中の宿坊を紹介。今回は番外編として、
信貴山にある三院の宿坊をクローズアップし、さまざまなお話を伺います。

和空presents

宿坊運営ノート

信徒会館のお部屋

静かに歴史を刻む奈良・信貴山
三院の宿坊から学ぶ現代の宿坊のあり方

番 外 編

信貴山 千手院　田中眞瑞貫主

信貴山 成福院

信貴山 玉蔵院

奈良・信貴山

信貴山 千手院
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住所 : 〒636-0923 
奈良県生駒郡平群町信貴山2280　
TEL : 0745-72-2881
http://www.gyokuzo.com/　
客室数 : 40室　
収容人数 : 200名　
主な施設 : 大浴場、中庭、茶室

内
外
か
ら
多
彩
な
ゲ
ス
ト
が
訪
れ
る
。
宿

坊
内
に
はW

i-Fi

完
備
の
談
話
室
も
あ
り
、

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
も
現
代
的
。

こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
野の

ざ

わ澤

密み
っ
こ
う孝

貫
主
は
「
世
の
流
れ
に
応
じ
た
変
化

は
必
然
。
し
か
し
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は

布
教
で
あ
り
、
宿
泊
す
る
こ
と
で
心
癒
さ

れ
、
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
世
界
を
味

わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
い
う
柔
軟
な
考

え
方
を
し
な
が
ら
も
「
宿
坊
は
ご
本
山

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
、
布
教
の
ひ

と
つ
」
と
い

う
姿
勢
を
貫

く
。
実
際
に

宿
泊
客
の
大

半
が
朝
の
祈

祷
に
参
加
し
、

多
か
れ
少
な

か
れ
宗
教
の

教
え
に
触
れ

て
宿
を
後
に

す
る
の
だ
と
か
。〝
泊
ま
る
・
体
験
す
る
〞

と
い
っ
た
宿
坊
の
在
り
方
を
越
え
た
お
も

て
な
し
精
神
こ
そ
、
同
宿
坊
の
要
だ
ろ
う
。

宿坊ポータルサイト「和空」では全国の宿坊をご紹介しています
http://wa-qoo.com

信貴山 成福院　鈴木貴晶貫主

玉蔵院の個室

時
代
の
流
れ
に
応
じ
て

柔
軟
に
姿
を
変
え
る
宿
坊

信
貴
山 
玉
蔵
院

玉ぎ
ょ
く
ぞ
う
い
ん

蔵
院
は
、
大
正
と
平
成
の
建
替
え
時

に
は
古
材
を
随
所
に
取
り
入
れ
、
そ
の
空

間
が
歴
史
の
長
さ
を
感
じ
さ
せ
る
造
り
と

な
っ
て
い
る
。

由
緒
あ
る
寺
で
あ
り
な
が
ら
も
宿
坊
は

非
常
に
オ
ー
プ
ン
で
、
参
拝
や
修
行
体
験

を
目
的
に
訪
れ
る
人
の
ほ
か
、
観
光
客
に

も
広
く
開
放
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
現

在
は
日
本
の
伝
統
あ
る
場
所
で
宿
泊
し
た

い
と
希
望
す
る
外
国
人
観
光
客
な
ど
、
国

今
な
お
、
戦
国
時
代
に
当
地
に
あ
っ
た

信
貴
山
城
の
城
址
保
全
の
た
め
、
信
貴

山
観
光
協
会
や
地
域
住
民
と
共
に
寺
院

も
協
力
し
て
清
掃
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
地
域
振
興
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
寺
院
の
今
後
に
注
目
し
た
い
。

信貴山 玉蔵院　野澤密孝貫主

信貴山 玉蔵院
住所 : 〒636-0923 
奈良県生駒郡平群町信貴山2280　
TEL : 0745-72-2581
http://www.jyofukuin.jp/
客室数 : 12室　
収容人数 : 40名弱　
主な施設 : 大広間、浴場

信貴山 成福院
住所 : 〒636-0923 
奈良県生駒郡平群町信貴山2280　
TEL : 0745-72-4481
http://www.senjyuin.or.jp/　
客室数 : 18室　
収容人数 : 80名　
主な施設 : 大浴場、食堂、喫茶スペース

信貴山 千手院

昔
の
ま
ま
の
宿
坊
の
姿
で
す
」
伝
統
を
重
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じ
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姿
勢
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れ
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。

英
気
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宿
坊
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要
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つ
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真
髄
を
紐
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言
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あ
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福
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で
は
の
静
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さ
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
足
を
踏
み
入
れ
て
感

じ
る
の
は
そ
の
モ
ダ
ン
さ
と
心
地
良
さ
。

実
は
こ
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宿
坊
の
設
計
は
文
化
勲
章
も

受
賞
し
た
村む

ら

の

と

う

ご

野
藤
吾
氏
に
よ
る
も
の
で
、

1
9
7
0
（
昭
和
45
）
年
に
大
阪
万
博
に

合
わ
せ
て
建
て
替
え
ら
れ
た
と
い
う
。
今

な
お
当
時
の
斬
新
さ
と
モ
ダ
ン
さ
を
湛
え

る
。
鈴す

ず

き木
貴き

し
ょ
う晶

貫
主
は
同
院
の
魅
力
に
つ

い
て
「
せ
わ
し
な
い
現
代
に
生
き
る
人
々
の

気
を
養
う
た
め
の
宿
坊
で
あ
り
た
い
と
い

う
の
が
基
幹
に
あ
り
、
現
在
は
リ
セ
ッ
ト
・

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ・
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
三
つ
の
「
R
」

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
こ
で
く

つ
ろ
ぎ
癒
さ
れ
る
、
そ
し
て
宿
泊
客
の
目

的
に
合
わ
せ
て
祈
願
や
祈
祷
、
相
談
な
ど

を
行
い
、
五
感
で
信
貴
山
の
自
然
や
信
仰

を
体
感
で
き
る
空
間
作
り
を
意
識
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
。「
信
貴
山
は
ご
祈
願
す
る

お
寺
で
す
の
で
、
遠
方
か
ら
来
ら
れ
る
参

拝
者
に
も
な
る
べ
く
長
く
住
職
と
接
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
の
が
宿
坊
の
役
割

で
す
」
誰
も
が
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

1
0
0
0
円
と
い
う
低
価
格
で
祈
祷
を
行

う
『
ワ
ン
コ
イ

ン
祈
祷
』と
い
っ

た
新
し
い
取
り

組
み
を
実
現

す
る
な
ど
、
固

定
概
念
に
縛

ら
れ
ず
宿
坊

に
新
風
を
吹

き
込
み
続
け

て
い
る
。
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信
貴
山
本
山
の
年
間
行
事
を

一
体
と
な
っ
て
支
え
る
三
院

聖
徳
太
子
が
「
寅
の
歳
・
寅
の
日
・
寅

の
刻
」
に
毘
沙
門
天
王
の
力
を
借
り
て
世

の
平
安
を
取
り
戻
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ

の
地
は
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
信
じ
貴
ぶ

べ
き
山
と
し
て
「
信
貴
山
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
い
に
し
え
か
ら
脈
々
と
続
く
信
仰

は
こ
の
地
に
根
付
き
、
信
貴
山
本
山
の
塔

頭
と
し
て
、
長
き
に
渡
り
本
山
の
一
年
を

通
し
て
行
わ
れ
る
、
法
要
を
は
じ
め
と
す

る
約
10
回
の
主
要
行
事
の
運
営
を
互
い
に

支
え
合
い
、
宿
坊
と
し
て
参
拝
者
を
受
け

入
れ
て
き
た
三
院
は
、
今
、
都
市
近
郊
型

の
宿
坊
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

千
手
院
、
成
福
院
、
玉
蔵
院
の
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坊
に
、

現
代
に
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け
る
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坊
の
あ
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方
、
そ
れ
ぞ

れ
の
運
営
方
法
や
新
た
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
っ
た
。

伝
統
と
歴
史
が
濃
厚
に
香
る

信
貴
山
最
古
の
宿
坊
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貴
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手
院

千せ
ん
じ
ゅ
い
ん

手
院
は
山
内
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古
の
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で
、
信
貴
山
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を
代
表
す
る
住
職
の
住
む
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と
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れ

た
。
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と
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も
最
も
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が
あ
り
、
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か
ら
現
代
ま
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を
求
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る

人
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に
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き
た
。
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を
眺

め
ら
れ
る
宿
坊
と
し
て
も
知
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れ
、
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茶
人
や
建
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が
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と
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の
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会
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正
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ど
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見
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世
界
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を
追
う
今
の
世
だ
か
ら

こ
そ
、
見
え
な
い
も
の
を
満
た
す
空
間
で

あ
り
た
い
」
と
語
る
田た

な
か
し
ん
ず
い

中
眞
瑞
貫
主
。
同
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が
心
が
け
て
い
る
の
が
、
本
来
の
宿
坊

の
在
り
方
と
し
て
「
本
山
の
毘
沙
門
様
と

ご
縁
を
結
ん
で
い
た
だ
く
」
を
貫
く
こ
と
。

実
際
に
宿
泊
客
の
大
半
が
朝
の
お
勤
め
に

自
主
的
に
参
加
し
、
写
経
や
坐
禅
を
体

験
す
る
と
い
う
。
全
体
の
2
割
が
欧
米
か

ら
の
外
国
人
だ
が
、
他
の
宿
泊
者
同
様
に

お
勤
め
に
励
む
そ
う
。「
自
ら
の
浄
化
を

目
的
に
訪
れ
、
毎
朝
の
護
摩
行
や
修
行

体
験
を
受
け

る
人
が
多
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で

す
。
無
論
現

代
の
ニ
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に
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せ
て
快
適

に
過
ご
し
て
い

た
だ
く
工
夫
は

し
ま
す
が
、
根

本
に
あ
る
の
は

宿坊ポータルサイト「和空」に掲載中の宿坊を紹介。今回は番外編として、
信貴山にある三院の宿坊をクローズアップし、さまざまなお話を伺います。

和空presents

宿坊運営ノート

信徒会館のお部屋

静かに歴史を刻む奈良・信貴山
三院の宿坊から学ぶ現代の宿坊のあり方

番 外 編

信貴山 千手院　田中眞瑞貫主

信貴山 成福院

信貴山 玉蔵院

奈良・信貴山

信貴山 千手院
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日
本

　
や
さ
し
い
の
景
色
に
溶
け
込
む

灯
り
を
守
り
続
け
る

1. 張り作業をする伏谷幸七
さん

２. 提灯の型に枠組みのヒゴ
をまきつける作業の様子

３. 提灯の型にあわせて和紙
を切っていく

４. 糊付け作業の様子

５．６. 仕上がって実際に飾ら
れた提灯

７. 提灯の型 1

5

2

3

4

6

夜
の
帳
が
下
り
る
こ
ろ
、
境
内
に
吊

る
さ
れ
た
御
神
燈
に
灯
り
が
と
も
さ

れ
、
人
々
が
集
ま
り
始
め
る
│
。
そ
ん

な
情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
に
欠
か
せ
な
い

提
灯
を
、一つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
作
り
続

け
て
い
る
の
が
伏ふ

し
た
に谷

商し
ょ
う
て
ん店

の
創
業
者
で

今
は
会
長
の
伏ふ

し
た
に谷
幸こ

う
し
ち七
さ
ん
だ
。

戦
後
の
新
制
中
学
を
卒
業
し
た
伏

谷
さ
ん
は
、
名
古
屋
市
内
の
提
灯
工
房

で
足
掛
け
12
年
の
修
行
を
開
始
。「
仕

事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は一
度
も
な

い
。
そ
の
時
分
の
職
人
は
見
て
覚
え
る
、

そ
れ
が
当
た
り
前
の
世
界
」
と
当
時
を

振
り
返
る
伏
谷
さ
ん
。
修
業
時
代
を
含

め
、
提
灯
作
り一
筋
66
年
。「
昔
、
占
い

師
に
続
け
れ
ば
い
い
こ
と
が
あ
る
と
言

わ
れ
た
こ
と
で
今
の
私
が
あ
る
」
と
穏

や
か
に
話
す
。

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
技
法

に
は
こ
だ
わ
る
が
、
材
料
や
道
具
は
日

進
月
歩
。「
昔
は
枠
組
み
の
ヒ
ゴ
に
は

竹
を
使
っ
た
が
、
そ
れ
が
針
金
を
経

て
和
紙
を
巻
い
た
ワ
イ
ヤ
ー
に
変
わ
っ

た
」。
そ
れ
に
よ
り
、
よ
り
糊
が
打
ち
や

す
く
、
和
紙
が
張
り
や
す
く
な
っ
た
。

最
近
で
は
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
や

中
国
製
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
が
、
伏

谷
さ
ん
は
ひ
と
目
で
見
分
け
ら
れ
る
と

言
う
。「
一
番
難
し
い
張
り
の
作
業
を
見

れ
ば
分
か
る
。
機
械
で
巻
き
付
け
る
よ

う
に
張
る
の
は
至
難
の
業
」

こ
れ
か
ら
も
十
年
一
日
の
ご
と
く
、

提
灯
の
や
さ
し
く
あ
た
た
か
い
灯
り
は
、

職
人
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
く
。
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堀
ほり う ち か つ ひ こ

内克彦 
プロフィール
寺社旅研究家・
宿坊研究会代表。
「人生を変える寺社巡り」がテーマの寺社
旅研究家。各地で寺社活性化・地域活
性化の講演を実施し、寺院コンサルタント
としても活動中。著書に『宿坊に泊まる』（小
学館文庫）、『こころ美しく京のお寺で修行
体験』（淡交社）、『恋に効く！ えんむすび
お守りと名所』（山と溪谷社）など。

寺
社
の
信
仰
や
伝
承
を

現
代
の
ニ
ー
ズ
に
つ
な
げ
る

私
が
講
演
で
話
す
テ
ー
マ
の
一
つ

に
、『
黄
金
文
脈
』
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
私
が
考
え
た
言
葉
で
、「
○

○
だ
か
ら
、
×
×
す
る
」
と
い
う
言

葉
の
つ
な
が
り
を
表
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
寺
社
に
古
く
か
ら
あ
る

信
仰
や
伝
承
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
れ
を
現
代
ニ
ー
ズ
と
つ
な
げ
る
方

法
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
ほ
ど
複
雑
で

は
な
い
け
ど
、
単
語
だ
け
で
は
足
り

な
い
。
そ
こ
で
「
文
脈
」
で
す
。

例
え
ば
東
京
に
あ
る
武む

さ

し

み

た

け

蔵
御
嶽

神じ
ん
じ
ゃ社

は
、
狼
が
神
様
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
犬
同
伴
の
参
拝

環
境
を
整
え
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

に
は
ペ
ッ
ト
の
乗
車
券
が
用
意
さ
れ
、

神
社
に
は
犬
の
手
水
や
お
守
り
、
愛

犬
の
ご
祈
祷
所
も
あ
り
ま
す
。
週
末

に
は
あ
ち
こ
ち
で
犬
を
連
れ
た
参
拝

者
を
目
に
し
ま
す
。
も
し
も
「
愛
犬

と
一
緒
に
参
拝
で
き
る
」
だ
け
で
あ

れ
ば
、
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
サ
ー

ビ
ス
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
狼
信
仰

の
聖
地
だ
か
ら
」
と
い
う
文
脈
が
あ

れ
ば
、
説
得
力
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
に
あ
る
禅
の
修
行

道
場
、
可か

す

い

さ

い

睡
斎
は
、
目
の
前
で
居
眠

り
し
た
住
職
に
徳
川
家
康
が「
和
尚
、

眠
る
べ
し
」
と
声
を
か
け
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら

で
は
現
在
、
坐
禅
と
眠
り
に
関
す
る

医
学
研
究
と
協
力
し
、
宿
坊
で
は
禅

を
用
い
た
良
質
な
眠
り
も
提
唱
し
て

い
ま
す
。

石
川
県
羽は

く

い咋
市
の
気け

た

た

い

し

ゃ

多
大
社
に

あ
る
古
文
書
『
古
縁
起
』
に
は
、
空

を
飛
ぶ
不
思
議
な
物
体
に
つ
い
て
書

か
れ
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

U
F
O
の
街
と
し
て
P
R
を
開
始

し
、
地
元
青
年
団
の
活
動
か
ら
国
際

会
議
に
ま
で
結
び
つ
け
ま
し
た
。
本

物
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
N
A
S
A
か
ら

購
入
し
た
「
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
」

は
人
気
を
呼
び
、
地
域
活
性
化
の
成

功
例
と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

黄
金
文
脈
を
宿
坊
に
活
用

こ
う
し
た
『
黄
金
文
脈
』
は
宿
坊

に
も
活
用
で
き
ま
す
。
平
安
時
代
か

ら
続
く
歴
史
を
活
用
し
、宿
坊
を「
お

寺
や
神
社
の
信
仰
を
伝
え
る
場
」
と

す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
だ
け

で
は
な
い
寺
社
の
宿
と
し
て
意
味
付

け
で
き
ま
す
。

1
0
0
0
年
以
上
も
続
く
日
本

固
有
の
文
化
だ
か
ら
、
宿
坊
の
火
を

途
絶
え
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
信
仰

の
場
と
し
て
続
い
た
歴
史
が
あ
る
か

ら
、
寺
社
を
宿
に
す
る
意
義
が
あ
り

ま
す
。
宿
坊
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
新
し
い

概
念
ま
で
生
ま
れ
て
き
た
今
、
宿
坊

の
中
身
を
掘
り
下
げ
る
作
業
も
今
後

さ
ら
に
不
可
欠
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

宿坊研究会レポート

石川県羽咋市の気多大社の古文書には、空を飛ぶ不思議な物体につい
て書かれた記述が残されている

宿坊とビジネスの融合に必要な『黄金文脈』
寺社旅研究家・宿坊研究会代表／堀内克彦

第10回

犬同伴の参拝環境を整えた東京にある武蔵御嶽神社

■お問い合わせ先
株式会社和空プロジェクト　〒530-0044  大阪市北区東天満1-11-13　AXIS 南森町ビル9F
TEL：06-4801-8211　FAX：06-4801-8221　http://waqoo-pj.jp

監修：一般社団法人　全国寺社観光協会

 サポート1  宿坊開設の計画・立案から、各種手続きなどトータルでサポートします。
 サポート2  営業開始後も継続的に集客プロモーションなど運営についてもサポートします。

宿坊新規開設をご検討の寺社様・運営に関する
お悩みを抱える宿坊様へ
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さ
し
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の
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に
溶
け
込
む

灯
り
を
守
り
続
け
る

1. 張り作業をする伏谷幸七
さん

２. 提灯の型に枠組みのヒゴ
をまきつける作業の様子

３. 提灯の型にあわせて和紙
を切っていく
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５．６. 仕上がって実際に飾ら
れた提灯
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夜
の
帳
が
下
り
る
こ
ろ
、
境
内
に
吊

る
さ
れ
た
御
神
燈
に
灯
り
が
と
も
さ

れ
、
人
々
が
集
ま
り
始
め
る
│
。
そ
ん

な
情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
に
欠
か
せ
な
い

提
灯
を
、一つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
作
り
続

け
て
い
る
の
が
伏ふ

し
た
に谷
商し

ょ
う
て
ん店
の
創
業
者
で

今
は
会
長
の
伏ふ

し
た
に谷

幸こ
う
し
ち七

さ
ん
だ
。

戦
後
の
新
制
中
学
を
卒
業
し
た
伏

谷
さ
ん
は
、
名
古
屋
市
内
の
提
灯
工
房

で
足
掛
け
12
年
の
修
行
を
開
始
。「
仕

事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は一
度
も
な

い
。
そ
の
時
分
の
職
人
は
見
て
覚
え
る
、

そ
れ
が
当
た
り
前
の
世
界
」
と
当
時
を

振
り
返
る
伏
谷
さ
ん
。
修
業
時
代
を
含

め
、
提
灯
作
り一
筋
66
年
。「
昔
、
占
い

師
に
続
け
れ
ば
い
い
こ
と
が
あ
る
と
言

わ
れ
た
こ
と
で
今
の
私
が
あ
る
」
と
穏

や
か
に
話
す
。

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
技
法

に
は
こ
だ
わ
る
が
、
材
料
や
道
具
は
日

進
月
歩
。「
昔
は
枠
組
み
の
ヒ
ゴ
に
は

竹
を
使
っ
た
が
、
そ
れ
が
針
金
を
経

て
和
紙
を
巻
い
た
ワ
イ
ヤ
ー
に
変
わ
っ

た
」。
そ
れ
に
よ
り
、
よ
り
糊
が
打
ち
や

す
く
、
和
紙
が
張
り
や
す
く
な
っ
た
。

最
近
で
は
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
や

中
国
製
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
が
、
伏

谷
さ
ん
は
ひ
と
目
で
見
分
け
ら
れ
る
と

言
う
。「
一
番
難
し
い
張
り
の
作
業
を
見

れ
ば
分
か
る
。
機
械
で
巻
き
付
け
る
よ

う
に
張
る
の
は
至
難
の
業
」

こ
れ
か
ら
も
十
年
一
日
の
ご
と
く
、

提
灯
の
や
さ
し
く
あ
た
た
か
い
灯
り
は
、

職
人
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
く
。
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旅研究家。各地で寺社活性化・地域活
性化の講演を実施し、寺院コンサルタント
としても活動中。著書に『宿坊に泊まる』（小
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寺
社
の
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仰
や
伝
承
を

現
代
の
ニ
ー
ズ
に
つ
な
げ
る

私
が
講
演
で
話
す
テ
ー
マ
の
一
つ

に
、『
黄
金
文
脈
』
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
私
が
考
え
た
言
葉
で
、「
○

○
だ
か
ら
、
×
×
す
る
」
と
い
う
言

葉
の
つ
な
が
り
を
表
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
寺
社
に
古
く
か
ら
あ
る

信
仰
や
伝
承
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
れ
を
現
代
ニ
ー
ズ
と
つ
な
げ
る
方

法
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
ほ
ど
複
雑
で

は
な
い
け
ど
、
単
語
だ
け
で
は
足
り

な
い
。
そ
こ
で
「
文
脈
」
で
す
。

例
え
ば
東
京
に
あ
る
武む

さ

し

み

た

け

蔵
御
嶽

神じ
ん
じ
ゃ社
は
、
狼
が
神
様
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
犬
同
伴
の
参
拝

環
境
を
整
え
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

に
は
ペ
ッ
ト
の
乗
車
券
が
用
意
さ
れ
、

神
社
に
は
犬
の
手
水
や
お
守
り
、
愛

犬
の
ご
祈
祷
所
も
あ
り
ま
す
。
週
末

に
は
あ
ち
こ
ち
で
犬
を
連
れ
た
参
拝

者
を
目
に
し
ま
す
。
も
し
も
「
愛
犬

と
一
緒
に
参
拝
で
き
る
」
だ
け
で
あ

れ
ば
、
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
サ
ー

ビ
ス
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
狼
信
仰

の
聖
地
だ
か
ら
」
と
い
う
文
脈
が
あ

れ
ば
、
説
得
力
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
に
あ
る
禅
の
修
行

道
場
、
可か

す

い

さ

い

睡
斎
は
、
目
の
前
で
居
眠

り
し
た
住
職
に
徳
川
家
康
が「
和
尚
、

眠
る
べ
し
」
と
声
を
か
け
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら

で
は
現
在
、
坐
禅
と
眠
り
に
関
す
る

医
学
研
究
と
協
力
し
、
宿
坊
で
は
禅

を
用
い
た
良
質
な
眠
り
も
提
唱
し
て

い
ま
す
。

石
川
県
羽は

く

い咋
市
の
気け

た
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い

し

ゃ

多
大
社
に
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古
文
書
『
古
縁
起
』
に
は
、
空

を
飛
ぶ
不
思
議
な
物
体
に
つ
い
て
書

か
れ
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

U
F
O
の
街
と
し
て
P
R
を
開
始

し
、
地
元
青
年
団
の
活
動
か
ら
国
際

会
議
に
ま
で
結
び
つ
け
ま
し
た
。
本
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の
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ケ
ッ
ト
を
N
A
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か
ら

購
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し
た
「
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ス
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ル
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咋
」

は
人
気
を
呼
び
、
地
域
活
性
化
の
成

功
例
と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

黄
金
文
脈
を
宿
坊
に
活
用

こ
う
し
た
『
黄
金
文
脈
』
は
宿
坊

に
も
活
用
で
き
ま
す
。
平
安
時
代
か

ら
続
く
歴
史
を
活
用
し
、宿
坊
を「
お

寺
や
神
社
の
信
仰
を
伝
え
る
場
」
と

す
る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
だ
け

で
は
な
い
寺
社
の
宿
と
し
て
意
味
付

け
で
き
ま
す
。

1
0
0
0
年
以
上
も
続
く
日
本

固
有
の
文
化
だ
か
ら
、
宿
坊
の
火
を

途
絶
え
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
信
仰

の
場
と
し
て
続
い
た
歴
史
が
あ
る
か

ら
、
寺
社
を
宿
に
す
る
意
義
が
あ
り

ま
す
。
宿
坊
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
新
し
い

概
念
ま
で
生
ま
れ
て
き
た
今
、
宿
坊

の
中
身
を
掘
り
下
げ
る
作
業
も
今
後

さ
ら
に
不
可
欠
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

宿坊研究会レポート

石川県羽咋市の気多大社の古文書には、空を飛ぶ不思議な物体につい
て書かれた記述が残されている

宿坊とビジネスの融合に必要な『黄金文脈』
寺社旅研究家・宿坊研究会代表／堀内克彦

第10回

犬同伴の参拝環境を整えた東京にある武蔵御嶽神社

■お問い合わせ先
株式会社和空プロジェクト　〒530-0044  大阪市北区東天満1-11-13　AXIS 南森町ビル9F
TEL：06-4801-8211　FAX：06-4801-8221　http://waqoo-pj.jp

監修：一般社団法人　全国寺社観光協会

 サポート1  宿坊開設の計画・立案から、各種手続きなどトータルでサポートします。
 サポート2  営業開始後も継続的に集客プロモーションなど運営についてもサポートします。

宿坊新規開設をご検討の寺社様・運営に関する
お悩みを抱える宿坊様へ
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8

野田博明（のだ・ひろあき）

昭和26年4月生まれの65
歳。昭和50年3月、東京
大学卒業と同時に日本興
業銀行入行。広報部長・管
理部長などを経て、みずほ
ホールディングス監査役な
どを歴任、平成23年に退
任。一般社団法人  全日本
社寺観光連盟  理事。
趣味は神社仏閣巡りを兼
ねた旅とグルメ。日本書紀
など古代史が大好き。

1 文珠楼から比叡山根本中堂を
2 最澄生誕地に建つ生源寺本堂
3 生源寺内にある最澄産湯の井戸
4 近江大津宮錦織遺跡第一地点
5 立石寺の香の岩と五大堂
6 立石寺本堂　根本中堂
7 澄銅像の後方に信濃比叡広拯院
8 阿智神社奥宮

6

7

叡
山
に
登
り
、
一
二
年
間
の
禅
行
生

活
に
入
る
。
僧
侶
と
し
て
将
来
を
約

束
さ
れ
た
の
に
、
何
故
、
入
山
苦
行

を
決
断
し
た
の
か
興
味
は
尽
き
な
い

が
、
こ
こ
で
は
叡
山
の
草
庵
に
点
さ

れ
た
灯
火
に
話
を
戻
す
こ
と
に
し
よ

う
。
実
は
こ
の
法
灯
、
幾
多
の
災
禍

を
乗
り
越
え
て
奇
跡
的
に
そ
の
灯
を

つ
な
い
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

昨
年
、
み
ち
の
く
の
紅
葉
を
観
賞

し
よ
う
と
「
閑
さ
や
岩
に
し
み
入
蝉

の
聲
」
の
芭
蕉
の
句
で
有
名
な
立
石

寺
、
通
称
、
山
寺
を
参
詣
し
た
。
貞

観
二
年
（
８
６
０
）、
清
和
天
皇
の
勅

命
を
受
け
た
天
台
宗
第
三
祖
・
慈
覚

大
師
圓
仁
に
よ
り
開
か
れ
た
お
寺
で

あ
る
。
麓
か
ら
つ
づ
く
千
百
段
の
石

段
を
登
っ
て
い
く
に
し
た
が
い
紅
葉
の

彩
り
が
際
立
っ
て
く
る
様
は
み
ち
の

く
の
秋
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
立
石
寺
の
本
堂
で
あ
る
根

本
中
堂
の
内
陣
に
、
小
さ
な
「
不
滅

の
法
灯
」
が
燈
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。さ

て
比
叡
山
で
あ
る
が
、
読
者
も

周
知
の
ご
と
く
織
田
信
長
に
よ
る
悪

名
高
い
焼
き
討
ち
事
件
に
遭
っ
て
い

る
。
元
亀
二
年
（
１
５
７
１
）
の
こ
の

惨
劇
は
麓
の
日
吉
大
社
か
ら
根
本
中

堂
な
ど
全
山
五
百
有
余
の
堂
宇
を
灰

燼
に
帰
し
、
数
千
人
の
僧
侶
、
女
人

ら
を
斬
殺
し
た
と
さ
れ
る
。

そ
ん
な
酸
鼻
を
極
め
た
事
件
の
な

か
、「
不
滅
の
法
灯
」
も
当
然
な
が
ら

業
火
の
な
か
で
命
脈
を
絶
た
れ
た
。

そ
れ
で
は
万
事
休
し
た
は
ず
な
の
に

不
滅
と
謳
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
、

種
明
か
し
を
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

立
石
寺
の
「
不
滅
の
法
灯
」
は
開

山
の
折
に
比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
分
灯

を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

大
永
元
年
（
１
５
２
１
）
に
天
童
頼

長
の
兵
火
を
う
け
堂
宇
は
壊
滅
、
法

灯
の
火
も
消
え
失
せ
た
。
そ
の
２２
年

後
の
天
文
一
二
年
（
１
５
４
３
）
に
最

上
義
守
が
再
建
を
果
た
す
が
、
そ
の

際
に
再
度
、
比
叡
山
よ
り
分
灯
を
受

け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
山
深
い
お

寺
で
守
り
継
が
れ
て
き
た
燈
火
こ
そ

が
、
信
長
に
よ
り
命
脈
を
絶
た
れ
た

延
暦
寺
の
法
灯
に
「
不
滅
の
冠
」
を

点
け
る
種
火
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

延
暦
寺
の
法
灯
は
そ
れ
ま
で
も
奇

妙
な
ま
で
に
そ
の
炎
を
絶
や
さ
ず
に

き
た
。
元
暦
二
年
（
１
１
８
５
）
に

山や
ま
し
ろ背
を
襲
っ
た
地
震
で
は
無
名
の
一

法
師
が
法
灯
を
救
い
出
し
、
三
日
後

の
余
震
で
は
根
本
中
堂
に
四
灯
あ
っ

た
常
灯
明
の
う
ち
唯
一
、
最
澄
の
法

灯
の
み
が
消
え
な
か
っ
た
と
源
平
盛

衰
記
は
記
す
。
さ
ら
に
永
享
七
年

（
１
４
３
５
）
不
審
火
が
発
生
し
た

が
、
根
本
中
堂
の
本
尊
は
焼
失
し
た

の
に
法
灯
の
灯
は
絶
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
わ
た
し
は

人
智
で
は
計
れ
ぬ
神
秘
の
力
を
感
じ

る
。最

澄
は
関
東
地
方
に
布
教
伝
道

に
向
か
う
途
次
、
旅
人
が
泊
る
無

料
の
宿
を
作
っ
た
。
平
成
十
七
年

（
２
０
０
５
）
に
延
暦
寺
か
ら
法
灯

を
分
与
さ
れ
た
信
濃
比
叡
広こ

う
じ
ょ
う
い
ん

拯
院
と

い
う
寺
院
が
そ
の
後
身
に
あ
た
る
。

当
院
は
最
澄
に
所
縁
の
深
い
阿
智
王

の
末
裔
が
阿
智
神
社
を
祀
る
下
伊
那

郡
阿
智
村
に
位
置
し
て
い
る
。
奇
し

き
仏
縁
と
い
う
べ
き
か
、
漢
人
の
末

裔
の
住
む
地
で
あ
る
ゆ
え
の
最
澄
の

施
し
で
あ
っ
た
の
か
今
で
は
知
る
由

も
な
い
が
、
広
拯
院
境
内
に
は
伝
教

大
師
の
銅
像
が
そ
の
地
を
見
守
る
か

の
よ
う
に
静
か
に
建
っ
て
い
る
。

さ
て
、
錦
織
選
手
は
島
根
県
出
身

で
あ
る
。
珍
し
い
苗
字
で
は
あ
る
が
、

島
根
県
で
は
二
五
〇
人
に
一
人
は
錦

織
さ
ん
だ
と
い
う
。
大
和
王
朝
は
あ

る
時
期
か
ら
特
殊
技
能
を
有
す
錦
織

一
族
を
近
江
か
ら
石
見
や
出
雲
、
上

総
な
ど
に
集
団
移
動
さ
せ
た
。
そ
れ

が
現
在
も
そ
の
地
方
に
同
姓
が
多
い

原
因
な
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
は
る

か
に
遡
れ
ば
錦
織
選
手
に
と
っ
て
三

津
首
出
身
の
最
澄
は
い
わ
ば
分
家
の

オ
ジ
サ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
最
澄
の
点
し
た

法
灯
が
み
ち
の
く
の
お
寺
と
奇
跡
的

な
灯
火
の
ラ
リ
ー
を
つ
づ
け
た
こ
と

で
、
命
を
つ
な
ぐ
大
切
さ
を
衆
生
に

諭
し
た
の
だ
と
思
う
。

最
澄
は
そ
の
著
『
山さ

ん
か
が
く
し
ょ
う
し
き

家
学
生
式
』

で
、「
千
里
を
照
ら
す
者
も
一
隅
を

守
る
者
も
ど
ち
ら
も
国
の
宝
と
し
て

尊
敬
す
べ
き
者
で
あ
る
」
と
云
う
。

人
そ
れ
ぞ
れ
分
に
応
じ
た
役
割
を
全

う
す
る
者
が
尊
敬
さ
れ
る
の
だ
と
。
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錦
織
圭
選
手
も
び
っ
く
り
、
不
滅
の
法
灯
奇
跡
の
ラ
リ
ー

２
０
１
６
年
も
世
界
ラ
ン
ク
上
位

八
名
で
争
わ
れ
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
ワ
ー
ル
ド
ツ

ア
ー
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
錦
織
圭
選
手

が
三
年
連
続
で
出
場
を
果
た
し
た
。

エ
ア
Ｋ
な
ど
遊
び
心
と
創
造
力
に
あ

ふ
れ
た
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
で
人
気
の
テ

ニ
ス
界
き
っ
て
の
ス
タ
ー
で
あ
る
錦
織

選
手
も
び
っ
く
り
の
奇
跡
の
ラ
リ
ー

の
お
話
を
こ
こ
で
は
し
よ
う
と
思
う
。

延
暦
寺
の
総
本
堂
で
あ
る
東
塔
の

根
本
中
堂
に
一
歩
、
足
を
踏
み
入
れ

る
と
そ
こ
は
漆
黒
の
闇
の
世
界
で
あ

る
。
粛
然
と
し
た
空
間
に
よ
う
や
く

目
が
慣
れ
た
頃
、
闇
の
底
か
ら
橙
色

の
炎
が
ゆ
ら
り
と
た
ゆ
た
っ
て
い
る
の

が
見
え
て
く
る
。
秘
仏
・
薬
師
如
来

立
像
の
厨
子
の
前
に
下
が
る
吊
灯
籠

の
灯
火
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
千
二
百
年
も
の
間
、
炎
を
絶
や

す
こ
と
の
な
い
「
不
滅
の
法
灯
」
と

呼
ば
れ
る
や
ん
ご
と
な
い
灯
火
だ
と

い
う
。

比
叡
山
延
暦
寺
を
開
い
た
の
が
伝

教
大
師
最
澄
で
あ
る
こ
と
は
わ
た
し

も
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
入
山
し
た

最
澄
が
根
本
中
堂
の
も
と
と
な
る
一

乗
止
観
院
と
い
う
草
庵
を
む
す
び
、

そ
こ
に
点
し
た
灯
こ
そ
が
今
に
続
く

法
灯
の
明
か
り
な
の
だ
と
、
今
回
、

い
ろ
い
ろ
調
べ
物
を
し
て
初
め
て
知
っ

た
。そ

の
最
澄
さ
ん
、
俗
姓
を
三み

つ
の
お
び
と

津
首

広ひ

ろ

の野
と
い
い
、
神
護
景
雲
元
年

（
７
６
７
）
に
近
江
国
滋
賀
郡
古
市

郷
（
大
津
市
）
に
生
ま
れ
て
い
る
。

延
暦
寺
の
護
法
神
で
あ
る
日
吉
大
社

の
大
鳥
居
を
下
っ
て
す
ぐ
の
生し

ょ
う
げ
ん
じ

源
寺

と
い
う
変
哲
も
な
い
お
寺
が
生
誕
地

と
さ
れ
て
い
る
。
境
内
は
幅
一
間
ほ

ど
の
簡
素
な
山
門
を
く
ぐ
っ
て
左
に

釣
鐘
堂
、
右
に
最
澄
が
産
湯
を
使
っ

た
と
い
う
井
戸
を
配
す
ほ
か
正
面
に

本
堂
が
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。
天
下
の
天
台
宗
の
宗
祖
生
誕

の
地
と
は
思
え
ぬ
な
ん
の
衒て

ら

い
も
な

い
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
お
寺
で
あ

る
。
東
西
両
院
を
擁
す
広
大
な
敷
地

に
建
つ
弘
法
大
師
の
生
誕
地
・
善
通

寺
と
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
の
較
差
に

拍
子
抜
け
と
い
お
う
か
戸
惑
い
を
覚

え
た
。

空
海
が
地
方
豪
族
の
王
子
で
あ
っ

た
こ
と
に
対
し
、
最
澄
の
父
の
百も

も

え枝

に
は
も
ち
ろ
ん
官
位
も
な
く
、
そ
の

繋
累
に
も
空
海
の
よ
う
な
中
央
政
界

と
深
い
関
係
を
有
す
人
物
群
も
見
当

た
ら
な
い
。
い
わ
ば
ご
く
普
通
の
農

家
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん

な
出
自
が
生
誕
地
の
今
に
至
る
出
来

栄
え
に
も
影
響
す
る
の
か
と
い
さ
さ

か
鼻
白
む
思
い
が
し
た
。

た
だ
、
最
澄
研
究
の
一
級
史
料
で

あ
る
「
叡
山
大
師
伝
」
は
三
津
首
氏

が
後
漢
王
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
献

帝
の
苗び

ょ
う
え
い裔
、登と

ま

き

お

う

万
貴
王
の
後
裔
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
新
撰

姓
氏
録
」
や
「
続
日
本
後
紀
」に
は
、

わ
が
国
に
渡
来
し
た
献
帝
の
末
裔
で

あ
る
と
す
る
氏
族
と
し
て
近
江
国
滋

賀
郡
の
豪
族
で
あ
る
大
友
氏
・
穴あ

の

う太

氏
・
錦に

し
ご
り部
氏
ら
の
名
を
挙
げ
る
。
　

　
一
方
で
日
本
書
紀
は
渡
来
人
の
雄

で
あ
る
大
和
の
東や

ま
と
の
あ
や
う
じ

漢
氏
も
献
帝
の
末

裔
で
あ
る
と
云
い
、
阿あ

ち

お

う

智
王
が
始
祖

で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
漢
人
系
の
渡
来
人
が
近
江
国
に
盛

ん
に
移
住
し
た
こ
と
も
処
々
で
述
べ

て
い
る
。
三
津
首
が
そ
ん
な
東
漢
氏

の
分
派
集
団
で
あ
る
志し

が
の
あ
や
び
と

賀
漢
人
に
ぶ

ら
さ
が
る
一
支
族
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。

京
阪
電
鉄
の
近
江
神
宮
前
駅
至
近

に
近
江
大
津
宮
錦
織
遺
跡
が
あ
る
。

天
智
天
皇
が
遷
都
し
た
大
津
宮
の
中

心
部
で
生
源
寺
か
ら
南
へ
５
ｋ
ｍ
の

場
所
に
あ
る
が
、
同
じ
始
祖
神
話
を

語
り
継
ぐ
氏
族
が
こ
の
近
辺
に
住
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

琵
琶
湖
を
擁
す
古
代
交
通
の
要

衝
地
で
あ
る
大
津
宮
の
跡
地
に
、
遷

都
（
天
智
六
年
）
の
ち
ょ
う
ど
百
年

後
に
生
ま
れ
た
の
が
最
澄
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
二
歳
で
近
江
国
分

寺
に
入
寺
し
、
二
〇
歳
の
と
き
に
東

大
寺
で
僧
戒
を
う
け
国
家
公
認
の
僧

侶
と
な
っ
た
。
そ
の
三
か
月
後
に
比
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8

野田博明（のだ・ひろあき）

昭和26年4月生まれの65
歳。昭和50年3月、東京
大学卒業と同時に日本興
業銀行入行。広報部長・管
理部長などを経て、みずほ
ホールディングス監査役な
どを歴任、平成23年に退
任。一般社団法人  全日本
社寺観光連盟  理事。
趣味は神社仏閣巡りを兼
ねた旅とグルメ。日本書紀
など古代史が大好き。

1 文珠楼から比叡山根本中堂を
2 最澄生誕地に建つ生源寺本堂
3 生源寺内にある最澄産湯の井戸
4 近江大津宮錦織遺跡第一地点
5 立石寺の香の岩と五大堂
6 立石寺本堂　根本中堂
7 澄銅像の後方に信濃比叡広拯院
8 阿智神社奥宮

6

7

叡
山
に
登
り
、
一
二
年
間
の
禅
行
生

活
に
入
る
。
僧
侶
と
し
て
将
来
を
約

束
さ
れ
た
の
に
、
何
故
、
入
山
苦
行

を
決
断
し
た
の
か
興
味
は
尽
き
な
い

が
、
こ
こ
で
は
叡
山
の
草
庵
に
点
さ

れ
た
灯
火
に
話
を
戻
す
こ
と
に
し
よ

う
。
実
は
こ
の
法
灯
、
幾
多
の
災
禍

を
乗
り
越
え
て
奇
跡
的
に
そ
の
灯
を

つ
な
い
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

昨
年
、
み
ち
の
く
の
紅
葉
を
観
賞

し
よ
う
と
「
閑
さ
や
岩
に
し
み
入
蝉

の
聲
」
の
芭
蕉
の
句
で
有
名
な
立
石

寺
、
通
称
、
山
寺
を
参
詣
し
た
。
貞

観
二
年
（
８
６
０
）、
清
和
天
皇
の
勅

命
を
受
け
た
天
台
宗
第
三
祖
・
慈
覚

大
師
圓
仁
に
よ
り
開
か
れ
た
お
寺
で

あ
る
。
麓
か
ら
つ
づ
く
千
百
段
の
石

段
を
登
っ
て
い
く
に
し
た
が
い
紅
葉
の

彩
り
が
際
立
っ
て
く
る
様
は
み
ち
の

く
の
秋
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
立
石
寺
の
本
堂
で
あ
る
根

本
中
堂
の
内
陣
に
、
小
さ
な
「
不
滅

の
法
灯
」
が
燈
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。さ

て
比
叡
山
で
あ
る
が
、
読
者
も

周
知
の
ご
と
く
織
田
信
長
に
よ
る
悪

名
高
い
焼
き
討
ち
事
件
に
遭
っ
て
い

る
。
元
亀
二
年
（
１
５
７
１
）
の
こ
の

惨
劇
は
麓
の
日
吉
大
社
か
ら
根
本
中

堂
な
ど
全
山
五
百
有
余
の
堂
宇
を
灰

燼
に
帰
し
、
数
千
人
の
僧
侶
、
女
人

ら
を
斬
殺
し
た
と
さ
れ
る
。

そ
ん
な
酸
鼻
を
極
め
た
事
件
の
な

か
、「
不
滅
の
法
灯
」
も
当
然
な
が
ら

業
火
の
な
か
で
命
脈
を
絶
た
れ
た
。

そ
れ
で
は
万
事
休
し
た
は
ず
な
の
に

不
滅
と
謳
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
、

種
明
か
し
を
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

立
石
寺
の
「
不
滅
の
法
灯
」
は
開

山
の
折
に
比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
分
灯

を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

大
永
元
年
（
１
５
２
１
）
に
天
童
頼

長
の
兵
火
を
う
け
堂
宇
は
壊
滅
、
法

灯
の
火
も
消
え
失
せ
た
。
そ
の
２２
年

後
の
天
文
一
二
年
（
１
５
４
３
）
に
最

上
義
守
が
再
建
を
果
た
す
が
、
そ
の

際
に
再
度
、
比
叡
山
よ
り
分
灯
を
受

け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
山
深
い
お

寺
で
守
り
継
が
れ
て
き
た
燈
火
こ
そ

が
、
信
長
に
よ
り
命
脈
を
絶
た
れ
た

延
暦
寺
の
法
灯
に
「
不
滅
の
冠
」
を

点
け
る
種
火
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

延
暦
寺
の
法
灯
は
そ
れ
ま
で
も
奇

妙
な
ま
で
に
そ
の
炎
を
絶
や
さ
ず
に

き
た
。
元
暦
二
年
（
１
１
８
５
）
に

山や
ま
し
ろ背

を
襲
っ
た
地
震
で
は
無
名
の
一

法
師
が
法
灯
を
救
い
出
し
、
三
日
後

の
余
震
で
は
根
本
中
堂
に
四
灯
あ
っ

た
常
灯
明
の
う
ち
唯
一
、
最
澄
の
法

灯
の
み
が
消
え
な
か
っ
た
と
源
平
盛

衰
記
は
記
す
。
さ
ら
に
永
享
七
年

（
１
４
３
５
）
不
審
火
が
発
生
し
た

が
、
根
本
中
堂
の
本
尊
は
焼
失
し
た

の
に
法
灯
の
灯
は
絶
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
わ
た
し
は

人
智
で
は
計
れ
ぬ
神
秘
の
力
を
感
じ

る
。最

澄
は
関
東
地
方
に
布
教
伝
道

に
向
か
う
途
次
、
旅
人
が
泊
る
無

料
の
宿
を
作
っ
た
。
平
成
十
七
年

（
２
０
０
５
）
に
延
暦
寺
か
ら
法
灯

を
分
与
さ
れ
た
信
濃
比
叡
広こ

う
じ
ょ
う
い
ん

拯
院
と

い
う
寺
院
が
そ
の
後
身
に
あ
た
る
。

当
院
は
最
澄
に
所
縁
の
深
い
阿
智
王

の
末
裔
が
阿
智
神
社
を
祀
る
下
伊
那

郡
阿
智
村
に
位
置
し
て
い
る
。
奇
し

き
仏
縁
と
い
う
べ
き
か
、
漢
人
の
末

裔
の
住
む
地
で
あ
る
ゆ
え
の
最
澄
の

施
し
で
あ
っ
た
の
か
今
で
は
知
る
由

も
な
い
が
、
広
拯
院
境
内
に
は
伝
教

大
師
の
銅
像
が
そ
の
地
を
見
守
る
か

の
よ
う
に
静
か
に
建
っ
て
い
る
。

さ
て
、
錦
織
選
手
は
島
根
県
出
身

で
あ
る
。
珍
し
い
苗
字
で
は
あ
る
が
、

島
根
県
で
は
二
五
〇
人
に
一
人
は
錦

織
さ
ん
だ
と
い
う
。
大
和
王
朝
は
あ

る
時
期
か
ら
特
殊
技
能
を
有
す
錦
織

一
族
を
近
江
か
ら
石
見
や
出
雲
、
上

総
な
ど
に
集
団
移
動
さ
せ
た
。
そ
れ

が
現
在
も
そ
の
地
方
に
同
姓
が
多
い

原
因
な
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
は
る

か
に
遡
れ
ば
錦
織
選
手
に
と
っ
て
三

津
首
出
身
の
最
澄
は
い
わ
ば
分
家
の

オ
ジ
サ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
最
澄
の
点
し
た

法
灯
が
み
ち
の
く
の
お
寺
と
奇
跡
的

な
灯
火
の
ラ
リ
ー
を
つ
づ
け
た
こ
と

で
、
命
を
つ
な
ぐ
大
切
さ
を
衆
生
に

諭
し
た
の
だ
と
思
う
。

最
澄
は
そ
の
著
『
山さ

ん
か
が
く
し
ょ
う
し
き

家
学
生
式
』

で
、「
千
里
を
照
ら
す
者
も
一
隅
を

守
る
者
も
ど
ち
ら
も
国
の
宝
と
し
て

尊
敬
す
べ
き
者
で
あ
る
」
と
云
う
。

人
そ
れ
ぞ
れ
分
に
応
じ
た
役
割
を
全

う
す
る
者
が
尊
敬
さ
れ
る
の
だ
と
。
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4

錦
織
圭
選
手
も
び
っ
く
り
、
不
滅
の
法
灯
奇
跡
の
ラ
リ
ー

２
０
１
６
年
も
世
界
ラ
ン
ク
上
位

八
名
で
争
わ
れ
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
ワ
ー
ル
ド
ツ

ア
ー
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
錦
織
圭
選
手

が
三
年
連
続
で
出
場
を
果
た
し
た
。

エ
ア
Ｋ
な
ど
遊
び
心
と
創
造
力
に
あ

ふ
れ
た
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
で
人
気
の
テ

ニ
ス
界
き
っ
て
の
ス
タ
ー
で
あ
る
錦
織

選
手
も
び
っ
く
り
の
奇
跡
の
ラ
リ
ー

の
お
話
を
こ
こ
で
は
し
よ
う
と
思
う
。

延
暦
寺
の
総
本
堂
で
あ
る
東
塔
の

根
本
中
堂
に
一
歩
、
足
を
踏
み
入
れ

る
と
そ
こ
は
漆
黒
の
闇
の
世
界
で
あ

る
。
粛
然
と
し
た
空
間
に
よ
う
や
く

目
が
慣
れ
た
頃
、
闇
の
底
か
ら
橙
色

の
炎
が
ゆ
ら
り
と
た
ゆ
た
っ
て
い
る
の

が
見
え
て
く
る
。
秘
仏
・
薬
師
如
来

立
像
の
厨
子
の
前
に
下
が
る
吊
灯
籠

の
灯
火
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
千
二
百
年
も
の
間
、
炎
を
絶
や

す
こ
と
の
な
い
「
不
滅
の
法
灯
」
と

呼
ば
れ
る
や
ん
ご
と
な
い
灯
火
だ
と

い
う
。

比
叡
山
延
暦
寺
を
開
い
た
の
が
伝

教
大
師
最
澄
で
あ
る
こ
と
は
わ
た
し

も
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
入
山
し
た

最
澄
が
根
本
中
堂
の
も
と
と
な
る
一

乗
止
観
院
と
い
う
草
庵
を
む
す
び
、

そ
こ
に
点
し
た
灯
こ
そ
が
今
に
続
く

法
灯
の
明
か
り
な
の
だ
と
、
今
回
、

い
ろ
い
ろ
調
べ
物
を
し
て
初
め
て
知
っ

た
。そ

の
最
澄
さ
ん
、
俗
姓
を
三み

つ
の
お
び
と

津
首

広ひ

ろ

の野
と
い
い
、
神
護
景
雲
元
年

（
７
６
７
）
に
近
江
国
滋
賀
郡
古
市

郷
（
大
津
市
）
に
生
ま
れ
て
い
る
。

延
暦
寺
の
護
法
神
で
あ
る
日
吉
大
社

の
大
鳥
居
を
下
っ
て
す
ぐ
の
生し

ょ
う
げ
ん
じ

源
寺

と
い
う
変
哲
も
な
い
お
寺
が
生
誕
地

と
さ
れ
て
い
る
。
境
内
は
幅
一
間
ほ

ど
の
簡
素
な
山
門
を
く
ぐ
っ
て
左
に

釣
鐘
堂
、
右
に
最
澄
が
産
湯
を
使
っ

た
と
い
う
井
戸
を
配
す
ほ
か
正
面
に

本
堂
が
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。
天
下
の
天
台
宗
の
宗
祖
生
誕

の
地
と
は
思
え
ぬ
な
ん
の
衒て

ら

い
も
な

い
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
お
寺
で
あ

る
。
東
西
両
院
を
擁
す
広
大
な
敷
地

に
建
つ
弘
法
大
師
の
生
誕
地
・
善
通

寺
と
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
の
較
差
に

拍
子
抜
け
と
い
お
う
か
戸
惑
い
を
覚

え
た
。

空
海
が
地
方
豪
族
の
王
子
で
あ
っ

た
こ
と
に
対
し
、
最
澄
の
父
の
百も

も

え枝

に
は
も
ち
ろ
ん
官
位
も
な
く
、
そ
の

繋
累
に
も
空
海
の
よ
う
な
中
央
政
界

と
深
い
関
係
を
有
す
人
物
群
も
見
当

た
ら
な
い
。
い
わ
ば
ご
く
普
通
の
農

家
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん

な
出
自
が
生
誕
地
の
今
に
至
る
出
来

栄
え
に
も
影
響
す
る
の
か
と
い
さ
さ

か
鼻
白
む
思
い
が
し
た
。

た
だ
、
最
澄
研
究
の
一
級
史
料
で

あ
る
「
叡
山
大
師
伝
」
は
三
津
首
氏

が
後
漢
王
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
献

帝
の
苗び

ょ
う
え
い裔
、登と

ま

き

お

う

万
貴
王
の
後
裔
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
新
撰

姓
氏
録
」
や
「
続
日
本
後
紀
」に
は
、

わ
が
国
に
渡
来
し
た
献
帝
の
末
裔
で

あ
る
と
す
る
氏
族
と
し
て
近
江
国
滋

賀
郡
の
豪
族
で
あ
る
大
友
氏
・
穴あ

の

う太

氏
・
錦に

し
ご
り部
氏
ら
の
名
を
挙
げ
る
。
　

　
一
方
で
日
本
書
紀
は
渡
来
人
の
雄

で
あ
る
大
和
の
東や

ま
と
の
あ
や
う
じ

漢
氏
も
献
帝
の
末

裔
で
あ
る
と
云
い
、
阿あ

ち

お

う

智
王
が
始
祖

で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
漢
人
系
の
渡
来
人
が
近
江
国
に
盛

ん
に
移
住
し
た
こ
と
も
処
々
で
述
べ

て
い
る
。
三
津
首
が
そ
ん
な
東
漢
氏

の
分
派
集
団
で
あ
る
志し

が
の
あ
や
び
と

賀
漢
人
に
ぶ

ら
さ
が
る
一
支
族
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。

京
阪
電
鉄
の
近
江
神
宮
前
駅
至
近

に
近
江
大
津
宮
錦
織
遺
跡
が
あ
る
。

天
智
天
皇
が
遷
都
し
た
大
津
宮
の
中

心
部
で
生
源
寺
か
ら
南
へ
５
ｋ
ｍ
の

場
所
に
あ
る
が
、
同
じ
始
祖
神
話
を

語
り
継
ぐ
氏
族
が
こ
の
近
辺
に
住
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

琵
琶
湖
を
擁
す
古
代
交
通
の
要

衝
地
で
あ
る
大
津
宮
の
跡
地
に
、
遷

都
（
天
智
六
年
）
の
ち
ょ
う
ど
百
年

後
に
生
ま
れ
た
の
が
最
澄
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
二
歳
で
近
江
国
分

寺
に
入
寺
し
、
二
〇
歳
の
と
き
に
東

大
寺
で
僧
戒
を
う
け
国
家
公
認
の
僧

侶
と
な
っ
た
。
そ
の
三
か
月
後
に
比
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バックナンバーはＷＥＢでもご覧いただけます。 jisya-now.com または

情報掲載、本誌に関する
お問合せは

バックナンバーのご案内
寺社の“いま”を伝える情報誌「寺社Ｎｏｗ」は、全国の寺社に無償でお届けしています。

◆巻頭特集
登録有形文化財建造物制度

◆クローズアップ
臨済宗大本山天龍寺 
塔頭 永明院 住職
國友憲昭

vol.8 vol.9 vol.10 vol.11
◆巻頭特集
地域の行政や組織と連携する寺社

◆インタビュー
大阪天満宮宮司
寺井種伯

◆巻頭特集
寺社を中心とした街づくり
近年活気付く門前町の活動

◆シリーズ：地域と霊場会
びわ湖百八霊場

◆巻頭特集
建築物の耐震について考える

◆インタビュー
東北観光推進機構会長・
東日本旅客鉄道取締役会長　
清野智

寺社のみなさまのご要望にお応えして
広報活動をお手伝いします

プレスリリース（広報用資料）の受け付けを
開始いたしました！

など、貴社寺の情報を当協会までお送りください。

なお、諸事情で掲載ができない場合もございます。あらかじめご了承ください。

● 特別拝観や催し事（イベント含む）の開催
● 一般の方々に告知したい取り組み
● 他の寺社に告知したい取り組み
● 組織・人事の異動
● 新しい試み・事業
● 宿坊情報の掲載

情報誌・ウエブ版「寺社Ｎｏｗ」、
宿坊ポータルサイト「和空」、ＳＮＳ、
関連ウエブメディア に記事を無償で掲載いたします！

http://wa-qoo.com

http://jisya-now.com/

※当協会から確認のご連絡をする場合がございますので、ご担当者のお名前、電話番号などの連絡先
を必ずご明記願います。

プレスリリースの資料や写真を下記までお送りください

郵便・宅配便で送付
一般社団法人　全国寺社観光協会　本部事務局
〒530-0044　大阪市北区東天満1-11-13  9F　TEL:06-6360-9838

〒 e-mail で送信
info@jisya-kk.jp 
※件名にプレスリリースとご明記ください

ウエブ10万ＰＶ※

Facebook５万いいね！※

雑誌発行部数

3万部で発信！

※グループ合計
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1532(享禄5)年、龍ノ口処刑場で処刑された者の霊を弔うために建てら
れた常立寺。鎌倉幕府第8代執権・北条時宗によって斬首された、元
の国使・杜世忠（とせいちゅう）ら5人もこの寺に葬られた。毎年開催さ
れる大相撲の藤沢巡業に際しては、モンゴル出身の幕内・十両力士ら
が、元使五人塚を参拝することもある。早春のシダレウメ、秋のイチョ
ウ紅葉は鎌倉周辺を代表するほどの見事さで、多くの拝観者で賑わう
が、新年早々の蝋梅も花の少ない季節を彩ってくれる。

撮影 原田 寛　鎌倉市在住。古都グラファーとして、日本全国の古都や
歴史の街並みを中心に撮影活動を続けている。日本写真家協会会員。

【常立寺について】神奈川県藤沢市片瀬3-14-3
　宗　派：日蓮宗
　山　号：龍口山
　寺　号：常立寺
　創建年：1532（享禄5）年
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〒530-0044　大阪市北区東天満1-11-13  9F　TEL:06-6360-9838

〒 e-mail で送信
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れた常立寺。鎌倉幕府第8代執権・北条時宗によって斬首された、元
の国使・杜世忠（とせいちゅう）ら5人もこの寺に葬られた。毎年開催さ
れる大相撲の藤沢巡業に際しては、モンゴル出身の幕内・十両力士ら
が、元使五人塚を参拝することもある。早春のシダレウメ、秋のイチョ
ウ紅葉は鎌倉周辺を代表するほどの見事さで、多くの拝観者で賑わう
が、新年早々の蝋梅も花の少ない季節を彩ってくれる。

撮影 原田 寛　鎌倉市在住。古都グラファーとして、日本全国の古都や
歴史の街並みを中心に撮影活動を続けている。日本写真家協会会員。
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　宗　派：日蓮宗
　山　号：龍口山
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【個人情報の取り扱いについて】
ご記入いただいた個人情報は寺社Nowや同誌バッ
クナンバーの発送および全国寺社観光協会からの
ご連絡以外には使用しません。

< FAX >06-6360-9848

より良い誌面作りのため、寺社の皆様の貴重なご意見をお聞かせください！

誌面アンケート

Q1. 所属
□寺院　　　□神社

Q2. 今月号で面白かった記事はどれですか（複数回答可）　※丸数字に○を記入

①巻頭特集：文化財保護と観光支援における助成金と補助制度　②EVENT REPORT：第11回「博多ライトアップウォーク 博多千年
煌夜」　③TOPICS：評価の時間と費用を大幅に軽減する「伝送鑑定」　④PICK UP：外国人が正しく理解できる文化財の英語解説の
あり方　⑤集う、育む 体験レポート：西念寺・子ども食堂『あんのん子ども食堂』　⑥行政・観光リポート：国府町まちづくり協議会が

『日本遺産めぐりツアー』を企画・開催　⑦インタビュー：法相宗大本山 薬師寺 管主　村上 太胤　⑧うちのお宝：功山寺　木造地蔵菩
薩半跏像／田村神社　絵馬 三国志三傑図　⑨トレンドNow：国内外の専門書が揃う「旅の図書館」が南青山に移転リニューアル／嚴島
神社で2.5次元ミュージカルを上演　⑩活性人：チームラボ 代表　猪子 寿之　⑪宿坊運営ノート番外編：静かに歴史を刻む奈良・
信貴山 三院の宿坊から学ぶ現代の宿坊のあり方　⑫宿坊研究会レポート：宿坊とビジネスの融合に必要な『黄金文脈』　⑬職人技：
有限会社 伏谷商店　⑭野田博明　風まかせ：錦織圭選手もびっくり、不滅の法灯奇跡のラリー　⑮四季巡り 華景色：常立寺の蝋梅

Q4.今月号の記事、広告を見て実際に問い合わせた、もしくは興味を持った内容があれば教えてください。

( 広告を見て問い合わせた、あるいは興味を持ったところの会社・団体名：
　　　　　　　　　　　　　         　)

Q6. 寺社Ｎｏｗへのご要望・ご感想など

( ご記入ください：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

キ
リ
ト
リ
線

お電話番号

ご住所

寺社名 氏名

〒

寺社Nowのバックナンバーおよび、寺社Nowの継続購読をご希望の場合は、
下記の内容をご記入の上（□内　をお願いします）、FAX送信してください。

「寺社Now」ではより良い誌面をつくるために誌面についてのアンケート
を実施しております。下記のアンケートの□内には✓を、（　　）内にはご記
入をいただき、下記まで本紙をファックスもしくは左のハガキ(切手不要)に
てお送り願います。

Q3. 以下の項目で、寺社の取り組みの事例として知りたいものはどれですか（複数回答可）

□観光　□外国人対応　□宿坊新規開設・運営　□寺社イベント　□広報　□地域振興　□結婚式　□後継者育成　□土地活用
□その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□継続購読希望□バックナンバー希望 ご希望のバックナンバーの号数に○をご記入ください ※複数可

( Vol.　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　9　　10　　11 )

Q5. 以下の項目で、知りたい企業サービスはどれですか（複数回答可）  ※丸数字に○を記入

①ホームページ　②ＳＮＳ運用代行　③アプリ開発　④告知ツール制作（掲示物・ダイレクトメール・冊子・チラシなど）

⑤フリーWiFi　⑥自販機設置　⑦喫煙所設置　⑧清掃　⑨老朽化・耐震対策　⑩警備　⑪保険　⑫介護施設　

⑬託児所　⑭土地活用　⑮資産運用　⑯税金対策

⑰その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
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【個人情報の取り扱いについて】
ご記入いただいた個人情報は寺社Nowや同誌バッ
クナンバーの発送および全国寺社観光協会からの
ご連絡以外には使用しません。

< FAX >06-6360-9848

より良い誌面作りのため、寺社の皆様の貴重なご意見をお聞かせください！

誌面アンケート

Q1. 所属
□寺院　　　□神社

Q2. 今月号で面白かった記事はどれですか（複数回答可）　※丸数字に○を記入

①巻頭特集：文化財保護と観光支援における助成金と補助制度　②EVENT REPORT：第11回「博多ライトアップウォーク 博多千年
煌夜」　③TOPICS：評価の時間と費用を大幅に軽減する「伝送鑑定」　④PICK UP：外国人が正しく理解できる文化財の英語解説の
あり方　⑤集う、育む 体験レポート：西念寺・子ども食堂『あんのん子ども食堂』　⑥行政・観光リポート：国府町まちづくり協議会が

『日本遺産めぐりツアー』を企画・開催　⑦インタビュー：法相宗大本山 薬師寺 管主　村上 太胤　⑧うちのお宝：功山寺　木造地蔵菩
薩半跏像／田村神社　絵馬 三国志三傑図　⑨トレンドNow：国内外の専門書が揃う「旅の図書館」が南青山に移転リニューアル／嚴島
神社で2.5次元ミュージカルを上演　⑩活性人：チームラボ 代表　猪子 寿之　⑪宿坊運営ノート番外編：静かに歴史を刻む奈良・
信貴山 三院の宿坊から学ぶ現代の宿坊のあり方　⑫宿坊研究会レポート：宿坊とビジネスの融合に必要な『黄金文脈』　⑬職人技：
有限会社 伏谷商店　⑭野田博明　風まかせ：錦織圭選手もびっくり、不滅の法灯奇跡のラリー　⑮四季巡り 華景色：常立寺の蝋梅

Q4.今月号の記事、広告を見て実際に問い合わせた、もしくは興味を持った内容があれば教えてください。

( 広告を見て問い合わせた、あるいは興味を持ったところの会社・団体名：
　　　　　　　　　　　　　         　)

Q6. 寺社Ｎｏｗへのご要望・ご感想など

( ご記入ください：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

キ
リ
ト
リ
線

お電話番号

ご住所

寺社名 氏名

〒

寺社Nowのバックナンバーおよび、寺社Nowの継続購読をご希望の場合は、
下記の内容をご記入の上（□内　をお願いします）、FAX送信してください。

「寺社Now」ではより良い誌面をつくるために誌面についてのアンケート
を実施しております。下記のアンケートの□内には✓を、（　　）内にはご記
入をいただき、下記まで本紙をファックスもしくは左のハガキ(切手不要)に
てお送り願います。

Q3. 以下の項目で、寺社の取り組みの事例として知りたいものはどれですか（複数回答可）

□観光　□外国人対応　□宿坊新規開設・運営　□寺社イベント　□広報　□地域振興　□結婚式　□後継者育成　□土地活用
□その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□継続購読希望□バックナンバー希望 ご希望のバックナンバーの号数に○をご記入ください ※複数可

( Vol.　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　9　　10　　11 )

Q5. 以下の項目で、知りたい企業サービスはどれですか（複数回答可）  ※丸数字に○を記入

①ホームページ　②ＳＮＳ運用代行　③アプリ開発　④告知ツール制作（掲示物・ダイレクトメール・冊子・チラシなど）

⑤フリーWiFi　⑥自販機設置　⑦喫煙所設置　⑧清掃　⑨老朽化・耐震対策　⑩警備　⑪保険　⑫介護施設　

⑬託児所　⑭土地活用　⑮資産運用　⑯税金対策

⑰その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

Vol.12 32

32_アンケート.indd   32 2016/12/14   16:05



寺
社

N
ow

【
監

修
】

一
般

社
団

法
人

 全
日

本
社

寺
観

光
連

盟
　【

発
行

】
一

般
社

団
法

人
 全

国
寺

社
観

光
協

会
 　

(事
務

局
)〒

530-0044 大
阪

府
大

阪
市

北
区

東
天

満
1

丁
目

11
番

13
号

AXIS
南

森
町

ビ
ル

9F　
Tel : 06-6360-9838　

Fax : 06-6360-9848
Vol.12

4_ 12.indd   36 2016/12/13   16:1




